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公公正正なな社社会会観観とと倫倫理理観観のの涵涵養養  

 

 

 

商商学学部部はは徹徹底底ししたた少少数数教教育育をを通通じじてて、、公公正正なな  

社社会会観観とと倫倫理理観観をを涵涵養養しし、、実実力力とと想想像像力力ををそそななええたた  

有有能能なな社社会会人人をを育育成成すするるここととをを目目的的ととすするる。。  

  

  

商商学学部部はは、、単単ななるる知知識識のの伝伝達達ででははななくく、、人人間間をを基基調調ととししたた全全人人格格のの形形成成をを求求めめ「「徹徹底底ししたた少少数数

教教育育をを通通じじてて、、公公正正なな社社会会観観とと倫倫理理観観をを涵涵養養しし、、実実力力とと想想像像力力ををそそななええたた有有能能なな社社会会人人をを育育成成

すするるこことと」」をを目目的的ととししてていいまますす。。時時代代がが大大ききくく変変化化ししてていいるる今今、、社社会会もも、、そそししてて大大学学自自体体もも変変

わわっってていいかかななくくててははななりりまませせんん。。ここううししたた高高度度にに多多様様化化ししてていいくく時時代代にに対対応応すすべべくく、、上上記記のの教教

育育理理念念にに基基づづいいてて、、よよりり具具体体的的にに進進化化ししたた教教育育ププロロググララムムをを構構築築しし、、学学生生のの個個性性やや可可能能性性をを大大

ききくく伸伸ばばすす教教育育ををおおここななっってていいまますす。。  

  

学学校校法法人人  中中央央学学院院  沿沿革革  

明明治治 3333 年年（（11990000 年年））  「「日日本本橋橋簡簡易易商商業業夜夜学学校校」」設設立立  

明明治治 3355 年年（（11990022 年年））  「「中中央央商商業業学学校校」」開開校校  

昭昭和和 2233 年年（（11994488 年年））    旧旧制制「「中中央央商商業業学学校校」」廃廃止止、、新新学学制制にによよるる「「中中央央高高等等学学校校」」をを設設置置  

  （（商商業業科科、、普普通通科科設設置置、、33 カカ年年））  

昭昭和和 2266 年年（（11995511 年年））  「「学学校校法法人人中中央央学学院院」」設設置置  

「「中中央央商商科科短短期期大大学学」」設設置置  

昭昭和和 3300 年年（（11995555 年年））  「「中中央央商商業業高高等等学学校校」」設設置置  

昭昭和和 4411 年年（（11996666 年年））  「「中中央央学学院院大大学学」」商商学学部部商商学学科科設設置置（（千千葉葉県県我我孫孫子子市市））  

昭昭和和 4433 年年（（11996688 年年））  「「淡淡江江大大学学（（台台湾湾））」」とと合合作作交交流流協協議議書書調調印印  

昭昭和和 4455 年年（（11997700 年年））  「「中中央央学学院院高高等等学学校校」」設設置置（（千千葉葉県県我我孫孫子子市市））  

昭昭和和 4466 年年（（11997711 年年））  「「中中央央高高等等学学校校」」募募集集停停止止  

昭昭和和 5511 年年（（11997766 年年））  「「メメンンフフィィスス大大学学（（アアメメリリカカ））」」とと姉姉妹妹校校協協定定書書調調印印  

昭昭和和 6600 年年（（11998855 年年））  「「中中央央学学院院大大学学」」法法学学部部法法学学科科設設置置  

平平成成 1100 年年（（11999988 年年））  「「中中央央商商業業高高等等学学校校」」をを「「中中央央学学院院大大学学中中央央高高等等学学校校」」とと改改称称  

平平成成 1111 年年（（11999999 年年））  「「大大邱邱大大学学校校（（韓韓国国））」」とと学学術術交交流流にに関関すするる協協定定書書をを締締結結  

平平成成 1133 年年（（22000011 年年））  「「中中央央商商科科短短期期大大学学」」廃廃止止  

「「中中央央学学院院大大学学中中央央高高等等学学校校」」をを江江東東区区亀亀戸戸にに移移転転  

平平成成 1144 年年（（22000022 年年））    法法人人創創立立 110000 周周年年をを迎迎ええるる  

平平成成 1188 年年（（22000066 年年））  「「中中央央学学院院大大学学」」大大学学院院商商学学研研究究科科設設置置    

平平成成 2200 年年（（22000088 年年））  「「京京畿畿大大学学校校（（韓韓国国））」」とと学学術術交交流流にに関関すするる協協定定書書をを締締結結  

「「我我孫孫子子市市」」とと包包括括協協定定・・覚覚書書をを締締結結  

平平成成 2211 年年（（22000099 年年））  「「長長春春工工業業大大学学（（中中国国））」」とと学学術術交交流流にに関関すするる協協定定書書をを締締結結  

平平成成 2244 年年（（22001122 年年））  「「逢逢甲甲大大学学（（台台湾湾））」」とと学学術術交交流流協協定定書書をを締締結結  

平平成成 2299 年年（（22001177 年年））  「「中中央央学学院院大大学学」」現現代代教教養養学学部部現現代代教教養養学学科科設設置置  

令令和和 22 年年（（22002200 年年））  「「北北アアリリゾゾナナ大大学学（（アアメメリリカカ））」」とと大大学学間間交交流流協協定定をを締締結結  

令令和和 55 年年（（22002233 年年））  「「ワワイイカカトト大大学学（（ニニュューージジーーラランンドド））」」とと大大学学間間交交流流協協定定をを締締結結  

令令和和 77 年年（（22002255 年年））  「「アアカカデディィアア大大学学（（カカナナダダ））」」とと大大学学間間交交流流協協定定をを締締結結  

  法法人人創創立立 112255 周周年年をを迎迎ええるる  

 

建建学学のの精精神神  

教教育育理理念念  



卒卒業業認認定定・・学学位位授授与与のの方方針針とと教教育育課課程程編編成成・・実実施施のの方方針針  
  

卒卒業業認認定定・・学学位位授授与与のの方方針針（（デディィププロロママ・・ポポリリシシーー））  
  

中中央央学学院院大大学学商商学学部部はは、、大大学学建建学学のの精精神神とと大大学学・・学学部部のの教教育育理理念念にに基基づづいいてて、、公公正正なな社社会会観観

とと倫倫理理観観ををそそななええたた人人材材をを育育成成すするる学学部部でですす。。流流通通、、ササーービビスス、、情情報報通通信信、、製製造造、、金金融融ななどどのの

ささままざざままなな業業界界でで活活躍躍すするるビビジジネネススパパーーソソンンやや、、教教育育やや行行政政のの分分野野でで活活躍躍すするる教教員員、、公公務務員員なな

どどをを育育成成ししまますす。。  
本本学学部部はは、、編編入入学学ななどどのの例例外外的的なな場場合合をを除除いいてて、、44年年以以上上在在籍籍しし、、以以下下のの 11～～66のの能能力力をを身身にに

つつけけるるととととももにに、、所所定定のの 112266単単位位以以上上をを修修得得ししたた者者にに対対ししてて、、学学士士（（商商学学））のの学学位位をを授授与与ししまま
すす。。  
11..幅幅広広いい知知識識とと教教養養  
公公正正なな社社会会観観とと倫倫理理観観のの基基盤盤ととななるる、、人人間間・・自自然然・・文文化化にに関関すするる幅幅広広いい知知識識とと教教養養をを身身ににつつ

けけてていいるる。。  
22..専専門門的的学学識識  
商商学学おおよよびび関関連連領領域域のの専専門門的的知知識識とと当当該該領領域域ににおおいいてて求求めめらられれるる思思考考力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  

33..問問題題発発見見力力・・解解決決力力  
  商商学学おおよよびび関関連連領領域域のの知知見見をを用用いいてて課課題題をを見見定定めめ、、必必要要なな情情報報をを収収集集しし、、整整理理・・分分析析ししてて解解

決決ししててゆゆくく能能力力をを身身ににつつけけてていいるる。。  
44..多多様様性性のの理理解解ととココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力  
  多多様様なな背背景景ををももつつ他他者者やや異異文文化化のの理理解解にに努努めめ、、ココミミュュニニケケーーシショョンンをを通通ししてて他他者者ととのの協協働働をを

進進めめてていいくく能能力力やや態態度度をを身身ににつつけけてていいるる。。  
55..汎汎用用的的なな能能力力  
  情情報報通通信信技技術術ををははじじめめととししたた多多様様なな手手段段をを用用いいてて情情報報をを収収集集・・分分析析しし、、論論理理的的なな判判断断にに基基づづ

いいてて効効果果的的にに活活用用すするるここととにによよりり、、現現代代社社会会ののささままざざままなな課課題題にに対対応応ででききるる能能力力をを身身ににつつけけてて

いいるる。。  
66..地地域域連連携携・・社社会会貢貢献献  
  地地域域社社会会やや参参画画すするるネネッットトワワーーククのの一一員員ととししててのの責責任任やや役役割割をを認認識識しし、、商商学学おおよよびび関関連連領領域域

のの知知見見をを用用いいててそそここにに貢貢献献すするる能能力力やや態態度度をを身身ににつつけけてていいるる。。  
  
  
  
  
  
  
  



教教育育課課程程編編成成・・実実施施のの方方針針（（カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー））  
  

中中央央学学院院大大学学商商学学部部はは、、「「卒卒業業認認定定・・学学位位記記授授与与のの方方針針」」（（デディィププロロママ・・ポポリリシシーー））にに掲掲げげるる

能能力力ななどどのの修修得得ののたためめ、、以以下下ののよよううなな体体系系的的なな教教育育課課程程へへ編編成成・・実実施施ししまますす。。  
11..教教育育課課程程のの編編成成方方針針  

((11)) 幅幅広広いい知知識識とと教教養養  
幅幅広広いい知知識識とと教教養養をを養養ううたためめにに、、人人文文・・自自然然系系列列科科目目をを設設置置ししまますす。。特特にに学学びびのの基基本本とと

ななるる必必修修科科目目はは第第 11学学年年にに、、選選択択科科目目はは第第 11学学年年かからら第第 44学学年年ままでで適適宜宜受受講講ででききるるよようう配配
置置ししまますす。。  

((22)) 専専門門的的学学識識  
商商学学おおよよびび関関連連領領域域のの専専門門的的学学識識をを養養ううたためめにに、、商商学学系系列列科科目目をを設設置置ししまますす。。商商学学のの基基

本本にに関関わわるる科科目目はは第第 11学学年年にに配配置置しし、、商商学学のの各各領領域域にに関関わわるる科科目目はは第第 22学学年年以以降降にに、、各各ココ
ーーススのの選選択択必必修修科科目目とと自自由由選選択択科科目目ととししてて配配置置ししまますす。。  

((33)) 問問題題発発見見力力・・解解決決力力  
問問題題発発見見力力・・解解決決力力をを養養ううたためめにに、、演演習習形形態態のの科科目目をを設設置置ししまますす。。第第 11学学年年にに通通年年のの必必

修修科科目目をを配配置置しし、、第第 22学学年年以以降降にに通通年年のの演演習習科科目目をを配配置置ししまますす。。  
((44)) 多多様様性性のの理理解解ととココミミュュニニケケーーシショョンン  
      多多様様性性のの理理解解ととココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力をを養養ううたためめにに、、外外国国語語科科目目、、日日本本語語科科目目、、体体育育

科科目目をを設設置置ししまますす。。外外国国語語科科目目はは第第 11学学年年とと第第 22学学年年のの必必修修科科目目ととししてて、、日日本本語語科科目目とと体体
育育科科目目はは第第 11学学年年のの必必修修科科目目ととししてて配配置置ししまますす。。  

((55)) 汎汎用用的的なな能能力力  
情情報報通通信信技技術術をを利利用用しし、、情情報報をを適適切切にに分分析析・・発発信信ででききるる能能力力をを養養ううたためめにに、、情情報報リリテテララ

シシーーやや情情報報処処理理、、AAIIややデデーータタササイイエエンンススにに関関すするる科科目目をを設設置置ししまますす。。  
((66)) 地地域域連連携携・・社社会会貢貢献献  

地地域域連連携携・・社社会会貢貢献献のの能能力力やや態態度度をを養養ううたためめにに、、キキャャリリアアデデザザイインンややボボラランンテティィアアにに関関

すするる科科目目をを設設置置ししまますす。。ままたた、、特特にに教教員員養養成成ののたためめにに教教職職科科目目もも設設置置ししまますす。。  
22..教教育育課課程程のの実実施施方方針針  
授授業業形形態態はは、、講講義義やや演演習習（（ゼゼミミナナーールル））等等をを適適切切にに組組みみ合合わわせせてて実実施施ししまますす。。ググルルーーププワワーー

ククややデディィススカカッッシショョンン、、ププレレゼゼンンテテーーシショョンンななどどのの活活動動をを科科目目のの特特性性にに応応じじてて盛盛りり込込むむここととにに

よよっってて、、学学生生がが主主体体的的・・能能動動的的にに学学ぶぶここととががででききるるよよううににししまますす。。ままたた、、シシララババススでではは、、アアクク

テティィブブ・・ララーーニニンンググななどどのの授授業業形形式式やや各各回回にに求求めめらられれるる予予習習・・復復習習のの内内容容をを示示しし、、教教室室内内外外のの

取取りり組組みみ方方ににつついいてて説説明明ししまますす。。学学修修成成果果のの評評価価はは、、シシララババススにに明明文文化化ししたた方方法法にに基基づづいいてて行行

いいまますす。。各各科科目目ののシシララババススでではは到到達達目目標標やや評評価価方方法法ななどどををああららかかじじめめ示示しし、、そそれれららのの基基準準にに基基

づづいいてて客客観観的的にに評評価価ししまますす。。ままたた、、成成績績評評価価にに関関すするる問問いい合合わわせせのの期期間間をを設設けけ、、評評価価のの透透明明性性

をを担担保保ししまますす。。  
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[[巻巻末末折折りり込込みみ]]  商学部各コース科目表 



教教育育課課程程編編成成・・実実施施のの方方針針（（カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー））  
  

中中央央学学院院大大学学商商学学部部はは、、「「卒卒業業認認定定・・学学位位記記授授与与のの方方針針」」（（デディィププロロママ・・ポポリリシシーー））にに掲掲げげるる

能能力力ななどどのの修修得得ののたためめ、、以以下下ののよよううなな体体系系的的なな教教育育課課程程へへ編編成成・・実実施施ししまますす。。  
11..教教育育課課程程のの編編成成方方針針  

((11)) 幅幅広広いい知知識識とと教教養養  
幅幅広広いい知知識識とと教教養養をを養養ううたためめにに、、人人文文・・自自然然系系列列科科目目をを設設置置ししまますす。。特特にに学学びびのの基基本本とと

ななるる必必修修科科目目はは第第 11学学年年にに、、選選択択科科目目はは第第 11学学年年かからら第第 44学学年年ままでで適適宜宜受受講講ででききるるよようう配配
置置ししまますす。。  

((22)) 専専門門的的学学識識  
商商学学おおよよびび関関連連領領域域のの専専門門的的学学識識をを養養ううたためめにに、、商商学学系系列列科科目目をを設設置置ししまますす。。商商学学のの基基

本本にに関関わわるる科科目目はは第第 11学学年年にに配配置置しし、、商商学学のの各各領領域域にに関関わわるる科科目目はは第第 22学学年年以以降降にに、、各各ココ
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１１..商商学学部部カカリリキキュュララムム概概要要とと特特色色  

１１学学位位 

 商学部で卒業要件を満たすことにより、以下の学位が授与されます。なお、学位の授与は卒業式（学位記授与

式）で行われます。 

    学学  士士  （（  商商  学学  ））    

 

２２セセメメススタターー制制 

 セメスター制とは、「学期制」の意味で、本学では１年間を春と秋の２学期に分け、それぞれの学期で授業が終了

し、単位が認定されます。４月から始まる学期を「春セメスター」、１０月から始まる学期を「秋セメスター」と呼びま

す。 
 

３３修修業業年年限限  

 商学部の修業年限は４年間（８セメスター）です。休学期間を除き、８年間をこえて在籍することはできません。 
 

４４ココーースス制制  

 商学部では７コースに分かれてのカリキュラムが用意されています。１年次では共通科目を学び、２年次から目

的に合わせて各コースに分かれて学習します。 

 

    

 

 

 

 

 

 

  

 
  

            

 

 

 

５５アアカカデデミミッックク・・アアドドババイイザザーー制制度度  
 本学の特徴である少人数教育の一環として、アカデミック・アドバイザーである教員が学生の大学生活について
指導・助言を行う制度です。これは学生が入学から卒業まで安心して大学生活を送ることを目的としています。 

 １年次に必修科目として履修する「プロゼミナール」を担当した教員が、そのまま卒業するまで、アカデミック・アド

バイザーとなります。 

 困ったこと、悩み事などがあったときは、まずアカデミック・アドバイザーに相談してください。 

 
 
 
 
 
 

商学総合コース 経営コース 

国際ビジネスコース
巣 

経済コース 
コース 

会計コース 

情報コース 

企業、起業家、ベンチャ
ー企業、経営者、自営。
商業・流通・サービス関
連をはじめあらゆる分
野の企業。 

税理士や公認会計士。税
務会計事務所、一般企業
の経理、財務分野、金融
機関。国家・地方公務員。 

商社、貿易会社、外資系
企業。輸入、輸出関連。
海外向け流通企業。 

実業家。ベンチャー企
業、個人事業・個人商店。
流通・外食産業・サービ
ス業など。 

商業・流通・サービス関
連企業はもちろん、あら
ゆる分野の企業。公務
員。エコノミスト、アナ
リスト。 

ＩＴ産業や情報処理関
連企業。一般会社の情報
処理関連セクション。コ
ンピュータを扱うすべ
ての部署。 

育
成
を
目
指
す
人
物
像 

 

スポーツキャリアコース 

スポーツ用具メーカー社

員。スポーツ施設スタッフ、

インストラクター。スポー

ツ専門店スタッフ。スポー

ツリーダー、指導員。スポ

ーツ選手（企業・プロ他）。 
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６６授授業業のの形形態態とと取取得得ででききるる単単位位数数 

➀１科目の授業は毎週１回（９０分）を標準とします。 

➁科目の形態は大きく分けると「セメスター科目」「通年科目」に分かれます。  

・「セメスター科目」とは、半期（セメスター）[週１回×１５週]の科目をいいます。 

・「通年科目」とは、１年間（春・秋セメスター）[週１回×３０週]の科目をいいます。 

 

４月～９月（１５回） １０月～３月（１５回） 

  

 

・授業は通常週１回、講義、演習、または実技等の授業を実施します。 

・科目によっては、「集中授業」という形で実施するものがあります。「集中授業」の場合、「セメスター科目」は１５

回分の授業を、「通年科目」は３０回分の授業を、集中的に決まった期間に実施します。期間や申込方法など

は、年度のはじめに実施されるガイダンスや掲示などでお知らせします。 

➂授業の形態は大きく分けると「講義」、「実習」「ゼミナール（演習）」に分かれます。 

・「講義科目」とは、担当教員が講義により実施する科目です。 

・「演習科目」とは、担当教員の指導のもと、学生が自主的に学習する科目です。 

➃「単位」は、あらかじめ履修登録した科目について授業内容を理解し、試験や実技等の成績評価を受けて合格し

た場合に、所定の単位数が認定されます。 

➄「「単単位位数数」」は以下のとおり設定しています。 

  

形  態 セメスター科目 通年科目 

講  義 ２単位 ４単位 

演  習  ４単位 

プロゼミナール  ２単位 

外 国 語 １単位  

体  育 １単位  

商学部入門講座  1 単位 

商学部卒業講座Ⅰ 1 単位  

商学部卒業講座Ⅱ 1 単位  

 

７７授授業業時時間間  

 授業時間は、以下のとおりです。 

 

１時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 

９：００ 

～１０：３０ 

１０：４０ 

～１２：１０ 

１２：５０ 

～１４：２０ 

１４：３０ 

～１６：００ 

１６：１０ 

～１７：４０ 

※６時限 17：50－19：20（補講等で活用する特別授業時間）  

 

 

  

春春セセメメススタターー科科目目 秋秋セセメメススタターー科科目目  

通通年年科科目目  

3 

８８教教職職課課程程  
  「教職課程」は中学校・高等学校の教員を目指す学生のための課程です。 

 所定の単位を修得することにより、中学校[社会]・高等学校[商業][情報][公民][地理歴史]の「教育職員免許

状」を取得することができます。 

 「教育職員免許状」の取得を希望する学生は１年次から所定の科目を履修する必要があります。 

 Ｐ２８「６.教職課程」で履修の方法を確認して、学習をすすめてください。 
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 ２２..授授業業科科目目ににつついいてて  

１１科科目目系系列列とと卒卒業業所所要要単単位位  

 学士（商学）の学位を取得するには、以下の科目系列ごとに卒業所要単位数（（卒卒業業にに必必要要なな単単位位数数））を修得す

ることが必要です。 

 なお、卒業所要単位数は１２６単位ですが、次の科目系列ごとに必要な単位数が不足している場合は卒業でき

ません。不明な点は必ず教務グループで確認してください。 

 

科 目 系 列 
卒業所要単位数 

分  類 合  計 

[１] 商 学 系 列 科 目 
必修科目         ４単位 
コース選択必修科目 １６単位 
選択科目        ７２単位 

９２単位 

[２] 人文・自然系列科目 
必修科目         ６単位 
選択科目        ２０単位 

２６単位 

[３] 外国語系列科目   必修科目         ６単位 ６単位 

[４] 体  育  科  目 必修科目         ２単位 ２単位 

[５] 留  学 生  科  目 
（留学生必修科目    ８単位） 
（留学生選択科目    ４単位） 

－ 

[６] 教  職  科  目 Ｐ２８「６.教職課程」を参照 － 

卒業所要単位数 合計 
[１] ～ [４] まで（留学生は [５] まで） 
の要件をそれぞれ満たし１２６単位 以上 

 

「必修科目」とは、必ず単位を修得しなければ卒業できない科目です。 

 

「コース選択必修科目」とは、コースごとに定められた科目です。コースの履修方法に従ってください。 

 

「選択科目」とは、科目系列ごとに設置された「選択科目」から自由に科目を履修し、卒業所要単位数を満た

す科目です。 

 

「留学生科目」とは、留学生対象の科目です。留学生は「留学生必修科目」を修得しなければなりません。 

「日本語表現Ⅰ」「日本語表現Ⅱ」は履修しません。Ｐ９「[５]留学生科目」を見てください。 

 

「教職科目」とは、教育職員免許状を取得するための課程に設置された教職課程専用の科目です。原則とし

て卒業単位にはなりません。詳細はＰ２８「６.教職課程」を参照してください。 

 

※次ページより、各系列別に必修科目・選択科目の詳細を記載します。 

※科目の内容、評価方法については、『講義要項（シラバス）』を参照してください。 
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２２科科目目系系列列ごごととのの履履修修科科目目  

[[１１]]商商学学系系列列科科目目  
 

 ①①必必修修科科目目（卒業所要単位：4単位） 

科  目  名 
単位 配当年次 

春セメスター 秋セメスター 

情報リテラシー１ 情報リテラシー２ 各２単位 １年 

 

 ②②ココーースス選選択択必必修修科科目目（卒業所要単位：各セメスターで定められた単位数を満たし、合計１６単位） 

◆１６単位以上修得した場合は、その余剰単位分は商学系列選択科目の単位になります。 

◆下記表中のコース選択必修科目の単位数は全て１科目２単位です。 

◆各コースの必要単位数は、巻末の科目及び卒業所要単位数一覧を参照してください。 
 
配当年次 

 
コース 

２年次 ３年次 ４年次 

春（第３）セメスター 秋（第４）セメスター 春（第５）セメスター 秋（第６）セメスター 春（第７）セメスター 秋（第８）セメスター 

商学総合 
商学総論 

初級簿記Ⅰ 

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論 

流通ｼｽﾃﾑ論 

初級簿記Ⅱ 

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ戦略論 

経営学総論Ⅰ 経営学総論Ⅱ 流通戦略論Ⅰ 流通戦略論Ⅱ 

経 営 

経営学総論Ⅰ 

商学総論 

近代商業史 

初級簿記Ⅰ 

経営学総論Ⅱ 

流通ｼｽﾃﾑ論 

現代商業史 

初級簿記Ⅱ 

経営管理基礎理論 

経営組織論Ⅰ 

経営管理応用理論 

経営組織論Ⅱ 
企業の財務活動 財務的意思決定 

国 際 

ビジネス 

国際貿易理論 

国際ビジネス論 

国際貿易政策 

多国籍企業論 

国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ戦略論 

（理論編） 

国際ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの 

基礎理論 

国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ戦略論 

（実践編） 

国際ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ業務 

ビジネスコミュニケーショ

ン論 

国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ実務 

異文化間コミュニケー

ション論 

国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ実践 

会 計 
中級簿記Ⅰ 

上級簿記Ⅰ 

会計学入門 

中級簿記Ⅱ 

上級簿記Ⅱ 

会計制度論 

財務諸表論 会計原則論 
管理会計総論 

法人税税務会計 

管理会計論 

所得税税務会計 

経 済 
ミクロ経済学Ⅰ 

マクロ経済学Ⅰ 

経済史Ⅰ 

ミクロ経済学Ⅱ 

マクロ経済学Ⅱ 

経済史Ⅱ 

公共経済学Ⅰ 

国際経済学Ⅰ 

公共経済学Ⅱ 

国際経済学Ⅱ 
経済政策Ⅰ 経済政策Ⅱ 

情 報 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅠ（ビジネス処理

系言語） 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅠ（システム

開発系言語） 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅠ（ソフトウェ

ア開発系言語） 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ論 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅡ（データ処

理系言語） 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅡ（応用シス

テム開発系言語） 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅡ（応用ソフト

ウェア開発系言語） 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの構成 

情報環境論 

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 

ｼｽﾃﾑ設計論 

ﾈｯﾄﾜｰｸ論 

Web ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

e-ｺﾏｰｽ 

経営科学 

ｺﾝﾃﾝﾂ開発 

スポーツ 

キャリア 

スポーツキャリア実践講
座Ⅰ 
フィットネス概論Ⅰ 
スポーツコンディショニン
グ論Ⅰ 

スポーツキャリア実践講
座Ⅱ 
フィットネス概論Ⅱ 
スポーツコンディショニン
グ論Ⅱ 

スポーツキャリア実践

講座Ⅲ 

スポーツ心理学Ⅰ 

スポーツ経営論Ⅰ 

スポーツキャリア実践講

座Ⅳ 

スポーツ心理学Ⅱ 

スポーツ経営論Ⅱ 

スポーツ広報論Ⅰ 

スポーツビジネス 

論Ⅰ 

スポーツ広報論Ⅱ 

スポーツビジネス 

論Ⅱ 

共 通 

  
商商学学部部入入門門講講座座（（11 単単位位））（配当年次は 1年次）  

商商学学部部卒卒業業講講座座ⅠⅠ・・商商学学部部卒卒業業講講座座ⅡⅡ（（各各 11 単単位位））（配当年次は４年次） 

◆コース選択必修科目が不合格になった場合、この講座を修得していれば不足している 1単位分に振り替えられる。 

 また、コース選択必修科目を各セメスターの条件を満たし１６単位分を合格した場合は、この講座を修得している場合の各 1 単位は選択科目の単位とな

る。 
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 ２２..授授業業科科目目ににつついいてて  

１１科科目目系系列列とと卒卒業業所所要要単単位位  

 学士（商学）の学位を取得するには、以下の科目系列ごとに卒業所要単位数（（卒卒業業にに必必要要なな単単位位数数））を修得す

ることが必要です。 

 なお、卒業所要単位数は１２６単位ですが、次の科目系列ごとに必要な単位数が不足している場合は卒業でき

ません。不明な点は必ず教務グループで確認してください。 

 

科 目 系 列 
卒業所要単位数 

分  類 合  計 

[１] 商 学 系 列 科 目 
必修科目         ４単位 
コース選択必修科目 １６単位 
選択科目        ７２単位 

９２単位 

[２] 人文・自然系列科目 
必修科目         ６単位 
選択科目        ２０単位 

２６単位 

[３] 外国語系列科目   必修科目         ６単位 ６単位 

[４] 体  育  科  目 必修科目         ２単位 ２単位 

[５] 留  学 生  科  目 
（留学生必修科目    ８単位） 
（留学生選択科目    ４単位） 

－ 

[６] 教  職  科  目 Ｐ２８「６.教職課程」を参照 － 

卒業所要単位数 合計 
[１] ～ [４] まで（留学生は [５] まで） 
の要件をそれぞれ満たし１２６単位 以上 

 

「必修科目」とは、必ず単位を修得しなければ卒業できない科目です。 

 

「コース選択必修科目」とは、コースごとに定められた科目です。コースの履修方法に従ってください。 

 

「選択科目」とは、科目系列ごとに設置された「選択科目」から自由に科目を履修し、卒業所要単位数を満た

す科目です。 

 

「留学生科目」とは、留学生対象の科目です。留学生は「留学生必修科目」を修得しなければなりません。 

「日本語表現Ⅰ」「日本語表現Ⅱ」は履修しません。Ｐ９「[５]留学生科目」を見てください。 

 

「教職科目」とは、教育職員免許状を取得するための課程に設置された教職課程専用の科目です。原則とし

て卒業単位にはなりません。詳細はＰ２８「６.教職課程」を参照してください。 

 

※次ページより、各系列別に必修科目・選択科目の詳細を記載します。 

※科目の内容、評価方法については、『講義要項（シラバス）』を参照してください。 
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２２科科目目系系列列ごごととのの履履修修科科目目  

[[１１]]商商学学系系列列科科目目  
 

 ①①必必修修科科目目（卒業所要単位：4単位） 

科  目  名 
単位 配当年次 

春セメスター 秋セメスター 

情報リテラシー１ 情報リテラシー２ 各２単位 １年 

 

 ②②ココーースス選選択択必必修修科科目目（卒業所要単位：各セメスターで定められた単位数を満たし、合計１６単位） 

◆１６単位以上修得した場合は、その余剰単位分は商学系列選択科目の単位になります。 

◆下記表中のコース選択必修科目の単位数は全て１科目２単位です。 

◆各コースの必要単位数は、巻末の科目及び卒業所要単位数一覧を参照してください。 
 
配当年次 

 
コース 

２年次 ３年次 ４年次 

春（第３）セメスター 秋（第４）セメスター 春（第５）セメスター 秋（第６）セメスター 春（第７）セメスター 秋（第８）セメスター 

商学総合 
商学総論 

初級簿記Ⅰ 

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論 

流通ｼｽﾃﾑ論 

初級簿記Ⅱ 

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ戦略論 

経営学総論Ⅰ 経営学総論Ⅱ 流通戦略論Ⅰ 流通戦略論Ⅱ 

経 営 

経営学総論Ⅰ 

商学総論 

近代商業史 

初級簿記Ⅰ 

経営学総論Ⅱ 

流通ｼｽﾃﾑ論 

現代商業史 

初級簿記Ⅱ 

経営管理基礎理論 

経営組織論Ⅰ 

経営管理応用理論 

経営組織論Ⅱ 
企業の財務活動 財務的意思決定 

国 際 

ビジネス 

国際貿易理論 

国際ビジネス論 

国際貿易政策 

多国籍企業論 

国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ戦略論 

（理論編） 

国際ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの 

基礎理論 

国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ戦略論 

（実践編） 

国際ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ業務 

ビジネスコミュニケーショ

ン論 

国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ実務 

異文化間コミュニケー

ション論 

国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ実践 

会 計 
中級簿記Ⅰ 

上級簿記Ⅰ 

会計学入門 

中級簿記Ⅱ 

上級簿記Ⅱ 

会計制度論 

財務諸表論 会計原則論 
管理会計総論 

法人税税務会計 

管理会計論 

所得税税務会計 

経 済 
ミクロ経済学Ⅰ 

マクロ経済学Ⅰ 

経済史Ⅰ 

ミクロ経済学Ⅱ 

マクロ経済学Ⅱ 

経済史Ⅱ 

公共経済学Ⅰ 

国際経済学Ⅰ 

公共経済学Ⅱ 

国際経済学Ⅱ 
経済政策Ⅰ 経済政策Ⅱ 

情 報 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅠ（ビジネス処理

系言語） 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅠ（システム

開発系言語） 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅠ（ソフトウェ

ア開発系言語） 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ論 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅡ（データ処

理系言語） 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅡ（応用シス

テム開発系言語） 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅡ（応用ソフト

ウェア開発系言語） 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの構成 

情報環境論 

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 

ｼｽﾃﾑ設計論 

ﾈｯﾄﾜｰｸ論 

Web ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

e-ｺﾏｰｽ 

経営科学 

ｺﾝﾃﾝﾂ開発 

スポーツ 

キャリア 

スポーツキャリア実践講
座Ⅰ 
フィットネス概論Ⅰ 
スポーツコンディショニン
グ論Ⅰ 

スポーツキャリア実践講
座Ⅱ 
フィットネス概論Ⅱ 
スポーツコンディショニン
グ論Ⅱ 

スポーツキャリア実践

講座Ⅲ 

スポーツ心理学Ⅰ 

スポーツ経営論Ⅰ 

スポーツキャリア実践講

座Ⅳ 

スポーツ心理学Ⅱ 

スポーツ経営論Ⅱ 

スポーツ広報論Ⅰ 

スポーツビジネス 

論Ⅰ 

スポーツ広報論Ⅱ 

スポーツビジネス 

論Ⅱ 

共 通 

  
商商学学部部入入門門講講座座（（11 単単位位））（配当年次は 1年次）  

商商学学部部卒卒業業講講座座ⅠⅠ・・商商学学部部卒卒業業講講座座ⅡⅡ（（各各 11 単単位位））（配当年次は４年次） 

◆コース選択必修科目が不合格になった場合、この講座を修得していれば不足している 1単位分に振り替えられる。 

 また、コース選択必修科目を各セメスターの条件を満たし１６単位分を合格した場合は、この講座を修得している場合の各 1 単位は選択科目の単位とな

る。 
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 ③③商商学学系系列列選選択択科科目目（卒業所要単位：７２単位） 

◆選択科目は自由に履修することができますが、Ｐ１６～１９「コース別履修モデル表」を参考に履修する

ことを推奨します。 

科  目  名 
単位 配当年次 

春セメスター 秋セメスター 

商学総論 流通システム論 

各２単位 １～４年 

情報社会と倫理  

 情報数学 経営数学 

情報科学概論 マルチメディア論 

初級簿記Ⅰ 初級簿記Ⅱ 

日本古代・中世経済史 日本近世・近・現代経済史 

民法総則 物権法 

会計情報論 会計情報システム論 

各２単位 ２～４年 

開発経済学 開発政策論 

株式会社と証券市場 経済と株価 

近代金融論 現代金融論 

近代日本経済論 現代日本経済論 

地域経済学Ⅰ 地域経済学Ⅱ 

経済法Ⅰ 経済法Ⅱ 

原価計算論Ⅰ 原価計算論Ⅱ 

広告論 広告政策論 

国際ビジネス環境論  

国際流通論 国際流通システム論 

債権法総論 債権法各論 

経営戦略論Ⅰ 経営戦略論Ⅱ 

起業論 事業創造論 

社会政策Ⅰ 社会政策Ⅱ 

消費者行動論Ⅰ 消費者行動論Ⅱ 

消費経済学（家計と企業） 消費経済学（家計と政府） 

商法総則・会社法総論 会社法各論 

環境経済学Ⅰ 環境経済学Ⅱ 

税法Ⅰ 税法Ⅱ 

ソフトウェア論  
手形・小切手法 金融商品取引法 

統計学 数理統計学 

マルクス経済学Ⅰ マルクス経済学Ⅱ 

入門計量経済学 応用計量経済学 

ビジネス実践講座「マネジメント・ゲームⅠ」 ビジネス実践講座「マネジメント・ゲームⅡ」 

マーケティングシステム論 マーケティング情報論 

労働法の基礎 労働法の応用 

現代日本の社会と経済 現代アジアの社会と経済   

監査制度論 監査報告論 

各２単位 ３～４年 

国際通貨 外国為替 

近代中小企業論 現代中小企業論 

財務諸表分析 企業評価論 

労働経済学Ⅰ 労働経済学Ⅱ 

労務管理 人事管理 

メディアデザイン  

外国書講読１ 外国書講読２ 
各２単位 

３年 

外国書講読３ 外国書講読４ ４年 

演 習 Ⅰ （通 年） 

各４単位 

２年 

演 習 Ⅱ （通 年） ３年 

演 習 Ⅲ （卒業論文指導） ４年 
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  [[２２]]人人文文・・自自然然系系列列科科目目  
 

①①必必修修科科目目（卒業所要単位：６単位） 
科  目  名 

単位 配当年次 
春セメスター 秋セメスター 

日本語表現Ⅰ 日本語表現Ⅱ 各２単位 １年 

プロゼミナール（通年） ２単位 １年 

  ◆留学生は日本語表現ⅠⅡの代わりに、日本語読解１２と日本語作文１２を履修します。 

 

 ②②選選択択科科目目（卒業所要単位：２０単位） 

◆２０単位以上修得した場合、その余剰単位分は商学系列選択科目の単位になります。ただし、上限が

ありますので、Ｐ１１「９単位の振り替えについて」を参照してください。 
 

科  目  名 
単位 配当年次 

春セメスター 秋セメスター 

外国文化研究Ⅰ 外国文化研究Ⅱ 

各２単位 １～４年 

基礎法学 応用法学 

経済学Ⅰ 経済学Ⅱ 

言語学Ⅰ 言語学Ⅱ 

現代社会論Ⅰ 現代社会論Ⅱ 

憲法 法学 

自然科学概論Ⅰ 自然科学概論Ⅱ 

自然地理学Ⅰ 自然地理学Ⅱ 

社会学Ⅰ 社会学Ⅱ 

人文地理学Ⅰ 人文地理学Ⅱ 

心理学Ⅰ 心理学Ⅱ 

数学Ⅰ 数学Ⅱ 

スポーツ健康科学概論Ⅰ スポーツ健康科学概論Ⅱ 

政治学Ⅰ 政治学Ⅱ 

生物学Ⅰ 生物学Ⅱ 

地学Ⅰ 地学Ⅱ 

地球環境論 自然環境論 

哲学Ⅰ 哲学Ⅱ 

日本語操作法Ⅰ 日本語操作法Ⅱ 

物理学Ⅰ 物理学Ⅱ 

文学演習Ⅰ 文学演習Ⅱ 

文化人類学Ⅰ 文化人類学Ⅱ 

倫理学Ⅰ 倫理学Ⅱ 

歴史学（世界史）Ⅰ 歴史学（世界史）Ⅱ 

歴史学（日本史）Ⅰ 歴史学（日本史）Ⅱ 

論理学Ⅰ 論理学Ⅱ 

平和学Ⅰ 平和学Ⅱ 

ライフキャリアデザイン１ ライフキャリアデザイン２ 

データサイエンス  
各２単位 ２～４年 

ボランティア学 地域ボランティア実践 

 企業連携講座１ 各２単位 ２年 

企業連携講座２  各２単位 ３年 

キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ 各２単位 ２年 

キャリアデザインⅢ（通年） ２単位 ３年 
 

 

※「ボランティア学」と「地域ボランティア実践」はセットで履修する科目です。「ボランティア学」

の単位を修得できなかった場合は、「地域ボランティア実践」を履修することはできません。2 科目

とも単位を修得した場合は（計 4 単位）、人文・自然系列科目選択科目の単位として卒業所要単位に

入ります。（どちらか一方の単位が修得できない場合は卒業所要単位として認められません。）「地域

ボランティア実践」のみ単位の修得ができなかった場合は、教務グループに翌年度以降の再度の履

修について早めに相談してください。 

※ 「キャリアデザインⅠ～Ⅲ」は就職活動に向けたプログラムを 2 年から 3 年にかけて行っていくものです。各授

業、定員は50名です。3年では通年科目として授業の最後にインターンシップの報告と情報共有を行います。  
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 ③③商商学学系系列列選選択択科科目目（卒業所要単位：７２単位） 

◆選択科目は自由に履修することができますが、Ｐ１６～１９「コース別履修モデル表」を参考に履修する

ことを推奨します。 

科  目  名 
単位 配当年次 

春セメスター 秋セメスター 

商学総論 流通システム論 

各２単位 １～４年 

情報社会と倫理  

 情報数学 経営数学 

情報科学概論 マルチメディア論 

初級簿記Ⅰ 初級簿記Ⅱ 

日本古代・中世経済史 日本近世・近・現代経済史 

民法総則 物権法 

会計情報論 会計情報システム論 

各２単位 ２～４年 

開発経済学 開発政策論 

株式会社と証券市場 経済と株価 

近代金融論 現代金融論 

近代日本経済論 現代日本経済論 

地域経済学Ⅰ 地域経済学Ⅱ 

経済法Ⅰ 経済法Ⅱ 

原価計算論Ⅰ 原価計算論Ⅱ 

広告論 広告政策論 

国際ビジネス環境論  

国際流通論 国際流通システム論 

債権法総論 債権法各論 

経営戦略論Ⅰ 経営戦略論Ⅱ 

起業論 事業創造論 

社会政策Ⅰ 社会政策Ⅱ 

消費者行動論Ⅰ 消費者行動論Ⅱ 

消費経済学（家計と企業） 消費経済学（家計と政府） 

商法総則・会社法総論 会社法各論 

環境経済学Ⅰ 環境経済学Ⅱ 

税法Ⅰ 税法Ⅱ 

ソフトウェア論  
手形・小切手法 金融商品取引法 

統計学 数理統計学 

マルクス経済学Ⅰ マルクス経済学Ⅱ 

入門計量経済学 応用計量経済学 

ビジネス実践講座「マネジメント・ゲームⅠ」 ビジネス実践講座「マネジメント・ゲームⅡ」 

マーケティングシステム論 マーケティング情報論 

労働法の基礎 労働法の応用 

現代日本の社会と経済 現代アジアの社会と経済   

監査制度論 監査報告論 

各２単位 ３～４年 

国際通貨 外国為替 

近代中小企業論 現代中小企業論 

財務諸表分析 企業評価論 

労働経済学Ⅰ 労働経済学Ⅱ 

労務管理 人事管理 

メディアデザイン  

外国書講読１ 外国書講読２ 
各２単位 

３年 

外国書講読３ 外国書講読４ ４年 

演 習 Ⅰ （通 年） 

各４単位 

２年 

演 習 Ⅱ （通 年） ３年 

演 習 Ⅲ （卒業論文指導） ４年 
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  [[２２]]人人文文・・自自然然系系列列科科目目  
 

①①必必修修科科目目（卒業所要単位：６単位） 
科  目  名 

単位 配当年次 
春セメスター 秋セメスター 

日本語表現Ⅰ 日本語表現Ⅱ 各２単位 １年 

プロゼミナール（通年） ２単位 １年 

  ◆留学生は日本語表現ⅠⅡの代わりに、日本語読解１２と日本語作文１２を履修します。 

 

 ②②選選択択科科目目（卒業所要単位：２０単位） 

◆２０単位以上修得した場合、その余剰単位分は商学系列選択科目の単位になります。ただし、上限が

ありますので、Ｐ１１「９単位の振り替えについて」を参照してください。 
 

科  目  名 
単位 配当年次 

春セメスター 秋セメスター 

外国文化研究Ⅰ 外国文化研究Ⅱ 

各２単位 １～４年 

基礎法学 応用法学 

経済学Ⅰ 経済学Ⅱ 

言語学Ⅰ 言語学Ⅱ 

現代社会論Ⅰ 現代社会論Ⅱ 

憲法 法学 

自然科学概論Ⅰ 自然科学概論Ⅱ 

自然地理学Ⅰ 自然地理学Ⅱ 

社会学Ⅰ 社会学Ⅱ 

人文地理学Ⅰ 人文地理学Ⅱ 

心理学Ⅰ 心理学Ⅱ 

数学Ⅰ 数学Ⅱ 

スポーツ健康科学概論Ⅰ スポーツ健康科学概論Ⅱ 

政治学Ⅰ 政治学Ⅱ 

生物学Ⅰ 生物学Ⅱ 

地学Ⅰ 地学Ⅱ 

地球環境論 自然環境論 

哲学Ⅰ 哲学Ⅱ 

日本語操作法Ⅰ 日本語操作法Ⅱ 

物理学Ⅰ 物理学Ⅱ 

文学演習Ⅰ 文学演習Ⅱ 

文化人類学Ⅰ 文化人類学Ⅱ 

倫理学Ⅰ 倫理学Ⅱ 

歴史学（世界史）Ⅰ 歴史学（世界史）Ⅱ 

歴史学（日本史）Ⅰ 歴史学（日本史）Ⅱ 

論理学Ⅰ 論理学Ⅱ 

平和学Ⅰ 平和学Ⅱ 

ライフキャリアデザイン１ ライフキャリアデザイン２ 

データサイエンス  
各２単位 ２～４年 

ボランティア学 地域ボランティア実践 

 企業連携講座１ 各２単位 ２年 

企業連携講座２  各２単位 ３年 

キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ 各２単位 ２年 

キャリアデザインⅢ（通年） ２単位 ３年 
 

 

※「ボランティア学」と「地域ボランティア実践」はセットで履修する科目です。「ボランティア学」

の単位を修得できなかった場合は、「地域ボランティア実践」を履修することはできません。2 科目

とも単位を修得した場合は（計 4 単位）、人文・自然系列科目選択科目の単位として卒業所要単位に

入ります。（どちらか一方の単位が修得できない場合は卒業所要単位として認められません。）「地域

ボランティア実践」のみ単位の修得ができなかった場合は、教務グループに翌年度以降の再度の履

修について早めに相談してください。 

※ 「キャリアデザインⅠ～Ⅲ」は就職活動に向けたプログラムを 2 年から 3 年にかけて行っていくものです。各授

業、定員は50名です。3年では通年科目として授業の最後にインターンシップの報告と情報共有を行います。  
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  [[２２]]人人文文・・自自然然系系列列科科目目  
 

①①必必修修科科目目（卒業所要単位：６単位） 
科  目  名 

単位 配当年次 
春セメスター 秋セメスター 

日本語表現Ⅰ 日本語表現Ⅱ 各２単位 １年 

プロゼミナール（通年） ２単位 １年 

  ◆留学生は日本語表現ⅠⅡの代わりに、日本語読解１２と日本語作文１２を履修します。 

 

 ②②選選択択科科目目（卒業所要単位：２０単位） 

 

 

 

◆２０単位以上修得した場合、その余剰単位分は商学系列選択科目の単位になります。ただし、上限が

ありますので、Ｐ１１「９単位の振り替えについて」を参照してください。 
 

 

 

※「ボランティア学」と「地域ボランティア実践」はセットで履修する科目です。「ボランティア学」

の単位を修得できなかった場合は、「地域ボランティア実践」を履修することはできません。2 科目

とも単位を修得した場合は（計 4 単位）、人文・自然系列科目選択科目の単位として卒業所要単位に

入ります。（どちらか一方の単位が修得できない場合は卒業所要単位として認められません。）「地域

科  目  名 
単位 配当年次 

春セメスター 秋セメスター 

外国文化研究Ⅰ 外国文化研究Ⅱ 

各２単位 １～４年 

基礎法学 応用法学 

経済学Ⅰ 経済学Ⅱ 

言語学Ⅰ 言語学Ⅱ 

現代社会論Ⅰ 現代社会論Ⅱ 

憲法 法学 

自然科学概論Ⅰ 自然科学概論Ⅱ 

自然地理学Ⅰ 自然地理学Ⅱ 

社会学Ⅰ 社会学Ⅱ 

人文地理学Ⅰ 人文地理学Ⅱ 

心理学Ⅰ 心理学Ⅱ 

数学Ⅰ 数学Ⅱ 

スポーツ健康科学概論Ⅰ スポーツ健康科学概論Ⅱ 

政治学Ⅰ 政治学Ⅱ 

生物学Ⅰ 生物学Ⅱ 

地学Ⅰ 地学Ⅱ 

地球環境論 自然環境論 

哲学Ⅰ 哲学Ⅱ 

日本語操作法Ⅰ 日本語操作法Ⅱ 

物理学Ⅰ 物理学Ⅱ 

文学演習Ⅰ 文学演習Ⅱ 

文化人類学Ⅰ 文化人類学Ⅱ 

倫理学Ⅰ 倫理学Ⅱ 

歴史学（世界史）Ⅰ 歴史学（世界史）Ⅱ 

歴史学（日本史）Ⅰ 歴史学（日本史）Ⅱ 

論理学Ⅰ 論理学Ⅱ 

平和学Ⅰ 平和学Ⅱ 

ライフキャリアデザイン１ ライフキャリアデザイン２ 

データサイエンス  
各２単位 ２～４年 

ボランティア学 地域ボランティア実践 

 企業連携講座１ 各２単位 ２年 

企業連携講座２  各２単位 ３年 

キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅡ 各２単位 ２年 

キャリアデザインⅢ（通年） ２単位 ３年 
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[[３３]]外外国国語語系系列列科科目目  
 

①①必必修修科科目目（卒業所要単位：６単位） 

分類 
科  目  名 

単位 配当年次 
春セメスター 秋セメスター 

第
一
外
国
語 

英語リスニング・スピーキング１ 英語リスニング・スピーキング２ 

各１単位 

１年 
英語リーディング・ライティング１ 英語リーディング・ライティング２ 

総合英語１ 総合英語２ ２年 

 

 ②②選選択択科科目目（卒業所要単位：０単位） 

◆外国語系列の選択科目は、同一言語の４単位を揃えて修得していることを条件に、商学系列選択
科目の単位とする（単位の振り替えをする）ことができます。 

  ただし、第二外国語はいずれか１言語のみが卒業単位の対象となります。また、全体の振り替え単
位数に上限がありますので、Ｐ１１「９単位の振り替えについて」を参照してください。 

  なお、卒業単位にはならなくても、複数言語を履修することはできます。 
◆外国語系列の選択科目は、１～４まで順番に同じ言語を履修してください。 
◆留学生は、外国語系列科目の選択科目として「日本語理解1」「日本語理解2」「日本語特講1」「日
本語特講 2」を履修することができます。上記の 4 単位を揃えて修得する条件はありません。1 単位
から商学部系列選択科目に振り替えられます。 

◆留学生は以下の第二外国語科目において母国語を選択することはできません。 
 

分類 
科  目  名 

単位 配当年次 
春セメスター 秋セメスター 

第一外国語 

英語特別講座１ 

 

英語特別講座２ 

各１単位 

２～４年 

英語特別講座３ 英語特別講座４ ３・４年 

英語上級講座１ 

 

英語上級講座２ ２～４年 

英語上級講座３ 

 

英語上級講座４ 

 

３・４年 

第二外国語 

 

※卒業単位と

して振り替えら

れる対象は１

言語のみ。 

ドイツ語１ ドイツ語２ １～３年 

ドイツ語３ ドイツ語４ ２～４年 

フランス語１ フランス語２ １～３年 

フランス語３ フランス語４ ２～４年 

中国語１ 中国語２ １～３年 

中国語３ 中国語４ ２～４年 

コリア語１ コリア語２ １～３年 

コリア語３ コリア語４ ２～４年 

  

[[４４]]体体育育科科目目  
 

①①必必修修科科目目（卒業所要単位：２単位） 
科  目  名 

単位 配当年次 
春セメスター 秋セメスター 

健康スポーツ実技Ⅰ 健康スポーツ実技Ⅱ 各１単位 １年 

 

 ②②選選択択科科目目（卒業所要単位：０単位） 

◆体育科目は全て実技です。保健体育科目としては、人文・自然系列科目「スポーツ健康科学概論Ⅰ・
Ⅱ」があります。 

◆体育科目の選択科目の合計４単位を全て修得した場合に限り、商学系列選択科目の単位とすること
ができます。 

◆体育科目の選択科目は全て１単位です。 
 

科  目  名 
単位 配当年次 

春セメスター 秋セメスター 

スポーツ文化実技Ⅰ スポーツ文化実技Ⅱ 
各１単位 ２～４年 

生涯スポーツ実技Ⅰ 生涯スポーツ実技Ⅱ 
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  [[５５]]留留学学生生科科目目  

◆留学生以外の学生は履修できません。 

◆留学生は以下の必修科目を修得しなければなりません。 

 

①①必必修修科科目目（卒業所要単位：８単位） 
科  目  名 

単位 配当年次 
春セメスター 秋セメスター 

日本語読解 1 日本語読解 2 
各 1単位 1年 

日本語作文 1 日本語作文 2 

日本事情Ⅰ 日本事情Ⅱ 各 2単位 2年 

 

➁➁選選択択科科目目 
科  目  名 

単位 配当年次 
春セメスター 秋セメスター 

日本語理解１ 日本語理解２ 
各 1単位 1～4年 

日本語特講１ 日本語特講２ 

 

３３商商学学部部入入門門講講座座  
 商学の幅広い領域を見渡し、商学が日常生活とどう関わっているのかを学ぶ授業として１年次に「商学部入門講

座」を設置しています。商学の楽しさを知り、２年次から各コースで学べる内容を知ることで、自分の学びたいことを

発見し、自分に最適なコースを選択できるようになります。７コースの担当教員がオムニバス形式で授業をおこな

います。 

 なお「商学部入門講座」の単位を修得していれば、コース選択必修科目を履修し不合格だった場合に、この講

座の単位（１単位）を振り替えることができます。コース選択必修科目の各セメスターの要件を満たしている場合に

は、この講座の単位は商学系列科目の選択科目に振り替えることが出来ます。 

 

４４ププロロゼゼミミナナーールル 

 １年次の必修科目として設置されている「プロゼミナール」は、大学生活に適応し、専門的知識の学習に備えるため

の科目です。少人数のクラスを編成し、アカデミック・アドバイザーが指導と助言を行います。教養を深め、専門知識

を学ぶために必要な学習方法を学ぶとともに、アカデミック・アドバイザーやクラスの仲間とのコミュニケーションによっ

て、社会的スキルと常識を身につけます。 

 

５５演演習習ⅠⅠ・・ⅡⅡ・・ⅢⅢ（（ゼゼミミナナーールル）） 

 「演習（ゼミナール）」とは、同じ研究テーマに関心を持つ学生が、数名から２０名程度集まり、教員の指導やアド

バイスを受けながら自主的に研究を進めていく授業のことです。 

 この科目は２年次からの選択科目です。希望の研究分野について、卒業までの３年間をかけて学習を進めてい

きます。履修の流れは以下のとおりです。 

➀１年次の秋セメスターに開かれる演習説明会に出席。 

➁各演習の研究内容（担当教員によって研究内容が異なります）確認。 

➂希望の研究内容の「演習（ゼミナール）」に応募。 

➃「演習（ゼミナール）」の選考を受験。 

➄選考結果発表。合格者は確定。 

➅選考にもれた場合は、二次・三次募集に応募・選考受験。 

➆許可にならなかった場合にも二次・三次の選考が受けられます。 

➇２年次から「演習Ⅰ（４単位）」を履修。 

 

 なお、３年次からは「演習Ⅱ（４単位）」、そして４年次には「演習Ⅲ（４単位）」と、原則として同一の研究内容（担

当教員）で継続して履修することになります。 

 また、この科目は通年科目です。「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」「演習Ⅲ」について、それぞれ履修年度ごとに４単位を取得

できます。 
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[[３３]]外外国国語語系系列列科科目目  
 

①①必必修修科科目目（卒業所要単位：６単位） 

分類 
科  目  名 

単位 配当年次 
春セメスター 秋セメスター 

第
一
外
国
語 

英語リスニング・スピーキング１ 英語リスニング・スピーキング２ 

各１単位 

１年 
英語リーディング・ライティング１ 英語リーディング・ライティング２ 

総合英語１ 総合英語２ ２年 

 

 ②②選選択択科科目目（卒業所要単位：０単位） 

◆外国語系列の選択科目は、同一言語の４単位を揃えて修得していることを条件に、商学系列選択
科目の単位とする（単位の振り替えをする）ことができます。 

  ただし、第二外国語はいずれか１言語のみが卒業単位の対象となります。また、全体の振り替え単
位数に上限がありますので、Ｐ１１「９単位の振り替えについて」を参照してください。 

  なお、卒業単位にはならなくても、複数言語を履修することはできます。 
◆外国語系列の選択科目は、１～４まで順番に同じ言語を履修してください。 
◆留学生は、外国語系列科目の選択科目として「日本語理解1」「日本語理解2」「日本語特講1」「日
本語特講 2」を履修することができます。上記の 4 単位を揃えて修得する条件はありません。1 単位
から商学部系列選択科目に振り替えられます。 

◆留学生は以下の第二外国語科目において母国語を選択することはできません。 
 

分類 
科  目  名 

単位 配当年次 
春セメスター 秋セメスター 

第一外国語 

英語特別講座１ 

 

英語特別講座２ 

各１単位 

２～４年 

英語特別講座３ 英語特別講座４ ３・４年 

英語上級講座１ 

 

英語上級講座２ ２～４年 

英語上級講座３ 

 

英語上級講座４ 

 

３・４年 

第二外国語 

 

※卒業単位と

して振り替えら

れる対象は１

言語のみ。 

ドイツ語１ ドイツ語２ １～３年 

ドイツ語３ ドイツ語４ ２～４年 

フランス語１ フランス語２ １～３年 

フランス語３ フランス語４ ２～４年 

中国語１ 中国語２ １～３年 

中国語３ 中国語４ ２～４年 

コリア語１ コリア語２ １～３年 

コリア語３ コリア語４ ２～４年 

  

[[４４]]体体育育科科目目  
 

①①必必修修科科目目（卒業所要単位：２単位） 
科  目  名 

単位 配当年次 
春セメスター 秋セメスター 

健康スポーツ実技Ⅰ 健康スポーツ実技Ⅱ 各１単位 １年 

 

 ②②選選択択科科目目（卒業所要単位：０単位） 

◆体育科目は全て実技です。保健体育科目としては、人文・自然系列科目「スポーツ健康科学概論Ⅰ・
Ⅱ」があります。 

◆体育科目の選択科目の合計４単位を全て修得した場合に限り、商学系列選択科目の単位とすること
ができます。 

◆体育科目の選択科目は全て１単位です。 
 

科  目  名 
単位 配当年次 

春セメスター 秋セメスター 

スポーツ文化実技Ⅰ スポーツ文化実技Ⅱ 
各１単位 ２～４年 

生涯スポーツ実技Ⅰ 生涯スポーツ実技Ⅱ 
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  [[５５]]留留学学生生科科目目  

◆留学生以外の学生は履修できません。 

◆留学生は以下の必修科目を修得しなければなりません。 

 

①①必必修修科科目目（卒業所要単位：８単位） 
科  目  名 

単位 配当年次 
春セメスター 秋セメスター 

日本語読解 1 日本語読解 2 
各 1単位 1年 

日本語作文 1 日本語作文 2 

日本事情Ⅰ 日本事情Ⅱ 各 2単位 2年 

 

➁➁選選択択科科目目 
科  目  名 

単位 配当年次 
春セメスター 秋セメスター 

日本語理解１ 日本語理解２ 
各 1単位 1～4年 

日本語特講１ 日本語特講２ 

 

３３商商学学部部入入門門講講座座  
 商学の幅広い領域を見渡し、商学が日常生活とどう関わっているのかを学ぶ授業として１年次に「商学部入門講

座」を設置しています。商学の楽しさを知り、２年次から各コースで学べる内容を知ることで、自分の学びたいことを

発見し、自分に最適なコースを選択できるようになります。７コースの担当教員がオムニバス形式で授業をおこな

います。 

 なお「商学部入門講座」の単位を修得していれば、コース選択必修科目を履修し不合格だった場合に、この講

座の単位（１単位）を振り替えることができます。コース選択必修科目の各セメスターの要件を満たしている場合に

は、この講座の単位は商学系列科目の選択科目に振り替えることが出来ます。 

 

４４ププロロゼゼミミナナーールル 

 １年次の必修科目として設置されている「プロゼミナール」は、大学生活に適応し、専門的知識の学習に備えるため

の科目です。少人数のクラスを編成し、アカデミック・アドバイザーが指導と助言を行います。教養を深め、専門知識

を学ぶために必要な学習方法を学ぶとともに、アカデミック・アドバイザーやクラスの仲間とのコミュニケーションによっ

て、社会的スキルと常識を身につけます。 

 

５５演演習習ⅠⅠ・・ⅡⅡ・・ⅢⅢ（（ゼゼミミナナーールル）） 

 「演習（ゼミナール）」とは、同じ研究テーマに関心を持つ学生が、数名から２０名程度集まり、教員の指導やアド

バイスを受けながら自主的に研究を進めていく授業のことです。 

 この科目は２年次からの選択科目です。希望の研究分野について、卒業までの３年間をかけて学習を進めてい

きます。履修の流れは以下のとおりです。 

➀１年次の秋セメスターに開かれる演習説明会に出席。 

➁各演習の研究内容（担当教員によって研究内容が異なります）確認。 

➂希望の研究内容の「演習（ゼミナール）」に応募。 

➃「演習（ゼミナール）」の選考を受験。 

➄選考結果発表。合格者は確定。 

➅選考にもれた場合は、二次・三次募集に応募・選考受験。 

➆許可にならなかった場合にも二次・三次の選考が受けられます。 

➇２年次から「演習Ⅰ（４単位）」を履修。 

 

 なお、３年次からは「演習Ⅱ（４単位）」、そして４年次には「演習Ⅲ（４単位）」と、原則として同一の研究内容（担

当教員）で継続して履修することになります。 

 また、この科目は通年科目です。「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」「演習Ⅲ」について、それぞれ履修年度ごとに４単位を取得

できます。 
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６６商商学学部部卒卒業業講講座座ⅠⅠ（（学学友友会会講講座座））・・商商学学部部卒卒業業講講座座ⅡⅡ（（学学友友会会講講座座））  

 「商学部入門講座」と対をなす科目として、４年次の履修科目「商学部卒業講座Ⅰ（学友会講座）」「商学部卒業

講座Ⅱ（学友会講座）」を設置しています。４年間学んだことがどのように機能しているかを、ＯＢ／ＯＧを大学に招き

講座内で講演していただくことによって学ぶものです。実践教育を重視する本学教育理念の集大成をはかる授業で

す。 

なお、「商学部卒業講座（学友会講座）」はコース選択必修科目を履修し不合格だった場合にこの講座を修得して

いれば、各 1 単位分を振り替えることができます。また、コース選択必修科目の各セメスターの要件を満たした場合

にはこの講座の単位は、商学系列科目の選択科目に振り替えることができます。 

 

77ＢＢLLＰＰ（（ビビジジネネスス・・ラライイセセンンスス・・ププロロググララムム））  

アクティブセンターで開講されている講座を受講することで資格取得を目指し、さらに商学系列の共通選択科目の

単位を取得することが可能です。以下のような科目の単位が認定されます。単位認定基準は講座ごとに異なります。

履修方法などの詳細は CGU ポータルのお知らせをご確認ください。資格取得講座を受講するためにはアクティブセ

ンターでの手続きが必要です。また単位を取得するには CGU ポータル上で該当する資格取得講座の履修登録をし

ていなければなりません。なお、春セメスターの履修登録時に、CGU ポータル上での履修登録が完了していないと単

位取得の対象にはならないのでご注意ください。 

  

【資格取得講座：国家資格】 

行政書士 （４単位） 

宅建士（宅地建物取引士） （４単位） 

ＦＰ（ファイナンシャルプランナー）３級 （４単位） 

 

【資格取得講座：民間資格】 

日商簿記２級 （４単位） 

日商簿記３級 （４単位） 

カラーコーディネーター（スタンダード） （２単位） 

秘書技能検定２級 （２単位） 

Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｗｏｒｄ （２単位） 

Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｅｘｃｅｌ （２単位） 

  

※各種資格取得講座の受講料が一一般般社社会会人人のの１１／／２２のの金金額額で受講できます。（講座により割引率が異なります。）

国家試験合格者には受講料全額補助、他の資格試験合格者には納入した受講料の１／２補助の制度があり

ます。詳細はアクティブセンターまでお問合せください。 

 

【問い合わせ先】 

アクティブセンター（中央学院 100周年大学記念館 5階） TEL:04-7183-6529 
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88 単単位位のの振振りり替替ええににつついいてて  

［［１１］］商商学学系系列列選選択択科科目目へへのの単単位位のの振振りり替替ええ  

 以下の単位を最大２４単位まで商学系列選択科目の単位として振り替えることができます。 

 

  商学系列選択科目へ振り替えできる単位 

Ｎｏ. 項   目 振り替えの上限単位数 

① 法学部設置科目（8科目まで） 

１６単位まで 

合 計 

２４単位 

まで 

② 人文・自然系列科目の余剰単位 

③ 
千葉県単位互換協定に基づく 

他大学（放送大学を含む）での修得単位 

④ 
英語特別講座１～４ 

（４単位全て修得していること） 
４単位 

⑤ 
英語上級講座１～４ 

（４単位全て修得していること） 
４単位 

⑥ 

外国語科目の選択科目のうち、第二外国語 

（同一言語で４単位修得していること） 

留学生選択科目 

（４単位全て履修している必要はありません） 

４単位 

⑦ 体育科目の選択科目（４単位全て修得していること） ４単位 

⑧ 教職科目のうち指定科目 １２単位まで 

    

①①法法学学部部設設置置科科目目  

 法学部設置の下記の科目のうち、１６単位（８科目）を上限に履修することができます。 

 開講される科目及び担当教員は毎年４月に配付される『講義時間割』及び『講義要項（シラバス）』に掲載さ

れますので、確認して履修登録してください。 

 
科目名 単位 配当年次 科目名 単位 配当年次 

商法１ ２ ３・４年 商法２ ２ ３・４年 

企業法概論１ ２ ３・４年 企業法概論２ ２ ３・４年 

刑法総論１ ２ ３・４年 刑法総論２ ２ ３・４年 

債権法各論１ ２ ３・４年 債権法各論２ ２ ３・４年 

地方自治論１ ２ ３・４年 地方自治論２ ２ ３・４年 

外国法（アジア法）１ ２ ３・４年 外国法（アジア法）２ ２ ３・４年 

行政学１ ２ ３・４年 行政学２ ２ ３・４年 

刑事政策１ ２ ３・４年 刑事政策２ ２ ３・４年 

日本法制史１ ２ ３・４年 日本法制史２ ２ ３・４年 

法哲学１ ２ ３・４年 法哲学２ ２ ３・４年 

商法３ ２ ３・４年 商法４ ２ ３・４年 

刑事訴訟法１※ ２ ３・４年 刑事訴訟法２※ ２ ３・４年 

※刑事訴訟法１及び刑事訴訟法２を履修するためには、憲法（人文・自然系列選択科目）及び刑法総論１及び刑法総論２の計6単

位を修得していること。 

 

②②人人文文・・自自然然系系列列科科目目のの余余剰剰単単位位 

 卒業所要単位を超過して修得した単位数をさします。 

  
③③千千葉葉県県単単位位互互換換協協定定にに基基づづくく他他大大学学（（放放送送大大学学をを含含むむ））ででのの修修得得単単位位  

 千葉県内の単位互換協定締結校で単位を修得することができます。募集要項は、3 月下旬に教務グルー

プまたは聴講を希望する各大学ホームページから確認してください。最大履修単位数の範囲内であれば、卒

業までに３０単位を上限に履修できます。他大学で修得した科目の本学における単位認定は学内審査のうえ

決定されます。単位互換協定を検討している場合は、まずは教務グループに問い合わせてください。 

 

④④科科目目ににつついいててははＰＰ８８「「［［３３］］外外国国語語系系列列科科目目」」をを参参照照ししててくくだだささいい。。  

  

⑤⑤科科目目ににつついいててははＰＰ８８「「［［３３］］外外国国語語系系列列科科目目」」をを参参照照ししててくくだだささいい。。  

  

⑥⑥科科目目ににつついいててははＰＰ８８「「［［３３］］外外国国語語系系列列科科目目」」をを参参照照ししててくくだだささいい。。  
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６６商商学学部部卒卒業業講講座座ⅠⅠ（（学学友友会会講講座座））・・商商学学部部卒卒業業講講座座ⅡⅡ（（学学友友会会講講座座））  

 「商学部入門講座」と対をなす科目として、４年次の履修科目「商学部卒業講座Ⅰ（学友会講座）」「商学部卒業

講座Ⅱ（学友会講座）」を設置しています。４年間学んだことがどのように機能しているかを、ＯＢ／ＯＧを大学に招き

講座内で講演していただくことによって学ぶものです。実践教育を重視する本学教育理念の集大成をはかる授業で

す。 
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77ＢＢLLＰＰ（（ビビジジネネスス・・ラライイセセンンスス・・ププロロググララムム））  
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88 単単位位のの振振りり替替ええににつついいてて  

［［１１］］商商学学系系列列選選択択科科目目へへのの単単位位のの振振りり替替ええ  

 以下の単位を最大２４単位まで商学系列選択科目の単位として振り替えることができます。 

 

  商学系列選択科目へ振り替えできる単位 

Ｎｏ. 項   目 振り替えの上限単位数 

① 法学部設置科目（8科目まで） 

１６単位まで 

合 計 

２４単位 

まで 

② 人文・自然系列科目の余剰単位 

③ 
千葉県単位互換協定に基づく 

他大学（放送大学を含む）での修得単位 

④ 
英語特別講座１～４ 

（４単位全て修得していること） 
４単位 

⑤ 
英語上級講座１～４ 

（４単位全て修得していること） 
４単位 

⑥ 

外国語科目の選択科目のうち、第二外国語 

（同一言語で４単位修得していること） 

留学生選択科目 

（４単位全て履修している必要はありません） 

４単位 

⑦ 体育科目の選択科目（４単位全て修得していること） ４単位 

⑧ 教職科目のうち指定科目 １２単位まで 

    

①①法法学学部部設設置置科科目目  

 法学部設置の下記の科目のうち、１６単位（８科目）を上限に履修することができます。 

 開講される科目及び担当教員は毎年４月に配付される『講義時間割』及び『講義要項（シラバス）』に掲載さ

れますので、確認して履修登録してください。 

 
科目名 単位 配当年次 科目名 単位 配当年次 

商法１ ２ ３・４年 商法２ ２ ３・４年 

企業法概論１ ２ ３・４年 企業法概論２ ２ ３・４年 

刑法総論１ ２ ３・４年 刑法総論２ ２ ３・４年 

債権法各論１ ２ ３・４年 債権法各論２ ２ ３・４年 

地方自治論１ ２ ３・４年 地方自治論２ ２ ３・４年 

外国法（アジア法）１ ２ ３・４年 外国法（アジア法）２ ２ ３・４年 

行政学１ ２ ３・４年 行政学２ ２ ３・４年 

刑事政策１ ２ ３・４年 刑事政策２ ２ ３・４年 

日本法制史１ ２ ３・４年 日本法制史２ ２ ３・４年 

法哲学１ ２ ３・４年 法哲学２ ２ ３・４年 

商法３ ２ ３・４年 商法４ ２ ３・４年 

刑事訴訟法１※ ２ ３・４年 刑事訴訟法２※ ２ ３・４年 

※刑事訴訟法１及び刑事訴訟法２を履修するためには、憲法（人文・自然系列選択科目）及び刑法総論１及び刑法総論２の計6単

位を修得していること。 

 

②②人人文文・・自自然然系系列列科科目目のの余余剰剰単単位位 

 卒業所要単位を超過して修得した単位数をさします。 

  
③③千千葉葉県県単単位位互互換換協協定定にに基基づづくく他他大大学学（（放放送送大大学学をを含含むむ））ででのの修修得得単単位位  

 千葉県内の単位互換協定締結校で単位を修得することができます。募集要項は、3 月下旬に教務グルー

プまたは聴講を希望する各大学ホームページから確認してください。最大履修単位数の範囲内であれば、卒

業までに３０単位を上限に履修できます。他大学で修得した科目の本学における単位認定は学内審査のうえ

決定されます。単位互換協定を検討している場合は、まずは教務グループに問い合わせてください。 

 

④④科科目目ににつついいててははＰＰ８８「「［［３３］］外外国国語語系系列列科科目目」」をを参参照照ししててくくだだささいい。。  

  

⑤⑤科科目目ににつついいててははＰＰ８８「「［［３３］］外外国国語語系系列列科科目目」」をを参参照照ししててくくだだささいい。。  

  

⑥⑥科科目目ににつついいててははＰＰ８８「「［［３３］］外外国国語語系系列列科科目目」」をを参参照照ししててくくだだささいい。。  
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⑦⑦科科目目ににつついいててははＰＰ８８「「［［４４］］体体育育科科目目」」をを参参照照ししててくくだだささいい。。 

   

⑧⑧教教職職科科目目ののううちち指指定定科科目目  

 ◆「教職科目」のうち、下記の科目１２単位を限度として商学系列選択科目へ振り替えの対象とします。 

 ◆下記の科目は全て２単位です。 

 
科目名 単位 配当年次 科目名 単位 配当年次 

日本史概説Ⅰ ２ １年 日本史概説Ⅱ ２ １年 

外国史概説Ⅰ ２ １年 外国史概説Ⅱ ２ １年 

日本史特論Ⅰ ２ １年 日本史特論Ⅱ ２ １年 

人文地理学概論 ２ １年 地誌学概説 ２ １年 

自然地理学概論Ⅰ ２ １年 自然地理学概論Ⅱ ２ １年 

  

［［２２］］ココーースス選選択択必必修修科科目目のの余余剰剰単単位位  

 コース選択必修科目を、各セメスターの修得単位数要件を満たし１６単位以上修得した場合、その余剰単位

は商学系列選択科目に振り替えます。 

   

［［３３］］商商学学部部入入門門講講座座・・商商学学部部卒卒業業講講座座ⅠⅠ・・商商学学部部卒卒業業講講座座ⅡⅡ  

 コース選択必修科目を履修し不合格だった場合にこれらの講座を修得していれば、各 1 単位分を振り替える

ことができます。また、コース選択必修科目の各セメスターの要件を満たした場合にはこの講座の単位は、商学

系列科目の選択科目に振り替えることができます。 

 科目についてはＰ９「３商学部入門講座」・Ｐ１０「６商学部卒業講座Ⅰ（学友会講座）・商学部卒業講座Ⅱ（学

友会講座）」を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

13 
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 ３３..科科目目のの履履修修方方法法  

１１科科目目のの履履修修方方法法  

多くの科目は自由に選択することができます。そのため、自分で履修する科目を決め時間割を作成しなければなり

ません。そして、履修科目を決めた後、科目の担当教員に履修の意思を伝える必要があります。この手続きを「「履履修修

登登録録」」といいます。履履修修登登録録ををししななけけれればば、、単単位位をを修修得得すするるここととががででききまませせんん。。 

期間内に履修登録が行われない場合、修学意思がないものとして、学則第６０条２．「修学意欲なく学力が低下し

大学で定められた教育課程の修得の見込みがないと認められた者」に基づき懲戒処分とすることがあります。 

11.. 履履修修登登録録のの時時期期  

履修登録は、各セメスターの初めに行います。指定された期間に登録をしなければ、授業を受けることができま

せん。履修登録の期間・方法については、ガイダンス又は CGUポータルでお知らせします。 

 

22.. 履履修修登登録録のの条条件件  

履修登録にはいくつかの条件があります。次のような条件を満たさないと登録はできません。 

 

◆配当年次 

配当年次に達していない場合は履修登録することができません。配当年次に従って履修します。 

 

◆クラス指定・時間割指定 

各年度の初めに配布される『『講講義義時時間間割割』』を見て科目を履修しますが、クラスごとに履修科目の曜日や時限が決

められていることがあります。 

 

◆授業科目ごとの条件 

授業科目によって他科目の履修などを条件としている科目があります。『『講講義義要要項項（（シシララババスス））』』にそれぞれ記載さ

れますので、履修登録しようとする科目については必ず参照してください。 

 

◆再履修科目 

「再」と記載がある科目は、その科目の再履修者専用です。 

 

◆最大履修単位数 

年間の学修が無理なくできるように、履修可能な単位数には、セメスターごとに上限があります。履修登録の際に

は（１）の最大履修単位数を守ってください。 

 

（１） １年間に履修できる最最大大履履修修単単位位数数は次の通りです。 

セメスター 
学 年 春セメスター 秋セメスター 

１年次 ２４単位 ２５単位 

２年次 ２４単位 ２４単位 

３年次 ２４単位 ２４単位 

４年次 ２４単位 ２４単位 

             ※通年科目の単位数は、最大履修単位数の計算上、各セメスターで半分ずつカウントします。 

※セメスター科目の集中授業は、実施時期のセメスター単位にカウントします。 

※商学部入門講座および商学部卒業講座Ⅰ・Ⅱ（学友会講座）の単位数は、秋セメスター単位にカウントします。 
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（２） 次のような履修登録はできません。 

➀すでに単位を修得している科目を再び履修すること。 

➁上級年次に配当されている科目および下級年次に新設された科目を履修すること。 

➂学年・クラスが指定されているにもかかわらず、自己の都合で指定以外の学年・クラスで同一の科目を履修す

ること。 

➃同一時限に２科目以上を履修すること。 

 

（３） 履修登録上の注意 

➀履修登録期間・方法についてはガイダンス又はCGUポータルでお知らせします。指定の期間以外は受け付けま

せん。 

➁登録期間を過ぎてからの履修登録はできません。病気、その他やむを得ない理由で、所定の期日まで登録手

続きができない場合は、事前に教務グループで相談してください｡  

➂履修登録期間後に登録済の科目および担当教員を自己の都合で変更することはできません。なお時間割、担

当教員が変更された場合は教務グループ掲示板又はCGUポータルにてお知らせします。その場合は教務グル

ープの指示内容の範囲で変更が認められます。 

➃履履修修取取消消は、決められた期間内に、教務グループで手続きをしなければなりません。ただし、必修科目は取り消

しができません。詳細は、教務グループ掲示板又は CGU ポータルで確認してください。なお、取り消した科目の

代わりに他の科目を追加することはできません。 

➄履履修修方方法法にに関関すするる疑疑問問は教務グループで確認してください。疑問点をそのままにしておき、自己判断で誤った

履修をすると卒業できなくなる場合があるので、必ず教教務務ググルルーーププでで相相談談ししててくくだだささいい。 

➅履修登録は必ず本人が行ってください。 

➆千葉県単位互換協定に基づく他大学（放送大学を含む）での修得単位 

千葉県内の単位互換協定締結校で単位を修得することができます。３月下旬に各大学より送付される募集要

項は、教務グループで閲覧することができます。最大履修単位数の範囲内であれば、卒業までに３０単位を上

限に履修できます。詳細については、教務グループに問い合わせてください。 
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◆クラス指定・時間割指定 

各年度の初めに配布される『『講講義義時時間間割割』』を見て科目を履修しますが、クラスごとに履修科目の曜日や時限が決

められていることがあります。 

 

◆授業科目ごとの条件 

授業科目によって他科目の履修などを条件としている科目があります。『『講講義義要要項項（（シシララババスス））』』にそれぞれ記載さ

れますので、履修登録しようとする科目については必ず参照してください。 

 

◆再履修科目 

「再」と記載がある科目は、その科目の再履修者専用です。 

 

◆最大履修単位数 

年間の学修が無理なくできるように、履修可能な単位数には、セメスターごとに上限があります。履修登録の際に

は（１）の最大履修単位数を守ってください。 

 

（１） １年間に履修できる最最大大履履修修単単位位数数は次の通りです。 

セメスター 
学 年 春セメスター 秋セメスター 

１年次 ２４単位 ２５単位 

２年次 ２４単位 ２４単位 

３年次 ２４単位 ２４単位 

４年次 ２４単位 ２４単位 

             ※通年科目の単位数は、最大履修単位数の計算上、各セメスターで半分ずつカウントします。 

※セメスター科目の集中授業は、実施時期のセメスター単位にカウントします。 

※商学部入門講座および商学部卒業講座Ⅰ・Ⅱ（学友会講座）の単位数は、秋セメスター単位にカウントします。 
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（２） 次のような履修登録はできません。 

➀すでに単位を修得している科目を再び履修すること。 

➁上級年次に配当されている科目および下級年次に新設された科目を履修すること。 

➂学年・クラスが指定されているにもかかわらず、自己の都合で指定以外の学年・クラスで同一の科目を履修す

ること。 

➃同一時限に２科目以上を履修すること。 

 

（３） 履修登録上の注意 

➀履修登録期間・方法についてはガイダンス又はCGUポータルでお知らせします。指定の期間以外は受け付けま

せん。 

➁登録期間を過ぎてからの履修登録はできません。病気、その他やむを得ない理由で、所定の期日まで登録手

続きができない場合は、事前に教務グループで相談してください｡  

➂履修登録期間後に登録済の科目および担当教員を自己の都合で変更することはできません。なお時間割、担

当教員が変更された場合は教務グループ掲示板又はCGUポータルにてお知らせします。その場合は教務グル

ープの指示内容の範囲で変更が認められます。 

➃履履修修取取消消は、決められた期間内に、教務グループで手続きをしなければなりません。ただし、必修科目は取り消

しができません。詳細は、教務グループ掲示板又は CGU ポータルで確認してください。なお、取り消した科目の

代わりに他の科目を追加することはできません。 

➄履履修修方方法法にに関関すするる疑疑問問は教務グループで確認してください。疑問点をそのままにしておき、自己判断で誤った

履修をすると卒業できなくなる場合があるので、必ず教教務務ググルルーーププでで相相談談ししててくくだだささいい。 

➅履修登録は必ず本人が行ってください。 

➆千葉県単位互換協定に基づく他大学（放送大学を含む）での修得単位 

千葉県内の単位互換協定締結校で単位を修得することができます。３月下旬に各大学より送付される募集要

項は、教務グループで閲覧することができます。最大履修単位数の範囲内であれば、卒業までに３０単位を上

限に履修できます。詳細については、教務グループに問い合わせてください。 
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演
習

Ⅱ
（
4
）

３
年

次

演
習

Ⅲ
（
4
）

（
注

1
）
 「

演
習

」
は

通
年

科
目

商 学 系 列 科 目
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済
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ー

ス
履

修
モ

デ
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表

第
１
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メ
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タ
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第

２
セ

メ
ス

タ
ー

第
３

セ
メ

ス
タ

ー
第

４
セ

メ
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タ
ー

第
５

セ
メ
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タ
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第

６
セ

メ
ス

タ
ー

第
７

セ
メ
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タ
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８
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Ⅰ

（
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Ⅱ
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外
国

書
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外
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）

外
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（
2
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統
計
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（
2
）

数
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統
計
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（
2
）

マ
ル
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ス

経
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Ⅰ
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)

マ
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ク
ス

経
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学
Ⅱ
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)

近
代

金
融

論
（
2
）

現
代

金
融
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（
2
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日
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古
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・
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経
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史
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発
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論
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策
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（
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）
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）
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）
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）
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）
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境
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）

情
報

コ
ー

ス
履

修
モ

デ
ル

表

第
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セ
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統
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論
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 ４４..試試験験・・成成績績評評価価・・卒卒業業ににつついいてて  

１１評評価価のの方方法法  

各セメスター終了時に、成成績績評評価価を行います。 

成成績績評評価価の方法には以下のような形態があります。 

 

（１）定期試験 

（２）レポート作成 

（３）小テストなど 

  

定期試験については、担担当当教教員員のの指指示示により受験してください。 

 

 

２２単単位位認認定定・・ＧＧＰＰＡＡににつついいてて  

1. 単位認定について 

単位認定の結果は、「秀・優・良・可・不可」で表し、「秀・優・良・可」は合格とし所定の単位が認められますが、

「不可」は不合格とし単位不認定となります。 

 

評価 素点 GP 

秀 90 点以上 GP 4.0 

優 89～80 点 GP 3.0 

良 79～70 点 GP 2.0 

可 69～60 点 GP 1.0 

不可 59 点以下 GP 0.0 

 

2. ＧＰＡ（Grade Point Average）について 

ＧＰＡとは、各科目の成績から特定の方法によって算出された学生の成績評価値のこと、あるいはその成績評価

方式のことをいいます。留学の際など学力を測る指標となります。１００点を満点として成績評価される（秀～不可の

成績がつく）科目が対象となります。 

 ＧＰＡの算出方法は、履修登録した各授業科目の単位数にそれぞれのＧＰを掛けた値の合計を、単位数の合計

（不可も含む）で割った数値となります。 

 

ＧＰＡ＝（ＧＰ×単位数）＋（ＧＰ×単位数）＋（ＧＰ×単位数）＋・・・・ 

               単位数の合計（不可も含む） 

 

3. 成績発表について  

成績発表については、CGU ポータルで確認することができます。新年度の履修は主にこの成績を基に選択・履修

していくことになります。（また、保証人宛にも「学業成績簿」を郵送します。） 
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３３定定期期試試験験ににつついいてて  

 定期試験は原則、各学期末に実施されます。試験日程や試験内容等の詳細については担当教員より授業内やＣ

ＧＵポータル等で案内があります。試試験験日日程程やや試試験験内内容容はは案案内内後後もも変変更更・・訂訂正正ももあありりええるるたためめ内内容容にに変変更更ががなないいかか

随随時時確確認認ししててくくだだささいい。 

  

４４定定期期試試験験のの受受験験資資格格  

定期試験を受験するには、原則として以下の条件が必要です。 

 

1. 履履修修登登録録していること。 

2. 授業回数の３３分分のの２２以以上上出出席席していること。 

3. 授授業業料料をを納納入入していること。 

 

５５定定期期試試験験受受験験上上のの注注意意事事項項  

以下は基本的な注意事項です。科目によって、多少異なる場合もあります。担当教員・監督者の指示に従ってく

ださい。 

 

1. 学学生生証証を机上に提示してください。 

（学生証を忘れた場合、試験期間中１回（当日）に限り、教務グループで「受験許可証」を発行します） 

2. １１５５分分以以上上遅遅刻刻すると受験できません。また、２２００分分以以上上経経過過しないと試験会場から退室できません。退室の場

合は必ず答案用紙を提出してください。 

※※試試験験期期間間中中のの自自動動車車・・ババイイクク通通学学ででのの遅遅刻刻はは理理由由ににななりりまませせんん。。（（ＰＰ．．２２５５「「遅遅延延証証明明書書ににつついいてて」」））  

3. テキストやノート等、持持込込参参照照物物はは担担当当教教員員のの指指示示にに従従っっててくくだだささいい。。 

4. 試験において不正行為をした者は「試験不正行為取締懲戒規程」に従い処分されます。（不正行為をした者は、

以後の受験を停止し、「全科目無効」、「譴責」、「停学」等の処分が科せられます。 

5. 情報端末（スマートフォン・携帯電話・タブレット・スマートウォッチ・携帯音楽プレイヤー等）を時計として使用す

ることは一切認められません。試験開始前にこれらの電源は切りカバン等にしまっておいてください。万が一、電

源が切れておらず試験中に着信音等がなった場合、挙手をし監督者に知らせ、監督者の指示に従ってください。

監督者の指示に従わない場合（監督者の指示を待たず携帯電話に触れる等）、不正行為とみなします。 
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4. 試験において不正行為をした者は「試験不正行為取締懲戒規程」に従い処分されます。（不正行為をした者は、

以後の受験を停止し、「全科目無効」、「譴責」、「停学」等の処分が科せられます。 

5. 情報端末（スマートフォン・携帯電話・タブレット・スマートウォッチ・携帯音楽プレイヤー等）を時計として使用す

ることは一切認められません。試験開始前にこれらの電源は切りカバン等にしまっておいてください。万が一、電

源が切れておらず試験中に着信音等がなった場合、挙手をし監督者に知らせ、監督者の指示に従ってください。

監督者の指示に従わない場合（監督者の指示を待たず携帯電話に触れる等）、不正行為とみなします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



22 

６６追追試試験験ににつついいてて  

定期試験を下記の表の理由により受験できなかった者は、追試験を申し込むことができます。  

追試験は各セメスター末に 1 回行われます。(ただし、担当者の判断によって追試験を実施しない科目もありま

す。) 

試験を希望する者は、担当教員の指示に従い、追試験の申請手続きをしてください。 

 

   

受験できなかった理由 必要な証明書類及び届出の内容 

本人の病気・けが・体調不良 医師の発行する診断書・レシート等 

（加療期間がわかるもの） 

交通機関の遅延 各種交通機関発行の遅延証明書 

※居住地からの公共交通機関に限る 

（自動車・二輪車での事故・渋滞等による遅延

は一切認めない） 

３親等内の血族または婚族の結婚式・死亡ま

たは通夜・告別式 

招待状・会葬礼状等、公的証明書または日

程がわかるもの 

就職試験（選考面接を含む） 受験先企業が受験の事実を証明した書類 

※企業説明会や企業セミナーは認められませ

ん 

裁判員制度による裁判員（候補者）への選出 裁判所より発行される証明書 

教育免許状の取得にかかわる教育実習及び

介護等体験への参加 

学生からの提出が必要なものはありません 

 

７７成成績績調調査査申申請請  

成績評価（秀・優・良・可・不可）を受けた科目の中で、自身のレポート提出状況、試験の解答等から判断して成

績評価に疑問がある場合には、成績についての調査を申請できます。 

 申請手続は、教務グループのお知らせを確認してください。 
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８８単単位位修修得得不不足足にに関関すするる措措置置  

１・２年次において単位が十分に修得できないと、その後の学年での勉学に大きな負担となるだけでなく、４年間で

の卒業が困難になることもあります。商学部では４年間で卒業できるように注意を喚起するため、修得単位の少ない

学生には以下のように対応します。 

以下のような警告等を受けることのないよう１年次から計画的に勉学に取り組んでください。 

 

1. １・２年次において、単位の修得が十分でない学生には、下記の基準により警告を行います。また、必要に応じ

て個別の指導を行います。 

2. ２年次以降、未修得の必修科目は再履修し、単位を修得しなければなりません。 

１年次終了時の修得単位数が２０単位に達しない場合 成績不良注意 

２年次終了時の修得単位数が４６単位に達しない場合 成績不良注意勧告 

 

※なお、３年次終了時に７８単位以上修得していないと４年間で卒業することはできません。（７８単位以上を修得し

ていても、必修科目および系列科目の単位が不足している等の場合には卒業できないこともあります。） 

 

９９卒卒業業  

以下の条件を満たすと、卒業となります 

 

1. ４年以上８年以内の在在学学期期間間（休学期間を除く）があること。 

2. 体系的に教育課程を履修・修得し、卒業所要単位として１２６単位以上を修得していること。なお、卒卒業業時時期期は、

各セメスターの終了する９９月月とと３３月月です。 

3. 本学では、４年を超えて在学し、卒業所要単位を修得した場合には、９月卒業が可能です。なお、通常進級し

た新４年生は、９月末までの在学期間は３.５年ですので、９月卒業はできません。 
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６６追追試試験験ににつついいてて  
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 ５５..そそのの他他  

１１学学生生へへのの連連絡絡ににつついいてて  

 

教務グループからの各種連絡は、教務グループ掲示板又は CGU ポータルを通して行うので、必ず毎日確認して

下さい。 

※連連絡絡のの見見落落ととししにによよるる不不利利益益はは学学生生本本人人がが負負ううこととなりますので注意してください。 

 

1. 教室の変更 

2. 授業の休講・・・科目の担当教員に、病気・出張等のやむを得ない事情が生じた場合、授業を休講とする場合

があります。休講情報は、CGU ポータルで確認することができます。 

3. 授業に関する連絡事項 

4. 呼び出し 

5. その他、必要な連絡事項 

 

２２学学生生にによよるる授授業業評評価価アアンンケケーートト  

本学では、科目ごとに「授業評価アンケート」を実施します。以下の趣旨や要領を理解の上、授業評価アンケートに

協力してください。 

 

1. 趣旨と要領 

（１） 授業内容をより充実したものにするために、それぞれの授業の現状を把握・検討し、その改善を図ります。 

（２） 授業に関連する施設（情報機器、体育関連施設、図書館等）をより充実したものにするためにその現状を把

握し、その改善を図ります。 

（３） 結果を公表します。 

 

2. アンケートの回答方法 

担当者の指示に従い、所定の方法でアンケートへ回答してください。 

 

（１） 回答は無記名です。また、学生本人が特定される情報の記載はありません。したがって、誰が回答したか全

くわからないようになっています。 

（２） 回答が成績評価等に影響を与えることはありません。 

 

３３入入学学前前のの既既修修得得単単位位のの認認定定  

入学前に他の大学又は短期大学等において修得した単位については、審査により、３０単位を超えない範囲で本

学の単位として認定される場合があります。 

希望者は１１年年次次のの授授業業開開始始日日ままででに以下の申請書類を添えて教務グループに提出してください。 

 

1. 入学者の既修得単位認定願書 

2. 認定希望の単位に関する証明書 

3. 認定希望の単位に関する講義要項（写し） 

 

なお、この単位認定により、修業年限の短縮・最大履修単位数の変更はありません。 
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４４欠欠席席等等にに関関すするる諸諸注注意意  

1. 欠席について 

病気・けが（学校感染症を除く）およびその他やむを得ない理由により授業を欠席する場合は、まずは、履修してい

る各科目の教員へＣＧＵポータル等からその旨の連絡をしてください。その後、教員の指示に従って対応してください。

ただし、特別出席扱いとはならないので注意してください。また、長期（１ヶ月以上）にわたって欠席する場合は、学

生・国際交流グループにも連絡してください。詳細な流れは、大学ＨＰにて確認してください。 

 

2. 部活動等による課外活動特別出席扱い願について 

課外活動に参加するため授業を欠席する際は、各団体より課外活動届を学生・国際交流グループへ提出します。

受付された課外活動届の写し（写真等）を各教員に提出してください。ただし、出席扱いとするかは各教員の判断に

なりますので必ず確認をしてください。 

 

3. 就職活動による欠席について 

就職活動（インターンシップ含む）により授業を欠席する場合は、就職グループまで問い合わせてください。 

 

4. 学校感染症における欠席について 

学校保健安全法に規定された「学校において予防すべき感染症（はしか・インフルエンザ・風しん・おたふくかぜ・

百日咳・水ぼうそう・新型コロナウイルス感染症など）」にかかった場合、まずは大学の保健管理室へ連絡してください。

保健管理室にて所定の手続きをし、許可されますと「特別出席扱い」となり、学生・国際交流グループで対応します。 

 

5. 教育実習・介護等体験における欠席について 

教職課程２～３年次の介護等体験および４年次の教育実習期間の欠席については、「特別出席扱い」となります。

特別出席扱いに該当する場合、教務グループで対応します。 

 

6. 遅延証明書について 

電車の遅延によって授業に遅刻・欠席した場合、授業中の試験や定期試験を受験できなかった場合は、必ず利

用駅で遅延証明書を受け取り、担当教員に申し出てください。 

なお、車両（自動車、二輪車）通学での遅刻は「証明書」の発行が受けられないので、特に試験期間中は車両通

学を自粛してください。 

 

7. 教務グループ関係の諸届及び諸経費納入について 

 

 
諸届用紙名 備考 

試験に関するもの 

受験許可証 
試験期間中 1回に限り発行 

（有効期限は発行日当日のみ） 

追試験申込書 
追試験は各セメスター末に実施 

（２２ページ参照） 

成績に関するもの 学業成績簿 

CGUポータルで確認可能 

（「成績証明書」の申し込みは学生・国際交流

グループ） 

  

  



24 
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５５天天災災やや交交通通機機関関のの運運行行中中止止のの場場合合のの授授業業とと試試験験ににつついいてて  

自然災害（地震・洪水・台風等）や公共交通機関の運行中止（運転見合わせ・不通・ストライキ）等

で登校できない場合の授業や試験の休講措置、それに伴う代替措置は下記の通りとします。 

 

1. 気象警報等が発令された場合 

    千千葉葉県県北北西西部部東東葛葛飾飾地地域域に大大雨雨・・洪洪水水・・大大雪雪・・暴暴風風・・暴暴風風雪雪のいずれかの警警報報又は特特別別警警報報

が発令された場合。 

   ※他の地域に発令されても対対象象ととななりりまませせんん。 

    自然災害の影響により、大学施設を安心・安全に利用するのが困難である場合。 

 

2. 交通機関の運行中止の場合 

    自然災害等の影響により、ＪＲ常磐線快速とＪＲ常磐線各駅停車（千代田線）の両両方方ににおおいい

てて我我孫孫子子駅駅をを含含むむ区区間間がが運運休休ととななっったた場場合合。 

   ※ＪＲ成田線、つくばエクスプレス、関東鉄道、ＪＲ武蔵野線、東武野田線（アーバンパーク

ライン）等が運休となった場合は対対象象ととななりりまませせんん。 

 

3. 休講等の措置の判断について 

    前項１、２に基づき、休講措置を講じる場合、下記の通りとします。 

判断基準時間 休講措置 

原則として休休講講がが想想定定さされれるる前前日日のの

１１３３時時又又はは１１７７時時 

午午前前（（１１・・２２時時限限））休休講講  

午午後後（（３３時時限限以以降降））休休講講  

終終日日休休講講（（試試験験はは延延期期））  

   ※１、２にかかわらず、学長が、学生の安全確保等のため必要があると判断した場合は、休講

等の措置を講じることがあります。 

 

⚫ 休講措置には該当しないが、自然災害等の影響により、通学経路上の公共交通機関が運休する等

やむを得ない事情により遅刻・欠席した場合、交通機関の遅遅延延証証明明書書等を取得し、授業担当教員

に申し出てください。 

⚫ 授業を休講とした場合は、授業担当教員の判断により、補講その他代替措置を講じることとしま

す。 

⚫ 試験は可能な限り実施する予定ですが都都合合にによよりり実実施施ででききなないい場場合合ももあります。 

⚫ 延期になった試験や補講の実施は、後日、教務グループ掲示板又はＣＧＵポータルで案内します。 

⚫ 休講措置となった場合は、原則として課外活動禁止、学内施設閉鎖とします。 

 

 

66 補補講講  

やむを得ない理由で授業が休講になり（休講についてはＰ.２４「１ 学生への連絡について」を参照）、授業回数が

不足した場合、補補講講期期間間に授業を行い休講分を補います。これを補補講講といいます。 

詳細は教教務務ググルルーーププ掲掲示示板板又又はは CGUポータルでお知らせします。通通常常のの曜曜日日・・時時限限とと異異ななるる場場合合もありますの

で、掲示をよく確認してください。 
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77 ココーースス変変更更  

商学部では、２年次より希望のコースに分かれて学習しますが、ココーーススのの変変更更を在学中１１回回ののみみ許可します。変更

の方法・時期は以下のとおりです。 

1. 秋セメスター開始日から１１月末までに教教務務ググルルーーププに申し出てください。 

2. 教務グループに申し出た際に申請用紙を受け取り、速やかに希望するココーースス主主任任のの面面接接を受け、許可印

を得てください。 

3. 許可印のある申請用紙を、教務グループに秋秋セセメメススタターー試試験験終終了了日日ままででに提出してください。 

 

 

88 転転学学部部  

本本学学のの他他学学部部にに転転学学部部を希望する者に対し、以下の要領に従って許可することがあります。 

 

1. 在学期間中１回に限ります。 

2. 転学部の学年は原則として２年次とする。（申請は１年次末）ただし、特別の事情がある場合に限り、３年次の転

学部を認めます。 

3. （２年次から転学部を希望する場合）１年次修了時に３０単位以上修得していることが条件となります。 

（３年次の場合は、２年次終了時に７０単位以上修得していることが条件となります。） 

4. 申請手続きは、原則１年次の２月初旬です。詳細は事前に教務グループに問い合わせてください。 

5. 審査は書類審査と面接審査です。 

6. 審査結果は３月中に通知します。 

7. 許可通知後、定められた期間内に所定の手続きが行われない場合は、辞退したことになります。 
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 ６６..教教職職課課程程  

  
本学では、所定の単位を修得することによって、中学校および高等学校の教員になるための各種の 

教育職員免許状（以下免許状と記載します）を取得することができます。日々生徒に接し、彼らを伸ばし育てて
いく教職は、たいへんにやりがいのある仕事です。 
 ただし、免許状を取得するには、大学卒業のための単位以外に多数の科目を修得することが必要で、中途半端な
勉学では取得できません。卒業に向けての勉強に励むとともに、教職課程の諸科目についても１年次から明確な目
的意識をもって計画的に履修することが必要です。以下の説明をよく読み、ガイダンスを受けて履修の申請をしてく
ださい。 

 

コラム：中央学院大学のルーツと教職課程の現在 

 

＜建学の精神と教職課程の歴史＞ 

本学のルーツは、明治 33（1900）年設立の「日本橋簡易商業夜学校」、明治 35 年（1902）創立の「中央

商業学校」まで、さかのぼることができる。イギリスで研鑽を積んだ仏教学者高楠順次郎によって実学重視の仏

教系の学校として創立された。 

高楠順次郎は、イギリス留学中に、紳士的で社会的地位も高いイギリス商人を目の当たりにして感銘を受け

た。帰国後、日本においても、教養と倫理観を身に着けた商人の育成を行うことが急務であると考え、勤労青

年を対象とする夜間学校を創立した。その後、幾多の変遷を経て、昭和 41（1966）年に中央学院大学が創立

された。 

大学開学 2 年後、昭和 43（1968）年、本学に教職課程が開設された。師範学校中心の太平洋戦争前の

教員養成制度とは異なり、戦後は、教員養成が一般大学でも可能になったことの意義は大きい。本学でも、教

職課程を開設することが可能になり、それによって、勤労青年を教育しようとした創立者の精神を新たな形で具

現化することができたと考えられる。実学重視の精神と戦前から商業教育を行ってきた伝統もあり、まずは、職

業科教育（中学校一級普通免許状）、商業科教育（高等学校二級普通免許状）の免許の教職課程を申請し

認定された。 

その後、「中学校社会」、「高等学校社会」の教職課程を昭和 47（1972）年に開設することができた。大学

独自の建学の精神として「公正な倫理観」をかかげるようになった本学としては、将来、市民として生きる生徒

たちに社会とその営みについて教えることを目的とする教科の教職課程を開設することは当然であった。 

ところで、平成元（1989）年の教育職員免許法の改正により、「高等学校社会」は、「高等学校公民」と「高等

学校地理歴史」という２つの免許教科に分割された。本学では、どちらの教科も社会人を育成するための重要

な教科であるという認識から、商・法両学部で、「高等学校公民」と「高等学校地理歴史」の教員免許が取得可

能であるように課程を開設している。 

さらに平成 12（2000）年、社会全体の情報化の波のなかで、教員免許法が改正され、新たに「高等学校情

報」が免許教科として創設された。現代にふさわしい実学指導を行う教科として、本学では、さっそく「高校情報」

のための教職課程を開設した。 
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１１取取得得ででききるる免免許許状状のの種種類類とと免免許許教教科科  

  商学部では、以下の教科のいずれかまたは複数の教科の免許状を取得することができます。 

 

    《表１》取得できる免許状の種類と免許教科 

免許の種類 教 科 

中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 社  会 

高等学校教諭一種免許状 

地理歴史 

公  民 

商  業 

情  報 

 

２２免免許許状状をを取取得得すするるたためめのの条条件件  

  免許状を取得するには、以下の４つの条件をすべて満たすことが必要です。 

 

《図１》免許状取得の条件（概要） 

 １ 基礎資格（「学士」の学位）をとる 
          「学士」は４年制大学を卒業することによって得られる 
          学位です。 

 

＋＋  
 ２「教育の基礎的理解に関する科目」、「道徳、総合的な学習の時間等
の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」、「教育実践に関す

る科目」の必要単位を修得する 
          教員となるための基本的な資質や実践力を身につけます。 

⇒表２ 

＋＋  
 ３「教科及び教科の指導法に関する科目」の必要単位を修得する 
          教える教科の内容やその指導法について専門的に学びます。 ⇒表２ 

＋＋  
 ４ その他の定められた科目等を修得・修了する 

① 日本国憲法２単位を修得します。 
② 体育２単位を修得します。 
③ 外国語コミュニケーション科目を修得します。 
④ 情報機器の操作に関する科目を修得します。 

 

⇒表３ 
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＜建学の精神と教職課程の歴史＞ 

本学のルーツは、明治 33（1900）年設立の「日本橋簡易商業夜学校」、明治 35 年（1902）創立の「中央

商業学校」まで、さかのぼることができる。イギリスで研鑽を積んだ仏教学者高楠順次郎によって実学重視の仏

教系の学校として創立された。 

高楠順次郎は、イギリス留学中に、紳士的で社会的地位も高いイギリス商人を目の当たりにして感銘を受け

た。帰国後、日本においても、教養と倫理観を身に着けた商人の育成を行うことが急務であると考え、勤労青

年を対象とする夜間学校を創立した。その後、幾多の変遷を経て、昭和 41（1966）年に中央学院大学が創立

された。 

大学開学 2 年後、昭和 43（1968）年、本学に教職課程が開設された。師範学校中心の太平洋戦争前の

教員養成制度とは異なり、戦後は、教員養成が一般大学でも可能になったことの意義は大きい。本学でも、教

職課程を開設することが可能になり、それによって、勤労青年を教育しようとした創立者の精神を新たな形で具

現化することができたと考えられる。実学重視の精神と戦前から商業教育を行ってきた伝統もあり、まずは、職

業科教育（中学校一級普通免許状）、商業科教育（高等学校二級普通免許状）の免許の教職課程を申請し

認定された。 

その後、「中学校社会」、「高等学校社会」の教職課程を昭和 47（1972）年に開設することができた。大学

独自の建学の精神として「公正な倫理観」をかかげるようになった本学としては、将来、市民として生きる生徒

たちに社会とその営みについて教えることを目的とする教科の教職課程を開設することは当然であった。 

ところで、平成元（1989）年の教育職員免許法の改正により、「高等学校社会」は、「高等学校公民」と「高等

学校地理歴史」という２つの免許教科に分割された。本学では、どちらの教科も社会人を育成するための重要

な教科であるという認識から、商・法両学部で、「高等学校公民」と「高等学校地理歴史」の教員免許が取得可

能であるように課程を開設している。 

さらに平成 12（2000）年、社会全体の情報化の波のなかで、教員免許法が改正され、新たに「高等学校情

報」が免許教科として創設された。現代にふさわしい実学指導を行う教科として、本学では、さっそく「高校情報」

のための教職課程を開設した。 
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１１取取得得ででききるる免免許許状状のの種種類類とと免免許許教教科科  

  商学部では、以下の教科のいずれかまたは複数の教科の免許状を取得することができます。 

 

    《表１》取得できる免許状の種類と免許教科 

免許の種類 教 科 

中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 社  会 

高等学校教諭一種免許状 

地理歴史 

公  民 

商  業 

情  報 

 

２２免免許許状状をを取取得得すするるたためめのの条条件件  

  免許状を取得するには、以下の４つの条件をすべて満たすことが必要です。 

 

《図１》免許状取得の条件（概要） 

 １ 基礎資格（「学士」の学位）をとる 
          「学士」は４年制大学を卒業することによって得られる 
          学位です。 

 

＋＋  
 ２「教育の基礎的理解に関する科目」、「道徳、総合的な学習の時間等
の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」、「教育実践に関す

る科目」の必要単位を修得する 
          教員となるための基本的な資質や実践力を身につけます。 

⇒表２ 

＋＋  
 ３「教科及び教科の指導法に関する科目」の必要単位を修得する 
          教える教科の内容やその指導法について専門的に学びます。 ⇒表２ 

＋＋  
 ４ その他の定められた科目等を修得・修了する 

① 日本国憲法２単位を修得します。 
② 体育２単位を修得します。 
③ 外国語コミュニケーション科目を修得します。 
④ 情報機器の操作に関する科目を修得します。 

 

⇒表３ 
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図１の概要をより詳しく説明すると、次のとおりとなります。（表２）（表３） 

 

 《表２》「教育の基礎的理解に関する科目」等及び「教科及び教科の指導法に関する科目」 

 必要単位数 備   考 

教育の基礎的理解に関する
科目等 

中学校２７単位以上 

高等学校２３単位以上
 合計 

５９単
位 
以上 

 ６の教職課程科目表に従って履修し、 
 必修科目および選択必修科目を含め合計 
 ５９単位以上修得すること。 
 教科及び教科の指導法に関

する科目 
中学校２８単位以上 

高等学校２４単位以上
 

 

 《表３》その他の定められた科目等 

 日本国憲法 「憲法（２単位）」 
（人文・自然系列選択科目）の修得  

 体育 
「健康スポーツ実技Ⅰ」・ 
「健康スポーツ実技Ⅱ」 
 （各１単位）の修得 

１年次必修科目 

 外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 
「英語ﾘｽﾆﾝｸﾞ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ１」・ 
「英語ﾘｽﾆﾝｸﾞ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ２」 
 （各１単位）の修得 

１年次必修科目 

 情報機器の操作 
「情報リテラシー１」・ 
「情報リテラシー２」 
 （各２単位）の修得 

１年次必修科目 

  

３３履履修修上上のの注注意意  
①教職課程の履修のしかたは法令改正のため入学年度により異なります。必ず自分の入学年度に対応する科
目表に従って履修してください。 
②「教職概論」は１年次の必修科目です。この科目を修得しないと、教職課程の継続履修は認められません。な
お、GPA や単位取得状況によっては教職課程を継続できない場合があります。 
③「教育の基礎的理解に関する科目」等の全科目及び「教科及び教科の指導法に関する科目」の一部の科目
は、卒業所要単位には含まれません。（科目表参照） 
ただし、中学社会科および高校地理歴史科の「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち、以下の科目に

ついては、最高１２単位まで卒業所要単位に含むことができます。詳しくはＰ１２「１０単位の振り替えについて」を
参照してください。 
 

日本史概説Ⅰ  （２単位） 日本史概説Ⅱ  （２単位） 
外国史概説Ⅰ  （２単位） 外国史概説Ⅱ  （２単位） 
日本史特論Ⅰ  （２単位） 日本史特論Ⅱ  （２単位） 
人文地理学概論 （２単位） 地誌学概説   （２単位） 
自然地理学概論Ⅰ（２単位） 自然地理学概論Ⅱ（２単位） 

 
④教職課程履修者は、2年次以降「教職課程受講料」として年次ごとに５,０００円を納入しなければなりません。 
⑤教職課程の連絡事項は CGU ポータルでお知らせします。重要な連絡事項が多いので、毎日必ず確認してくだ
さい。 
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４４教教育育実実習習生生のの要要件件  
  教育実習を行うには、原則として次の①～②の要件を全て満たさなければなりません。 

 
①４４年年次次であること。 
 
②＜中学校＞ 
(１)下記の科目を修得済みであること。 
○「教職の基礎的理解に関する科目」の全て(12 単位) 
○「道徳教育」(２単位)「教育方法」(2 単位) 「情報通信技術活用論」(2 単位)「教育実習Ⅰ」(1 単位) 

「介護等体験Ⅰ・Ⅱ」(計 2単位)  
(２)「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち、実習教科の教科教育法(8単位)を含む36単位を修得済み

であること。 
   

 ＜高等学校＞ 
 (１)下記の科目を修得済みであること。 
 ○「教職の基礎的理解に関する科目」の全て(12 単位) 
 ○「教育方法」(2 単位) 「情報通信技術活用論」(2 単位)「教育実習Ⅰ」(1 単位) 

 「介護等体験Ⅰ・Ⅱ」(計 2単位) 
            (２)「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち、実習教科の教科教育法 4単位を含む 32単位を修得済み 

であること。 
(３)商業科に関しては、以下の科目を修得済みであること。 

 ○「職業指導Ⅰ・Ⅱ」 
 ○「商学総論」及び「流通システム論」 
 ○「中級簿記Ⅰ・Ⅱ」又は「上級簿記Ⅰ・Ⅱ」 
 ○「プログラミングⅠ(ビジネス処理系言語)」及び「プログラミングⅡ(データ処理系言語)」 

  (４)情報科に関しては、以下の科目を修得済みであること。 
○「Web データベース」 
○「ネットワーク論」 
○「マルチメディア論」 
○「プログラミングⅠ(システム開発系言語)」及び「プログラミングⅡ(応用システム開発系言語)」 

又は「プログラミングⅠ(ソフトウェア開発系言語)」及び「プログラミングⅡ(応用ソフトウェア開発系言語)」 
 

   

  ２・３年次の終わりには、必要な単位を修得しているか、各自、チェックしましょう。 

  また、教職適性についても、考えてみてください。 

  なお、GPA や単位取得状況によっては教職課程を継続できない場合があります。  
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図１の概要をより詳しく説明すると、次のとおりとなります。（表２）（表３） 

 

 《表２》「教育の基礎的理解に関する科目」等及び「教科及び教科の指導法に関する科目」 

 必要単位数 備   考 

教育の基礎的理解に関する
科目等 

中学校２７単位以上 

高等学校２３単位以上
 合計 

５９単
位 
以上 

 ６の教職課程科目表に従って履修し、 
 必修科目および選択必修科目を含め合計 
 ５９単位以上修得すること。 
 教科及び教科の指導法に関

する科目 
中学校２８単位以上 

高等学校２４単位以上
 

 

 《表３》その他の定められた科目等 

 日本国憲法 「憲法（２単位）」 
（人文・自然系列選択科目）の修得  

 体育 
「健康スポーツ実技Ⅰ」・ 
「健康スポーツ実技Ⅱ」 
 （各１単位）の修得 

１年次必修科目 

 外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 
「英語ﾘｽﾆﾝｸﾞ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ１」・ 
「英語ﾘｽﾆﾝｸﾞ･ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ２」 
 （各１単位）の修得 

１年次必修科目 

 情報機器の操作 
「情報リテラシー１」・ 
「情報リテラシー２」 
 （各２単位）の修得 

１年次必修科目 

  

３３履履修修上上のの注注意意  
①教職課程の履修のしかたは法令改正のため入学年度により異なります。必ず自分の入学年度に対応する科
目表に従って履修してください。 
②「教職概論」は１年次の必修科目です。この科目を修得しないと、教職課程の継続履修は認められません。な
お、GPA や単位取得状況によっては教職課程を継続できない場合があります。 
③「教育の基礎的理解に関する科目」等の全科目及び「教科及び教科の指導法に関する科目」の一部の科目
は、卒業所要単位には含まれません。（科目表参照） 
ただし、中学社会科および高校地理歴史科の「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち、以下の科目に

ついては、最高１２単位まで卒業所要単位に含むことができます。詳しくはＰ１２「１０単位の振り替えについて」を
参照してください。 
 

日本史概説Ⅰ  （２単位） 日本史概説Ⅱ  （２単位） 
外国史概説Ⅰ  （２単位） 外国史概説Ⅱ  （２単位） 
日本史特論Ⅰ  （２単位） 日本史特論Ⅱ  （２単位） 
人文地理学概論 （２単位） 地誌学概説   （２単位） 
自然地理学概論Ⅰ（２単位） 自然地理学概論Ⅱ（２単位） 

 
④教職課程履修者は、2年次以降「教職課程受講料」として年次ごとに５,０００円を納入しなければなりません。 
⑤教職課程の連絡事項は CGU ポータルでお知らせします。重要な連絡事項が多いので、毎日必ず確認してくだ
さい。 
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４４教教育育実実習習生生のの要要件件  
  教育実習を行うには、原則として次の①～②の要件を全て満たさなければなりません。 

 
①４４年年次次であること。 
 
②＜中学校＞ 
(１)下記の科目を修得済みであること。 
○「教職の基礎的理解に関する科目」の全て(12 単位) 
○「道徳教育」(２単位)「教育方法」(2 単位) 「情報通信技術活用論」(2 単位)「教育実習Ⅰ」(1 単位) 

「介護等体験Ⅰ・Ⅱ」(計 2単位)  
(２)「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち、実習教科の教科教育法(8単位)を含む36単位を修得済み

であること。 
   

 ＜高等学校＞ 
 (１)下記の科目を修得済みであること。 
 ○「教職の基礎的理解に関する科目」の全て(12 単位) 
 ○「教育方法」(2 単位) 「情報通信技術活用論」(2 単位)「教育実習Ⅰ」(1 単位) 

 「介護等体験Ⅰ・Ⅱ」(計 2単位) 
            (２)「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち、実習教科の教科教育法 4単位を含む 32単位を修得済み 

であること。 
(３)商業科に関しては、以下の科目を修得済みであること。 

 ○「職業指導Ⅰ・Ⅱ」 
 ○「商学総論」及び「流通システム論」 
 ○「中級簿記Ⅰ・Ⅱ」又は「上級簿記Ⅰ・Ⅱ」 
 ○「プログラミングⅠ(ビジネス処理系言語)」及び「プログラミングⅡ(データ処理系言語)」 

  (４)情報科に関しては、以下の科目を修得済みであること。 
○「Web データベース」 
○「ネットワーク論」 
○「マルチメディア論」 
○「プログラミングⅠ(システム開発系言語)」及び「プログラミングⅡ(応用システム開発系言語)」 

又は「プログラミングⅠ(ソフトウェア開発系言語)」及び「プログラミングⅡ(応用ソフトウェア開発系言語)」 
 

   

  ２・３年次の終わりには、必要な単位を修得しているか、各自、チェックしましょう。 

  また、教職適性についても、考えてみてください。 

  なお、GPA や単位取得状況によっては教職課程を継続できない場合があります。  
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５５教教職職課課程程年年間間ススケケジジュューールル  

 

 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 

春 
セ 
メ 
ス 
タ 
｜ 

 
４ 
月 

・教職課程履修ガイダンス 

（プライムセミナー） 

 

 

 

 

・教職科目履修登録 

 

・教職課程履修ガイダンス 

・履修個人票の提出 

・介護等体験Ⅰガイダンス 

 

・教職科目履修登録 

 

・教職課程履修ガイダンス 

 

・介護等体験Ⅱガイダンス 

・介護等体験報告 

・介護等体験申込 

（特別支援学校） 

・教職科目履修登録 

 

・教職課程履修ガイダンス 

 

 

 

 

 

・教職科目履修登録 

 

５ 
月 
 
 
 
 
６ 
月 
 
 
 
 
 
７ 
月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「教職概論」合否発表 

 

 

教育実習予定校に打診 

 

《介護等体験》 

・社会福祉施設５日間 

（５月～翌年２月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

《教育実習校決定の手続》 

 実習を希望する学校の 

内諾をとる 

↓ 

 ｢教育実習依頼申込書｣ 

を教務グループに提出 

↓ 

 ｢教育実習受入依頼書｣ 

を大学から実習校へ送付 

↓ 

実習校からの承諾書で 

教育実習校が決定 

 

 

 

《介護等体験》 

 ・特別支援学校 

（５月～翌年２月） 

 

 

 

   教育実習Ⅱ 

   教育実習Ⅲ 

    ５月～１１月 

 

   個別事前事後指導 

秋 
セ 
メ 
ス 
タ 
｜ 

 
10 
月 
 
 
 

11 
月 
 
 
 

12 
月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教育実習報告会） 

 

 

 

 

 

 

・教育実習Ⅰ 

（中学校高校での授業見

学） 

（教育実習報告会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教育実習報告会 

・教職実践演習（集中） 

・教育職員免許状 

   一括申請説明会 

 

・免許状申請書類提出 

（教務グループ） 

 

 
２ 
月 
 
３ 
月 

 

・介護等体験申込 

（社会福祉施設） 

 

 ・教育実習Ⅰ 

（教育実習事前指導） 

 

・教育実習生適格判定 

 

 

 

 

 

 

・教育職員免許状授与 

   （卒業式当日） 
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６６教教職職課課程程科科目目表表  

 ａ．「教育の基礎的理解に関する科目」等（各免許教科共通） 

  ＜各免許教科共通＞ 

 科科目目区区分分  科科目目名名（注１）  配配当当年年次次  
単単位位

数数  
備備考考  

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目 

教育の理念並びに教育に関する歴史

及び思想 
○教育原論 1 2  

教職の意義及び教員の役割・職務内

容（チーム学校運営への対応を含

む。） 

○教職概論 1 2  

教育に関する社会的、制度的又は経

営的事項（学校と地域との連携及び

学校安全への対応を含む。） 

○教育制度論 2・3 2  

幼児、児童及び生徒の心身の発達及

び学習の過程 
〇教育心理学 1 2  

特別の支援を必要とする幼児、児童

及び生徒に対する理解 
〇特別支援教育 2・3 2  

教育課程の意義及び編成の方法（カ

リキュラム・マネジメントを含む。） 
○教育課程論 2・3 2  

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目 

道徳の理論及び指導法 道徳教育 2～4 2 （注２） 

総合的な学習の時間の指導法 〇総合的な学習の時間の指導法 2～4 2  

特別活動の指導法 ○特別活動の指導法 2～4 2  

教育の方法及び技術 ○教育方法 2・3 2  

情報通信技術を活用した教育の理論

及び方法 
〇情報通信技術活用論 2・3 2  

生徒指導の理論及び方法 

〇生徒指導及び教育相談 3・4 2  
教育相談（カウンセリングに関する基

礎的な知識を含む。）の理論及び方

法 

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法 ○生徒指導及び進路指導 2～4 2  

教育実践

に関する

科目 

教育実習 

○教 育 実 習 Ⅰ  3 1  

教 育 実 習 Ⅱ  4 2 （注２） 

○教 育 実 習 Ⅲ  4 2  

教職実践演習 ○ 教 職 実 践 演 習 ( 中 ・ 高 ) 4 2  

 

 

（注１）○印のある授業科目の単位は必ず修得すること。 

（注２）中学校１種免許状を取得する場合、「道徳教育」、「教育実習Ⅱ」を必修とする。 

    高等学校１種免許状（情報） 「情報科教育法Ⅰ」及び「情報科教育法Ⅱ」 

    高等学校１種免許状のみ取得する場合、「道徳教育」は選択科目となり、表２の必要単位５９単位に含めることができる。 
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５５教教職職課課程程年年間間ススケケジジュューールル  

 

 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 

春 
セ 
メ 
ス 
タ 
｜ 

 
４ 
月 

・教職課程履修ガイダンス 

（プライムセミナー） 

 

 

 

 

・教職科目履修登録 

 

・教職課程履修ガイダンス 

・履修個人票の提出 

・介護等体験Ⅰガイダンス 

 

・教職科目履修登録 

 

・教職課程履修ガイダンス 

 

・介護等体験Ⅱガイダンス 

・介護等体験報告 

・介護等体験申込 

（特別支援学校） 

・教職科目履修登録 

 

・教職課程履修ガイダンス 

 

 

 

 

 

・教職科目履修登録 

 

５ 
月 
 
 
 
 
６ 
月 
 
 
 
 
 
７ 
月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「教職概論」合否発表 

 

 

教育実習予定校に打診 

 

《介護等体験》 

・社会福祉施設５日間 

（５月～翌年２月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

《教育実習校決定の手続》 

 実習を希望する学校の 

内諾をとる 

↓ 

 ｢教育実習依頼申込書｣ 

を教務グループに提出 

↓ 

 ｢教育実習受入依頼書｣ 

を大学から実習校へ送付 

↓ 

実習校からの承諾書で 

教育実習校が決定 

 

 

 

《介護等体験》 

 ・特別支援学校 

（５月～翌年２月） 

 

 

 

   教育実習Ⅱ 

   教育実習Ⅲ 

    ５月～１１月 

 

   個別事前事後指導 

秋 
セ 
メ 
ス 
タ 
｜ 

 
10 
月 
 
 
 

11 
月 
 
 
 

12 
月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教育実習報告会） 

 

 

 

 

 

 

・教育実習Ⅰ 

（中学校高校での授業見

学） 

（教育実習報告会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教育実習報告会 

・教職実践演習（集中） 

・教育職員免許状 

   一括申請説明会 

 

・免許状申請書類提出 

（教務グループ） 

 

 
２ 
月 
 
３ 
月 

 

・介護等体験申込 

（社会福祉施設） 

 

 ・教育実習Ⅰ 

（教育実習事前指導） 

 

・教育実習生適格判定 

 

 

 

 

 

 

・教育職員免許状授与 

   （卒業式当日） 
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６６教教職職課課程程科科目目表表  

 ａ．「教育の基礎的理解に関する科目」等（各免許教科共通） 

  ＜各免許教科共通＞ 

 科科目目区区分分  科科目目名名（注１）  配配当当年年次次  
単単位位

数数  
備備考考  

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目 

教育の理念並びに教育に関する歴史

及び思想 
○教育原論 1 2  

教職の意義及び教員の役割・職務内

容（チーム学校運営への対応を含

む。） 

○教職概論 1 2  

教育に関する社会的、制度的又は経

営的事項（学校と地域との連携及び

学校安全への対応を含む。） 

○教育制度論 2・3 2  

幼児、児童及び生徒の心身の発達及

び学習の過程 
〇教育心理学 1 2  

特別の支援を必要とする幼児、児童

及び生徒に対する理解 
〇特別支援教育 2・3 2  

教育課程の意義及び編成の方法（カ

リキュラム・マネジメントを含む。） 
○教育課程論 2・3 2  

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目 

道徳の理論及び指導法 道徳教育 2～4 2 （注２） 

総合的な学習の時間の指導法 〇総合的な学習の時間の指導法 2～4 2  

特別活動の指導法 ○特別活動の指導法 2～4 2  

教育の方法及び技術 ○教育方法 2・3 2  

情報通信技術を活用した教育の理論

及び方法 
〇情報通信技術活用論 2・3 2  

生徒指導の理論及び方法 

〇生徒指導及び教育相談 3・4 2  
教育相談（カウンセリングに関する基

礎的な知識を含む。）の理論及び方

法 

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法 ○生徒指導及び進路指導 2～4 2  

教育実践

に関する

科目 

教育実習 

○教 育 実 習 Ⅰ  3 1  

教 育 実 習 Ⅱ  4 2 （注２） 

○教 育 実 習 Ⅲ  4 2  

教職実践演習 ○ 教 職 実 践 演 習 ( 中 ・ 高 ) 4 2  

 

 

（注１）○印のある授業科目の単位は必ず修得すること。 

（注２）中学校１種免許状を取得する場合、「道徳教育」、「教育実習Ⅱ」を必修とする。 

    高等学校１種免許状（情報） 「情報科教育法Ⅰ」及び「情報科教育法Ⅱ」 

    高等学校１種免許状のみ取得する場合、「道徳教育」は選択科目となり、表２の必要単位５９単位に含めることができる。 
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ｂ．「教科及び教科の指導法に関する科目」 

（１）中学校教諭一種免許状（社会） 

科目区分     科  目  名   （注１） 単位数 備考 
修 得 

ﾁｪｯｸ欄 

日本史及び外国史 ○日本史概説Ⅰ ○日本史概説Ⅱ 各２   

 ○外国史概説Ⅰ ○外国史概説Ⅱ 各２   

地理学 ○人文地理学概論 ２   

 ○自然地理学概論Ⅰ ○自然地理学概論Ⅱ 各２   

 ○地誌学概説 ２   

「法律学、政治学」 ○政治学概論Ⅰ ○政治学概論Ⅱ 各２   

   民法総則   物権法 各２   

   労働法の基礎   労働法の応用 各２   

   経済法Ⅰ   経済法Ⅱ 各２   

「社会学、経済学」 ○社会学概論Ⅰ ○社会学概論Ⅱ 各２   

   ミクロ経済学Ⅰ    ミクロ経済学Ⅱ 各２   

   マルクス経済学Ⅰ マルクス経済学Ⅱ 各２   

   経済史Ⅰ   経済史Ⅱ 各２   

   公共経済学Ⅰ   公共経済学Ⅱ 各２   

   経済政策Ⅰ   経済政策Ⅱ 各２   

   マクロ経済学Ⅰ   マクロ経済学Ⅱ 各２   

   社会政策Ⅰ   社会政策Ⅱ 各２   

   入門計量経済学   応用計量経済学 各２   

   消費経済学（家計と企業）   消費経済学（家計と政府） 各２   

  労働経済学Ⅰ 労働経済学Ⅱ 各２   

   起業論   事業創造論 各２   

   地域経済学Ⅰ 地域経済学Ⅱ 各２   

   現代日本の社会と経済  現代アジアの社会と経済 各２   

「哲学、倫理学、 

宗教学」 

  哲学概論Ⅰ   哲学概論Ⅱ 各２ （注２）  

  倫理学概論Ⅰ   倫理学概論Ⅱ 各２ （注２）  

各教科の指導法（情

報通信技術の活用を

含む。） 

〇社会科・地理歴史科教育法Ⅰ 〇社会科・地理歴史科教育法Ⅱ 各２   

〇社会科・公民科教育法Ⅰ 〇社会科・公民科教育法Ⅱ 各２   

大学が独自に設定す

る科目 

 

〇介護等体験Ⅰ 〇介護等体験Ⅱ 各 1   

 地理学総合演習（人文）  地理学総合演習（自然） 各 2   

 現代教育論 教育政策と教育法 各 2   

 ボランティア実習Ⅰ  ボランティア実習Ⅱ 各 2   

（注１）○印のある授業科目の単位は必ず修得すること。 

（注２）いずれかのⅠ・Ⅱをそろえて計４単位選択必修。 
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（２）高等学校教諭一種免許状（地理歴史） 

科目区分     科  目  名   （注１） 単位数 備考 
修 得 

ﾁｪｯｸ欄 

日本史 ○日本史概説Ⅰ ○日本史概説Ⅱ 各２   

 ○日本史特論Ⅰ ○日本史特論Ⅱ 各２   

   日本文化史Ⅰ   日本文化史Ⅱ 各２   

   日本古代・中世経済史   日本近世・近・現代経済史 各２   

外国史 ○外国史概説Ⅰ ○外国史概説Ⅱ 各２   

  外国史特論Ⅰ 外国史特論Ⅱ 各２   

   外国文化史Ⅰ   外国文化史Ⅱ 各２   

   経済史Ⅰ  経済史Ⅱ 各２   

 ☆政治史（外国政治史）1 ☆政治史（外国政治史）２ 各２   

 ☆東洋法制史１ ☆東洋法制史２ 各２   

 ☆西洋法制史 1 ☆西洋法制史２ 各２   

人文地理学 ○人文地理学概論 ２   

及び 人文地理学特論Ⅰ 人文地理学特論Ⅱ 各２   

自然地理学 ○自然地理学概論Ⅰ ○自然地理学概論Ⅱ 各２   

 自然地理学特論Ⅰ 自然地理学特論Ⅱ 各２   

   地域経済学Ⅰ   地域経済学Ⅱ 各２   

   現代日本の社会と経済  現代アジアの社会と経済 各２   

地誌 ○地誌学概説 ２   

各教科の指導法（情

報通信技術の活用を

含む。） 

 

〇社会科・地理歴史科教育法Ⅰ ２   

〇社会科・地理歴史科教育法Ⅱ ２   

大学が独自に設定す

る科目 

 

〇介護等体験Ⅰ 〇介護等体験Ⅱ 各 1 

 
  

 地理学総合演習（人文）  地理学総合演習（自然） 各 2   

 現代教育論 教育政策と教育法 各 2   

 ボランティア実習Ⅰ  ボランティア実習Ⅱ 各 2   

     

（注１）○印のある授業科目の単位は必ず修得すること。 
    ☆印の法学部設置科目は、４科目の範囲で履修できる。 

（注２）「日本法制史」の卒業所要単位への算入については、Ｐ．１２を参照のこと。 
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ｂ．「教科及び教科の指導法に関する科目」 

（１）中学校教諭一種免許状（社会） 

科目区分     科  目  名   （注１） 単位数 備考 
修 得 

ﾁｪｯｸ欄 

日本史及び外国史 ○日本史概説Ⅰ ○日本史概説Ⅱ 各２   

 ○外国史概説Ⅰ ○外国史概説Ⅱ 各２   

地理学 ○人文地理学概論 ２   

 ○自然地理学概論Ⅰ ○自然地理学概論Ⅱ 各２   

 ○地誌学概説 ２   

「法律学、政治学」 ○政治学概論Ⅰ ○政治学概論Ⅱ 各２   

   民法総則   物権法 各２   

   労働法の基礎   労働法の応用 各２   

   経済法Ⅰ   経済法Ⅱ 各２   

「社会学、経済学」 ○社会学概論Ⅰ ○社会学概論Ⅱ 各２   

   ミクロ経済学Ⅰ    ミクロ経済学Ⅱ 各２   

   マルクス経済学Ⅰ マルクス経済学Ⅱ 各２   

   経済史Ⅰ   経済史Ⅱ 各２   

   公共経済学Ⅰ   公共経済学Ⅱ 各２   

   経済政策Ⅰ   経済政策Ⅱ 各２   

   マクロ経済学Ⅰ   マクロ経済学Ⅱ 各２   

   社会政策Ⅰ   社会政策Ⅱ 各２   

   入門計量経済学   応用計量経済学 各２   

   消費経済学（家計と企業）   消費経済学（家計と政府） 各２   

  労働経済学Ⅰ 労働経済学Ⅱ 各２   

   起業論   事業創造論 各２   

   地域経済学Ⅰ 地域経済学Ⅱ 各２   

   現代日本の社会と経済  現代アジアの社会と経済 各２   

「哲学、倫理学、 

宗教学」 

  哲学概論Ⅰ   哲学概論Ⅱ 各２ （注２）  

  倫理学概論Ⅰ   倫理学概論Ⅱ 各２ （注２）  

各教科の指導法（情

報通信技術の活用を

含む。） 

〇社会科・地理歴史科教育法Ⅰ 〇社会科・地理歴史科教育法Ⅱ 各２   

〇社会科・公民科教育法Ⅰ 〇社会科・公民科教育法Ⅱ 各２   

大学が独自に設定す

る科目 

 

〇介護等体験Ⅰ 〇介護等体験Ⅱ 各 1   

 地理学総合演習（人文）  地理学総合演習（自然） 各 2   

 現代教育論 教育政策と教育法 各 2   

 ボランティア実習Ⅰ  ボランティア実習Ⅱ 各 2   

（注１）○印のある授業科目の単位は必ず修得すること。 

（注２）いずれかのⅠ・Ⅱをそろえて計４単位選択必修。 
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（２）高等学校教諭一種免許状（地理歴史） 

科目区分     科  目  名   （注１） 単位数 備考 
修 得 

ﾁｪｯｸ欄 

日本史 ○日本史概説Ⅰ ○日本史概説Ⅱ 各２   

 ○日本史特論Ⅰ ○日本史特論Ⅱ 各２   

   日本文化史Ⅰ   日本文化史Ⅱ 各２   

   日本古代・中世経済史   日本近世・近・現代経済史 各２   

外国史 ○外国史概説Ⅰ ○外国史概説Ⅱ 各２   

  外国史特論Ⅰ 外国史特論Ⅱ 各２   

   外国文化史Ⅰ   外国文化史Ⅱ 各２   

   経済史Ⅰ  経済史Ⅱ 各２   

 ☆政治史（外国政治史）1 ☆政治史（外国政治史）２ 各２   

 ☆東洋法制史１ ☆東洋法制史２ 各２   

 ☆西洋法制史 1 ☆西洋法制史２ 各２   

人文地理学 ○人文地理学概論 ２   

及び 人文地理学特論Ⅰ 人文地理学特論Ⅱ 各２   

自然地理学 ○自然地理学概論Ⅰ ○自然地理学概論Ⅱ 各２   

 自然地理学特論Ⅰ 自然地理学特論Ⅱ 各２   

   地域経済学Ⅰ   地域経済学Ⅱ 各２   

   現代日本の社会と経済  現代アジアの社会と経済 各２   

地誌 ○地誌学概説 ２   

各教科の指導法（情

報通信技術の活用を

含む。） 

 

〇社会科・地理歴史科教育法Ⅰ ２   

〇社会科・地理歴史科教育法Ⅱ ２   

大学が独自に設定す

る科目 

 

〇介護等体験Ⅰ 〇介護等体験Ⅱ 各 1 

 
  

 地理学総合演習（人文）  地理学総合演習（自然） 各 2   

 現代教育論 教育政策と教育法 各 2   

 ボランティア実習Ⅰ  ボランティア実習Ⅱ 各 2   

     

（注１）○印のある授業科目の単位は必ず修得すること。 
    ☆印の法学部設置科目は、４科目の範囲で履修できる。 

（注２）「日本法制史」の卒業所要単位への算入については、Ｐ．１２を参照のこと。 
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（３）高等学校教諭一種免許状（公民） 

科目区分     科  目  名   （注１） 単位数 備考 
修 得 

ﾁｪｯｸ欄 

「法律学（国際法を含む。）、

政治学（国際政治を含む。）」 
○政治学概論Ⅰ ○政治学概論Ⅱ 各２   

  民法総則   物権法 各２   

  労働法の基礎   労働法の応用 各２   

  経済法Ⅰ   経済法Ⅱ 各２   

税法Ⅰ 税法Ⅱ 各２   

☆国際法 1 ☆国際法２ 各２   

☆国際関係論 1 ☆国際関係論２ 各２   

「社会学、経済学（国際経済

を含む。）」 

 

○社会学概論Ⅰ ○社会学概論Ⅱ 各２   

  ミクロ経済学Ⅰ   ミクロ経済学Ⅱ 各２   

   マルクス経済学Ⅰ   マルクス経済学 Ⅱ 各２   

   地域経済学Ⅰ   地域経済学Ⅱ 各２   

   現代日本の社会と経済  現代アジアの社会と経済 各２   

   労働経済学Ⅰ   労働経済学Ⅱ 各２   

   起業論   事業創造論 各２   

   マクロ経済学Ⅰ   マクロ経済学Ⅱ 各２   

   社会政策Ⅰ   社会政策Ⅱ 各２   

   入門計量経済学   応用計量経済学 各２   

   公共経済学Ⅰ   公共経済学Ⅱ 各２   

   経済政策Ⅰ   経済政策Ⅱ 各２   

 国際ビジネス論 多国籍企業論 各２   

 国際貿易理論 国際貿易政策 各２   

「哲学、倫理学、宗教学、心

理学」 

 

  哲学概論Ⅰ   哲学概論Ⅱ 各２ （注２）  

  倫理学概論Ⅰ   倫理学概論Ⅱ 各２ （注２）  

  心理学概論Ⅰ   心理学概論Ⅱ 各２ （注２）  

各教科の指導法（情報通信

技術の活用を含む。） 
〇社会科・公民科教育法Ⅰ 〇社会科・公民科教育法Ⅱ 各２   

大学が独自に設定する科目 

 

〇介護等体験Ⅰ 〇介護等体験Ⅱ 各１ 

 
  

 地理学総合演習（人文）  地理学総合演習（自然） 各 2   

 現代教育論 教育政策と教育法 各 2 

2 
  

 ボランティア実習Ⅰ  ボランティア実習Ⅱ 各 2   

（注１）○印のある授業科目の単位は必ず修得すること。 

☆ 印の法学部設置科目は、４科目の範囲で履修できる。 

（注２）いずれかのⅠ・Ⅱをそろえて８単位選択必修。 
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（４）高等学校教諭一種免許状（商業） 

科目区分     科  目  名   （注１） 単位数 備考 
修 得 

ﾁｪｯｸ欄 

職業指導 ○職業指導Ⅰ ○職業指導Ⅱ 各２   

商業の関係科目 ○商学総論 ○流通システム論 各２   

   初級簿記Ⅰ   初級簿記Ⅱ 各２   

   情報リテラシー１   情報リテラシー２ 各２   

 ○経営学総論Ⅰ ○経営学総論Ⅱ 各２   

   広告論   広告政策論 各２   

   株式会社と証券市場   経済と株価 各２   

   近代金融論   現代金融論 各２   

   会計学入門   会計制度論 各２   

   債権法総論   債権法各論 各２   

   商法総則・会社法総論   会社法各論 各２   

 近代商業史   現代商業史 各２   

   経営管理基礎理論   経営管理応用理論 各２   

   企業の財務活動   財務的意思決定 各２   

   労務管理   人事管理 各２   

   国際通貨   外国為替 各２   

   国際ビジネス環境論    ２   

   国際ビジネス戦略論（理論編）   国際ビジネス戦略論（実践編） 各２   

   国際マーケティングの基礎理論   国際マーケティング業務 各２   

   ビジネスコミュニケーション論   異文化間コミュニケーション論 各２   

   国際ビジネス実務   国際ビジネス実践 各２   

   中級簿記Ⅰ   中級簿記Ⅱ 各２ （注２）  

   上級簿記Ⅰ   上級簿記Ⅱ 各２ （注２）  

   原価計算論Ⅰ   原価計算論Ⅱ 各２   

   会計情報論   会計情報システム論 各２   

   手形・小切手法   金融商品取引法 各２   

    数理統計学 ２   

   財務諸表論   会計原則論 各２   

   財務諸表分析    企業評価論 各２   

   監査制度論   監査報告論 各２   

   管理会計総論   管理会計論 各２   

   法人税税務会計   所得税税務会計 各２   

   開発経済学   開発政策論 各２   

   国際経済学Ⅰ   国際経済学Ⅱ 各２   

    経営数学 ２   

    経営科学 ２   

 プログラミングⅠ（ビジネス処理系言

語） 

プログラミングⅡ（データ処理系言

語） 
各２ 

（注２）  

   マーケティングシステム論   マーケティング情報論 各２   

 近代中小企業論 現代中小企業論 各２   

 ｅ－コマース コンテンツ開発 各２   

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 〇商業科教育法Ⅰ 〇商業科教育法Ⅱ 各２ 

  

大学が独自に設定する

科目 

〇介護等体験Ⅰ 〇介護等体験Ⅱ 各 1   

 地理学総合演習（人文）  地理学総合演習（自然） 各２   

 現代教育論  教育政策と教育法 各２   

 ボランティア実習Ⅰ  ボランティア実習Ⅱ 各２   

（注１）○印のある授業科目の単位は必ず修得すること。 
（注２）いずれか８単位選択必修。 
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（３）高等学校教諭一種免許状（公民） 

科目区分     科  目  名   （注１） 単位数 備考 
修 得 

ﾁｪｯｸ欄 

「法律学（国際法を含む。）、

政治学（国際政治を含む。）」 
○政治学概論Ⅰ ○政治学概論Ⅱ 各２   

  民法総則   物権法 各２   

  労働法の基礎   労働法の応用 各２   

  経済法Ⅰ   経済法Ⅱ 各２   

税法Ⅰ 税法Ⅱ 各２   

☆国際法 1 ☆国際法２ 各２   

☆国際関係論 1 ☆国際関係論２ 各２   

「社会学、経済学（国際経済

を含む。）」 

 

○社会学概論Ⅰ ○社会学概論Ⅱ 各２   

  ミクロ経済学Ⅰ   ミクロ経済学Ⅱ 各２   

   マルクス経済学Ⅰ   マルクス経済学 Ⅱ 各２   

   地域経済学Ⅰ   地域経済学Ⅱ 各２   

   現代日本の社会と経済  現代アジアの社会と経済 各２   

   労働経済学Ⅰ   労働経済学Ⅱ 各２   

   起業論   事業創造論 各２   

   マクロ経済学Ⅰ   マクロ経済学Ⅱ 各２   

   社会政策Ⅰ   社会政策Ⅱ 各２   

   入門計量経済学   応用計量経済学 各２   

   公共経済学Ⅰ   公共経済学Ⅱ 各２   

   経済政策Ⅰ   経済政策Ⅱ 各２   

 国際ビジネス論 多国籍企業論 各２   

 国際貿易理論 国際貿易政策 各２   

「哲学、倫理学、宗教学、心

理学」 

 

  哲学概論Ⅰ   哲学概論Ⅱ 各２ （注２）  

  倫理学概論Ⅰ   倫理学概論Ⅱ 各２ （注２）  

  心理学概論Ⅰ   心理学概論Ⅱ 各２ （注２）  

各教科の指導法（情報通信

技術の活用を含む。） 
〇社会科・公民科教育法Ⅰ 〇社会科・公民科教育法Ⅱ 各２   

大学が独自に設定する科目 

 

〇介護等体験Ⅰ 〇介護等体験Ⅱ 各１ 

 
  

 地理学総合演習（人文）  地理学総合演習（自然） 各 2   

 現代教育論 教育政策と教育法 各 2 

2 
  

 ボランティア実習Ⅰ  ボランティア実習Ⅱ 各 2   

（注１）○印のある授業科目の単位は必ず修得すること。 

☆ 印の法学部設置科目は、４科目の範囲で履修できる。 

（注２）いずれかのⅠ・Ⅱをそろえて８単位選択必修。 
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（４）高等学校教諭一種免許状（商業） 

科目区分     科  目  名   （注１） 単位数 備考 
修 得 

ﾁｪｯｸ欄 

職業指導 ○職業指導Ⅰ ○職業指導Ⅱ 各２   

商業の関係科目 ○商学総論 ○流通システム論 各２   

   初級簿記Ⅰ   初級簿記Ⅱ 各２   

   情報リテラシー１   情報リテラシー２ 各２   

 ○経営学総論Ⅰ ○経営学総論Ⅱ 各２   

   広告論   広告政策論 各２   

   株式会社と証券市場   経済と株価 各２   

   近代金融論   現代金融論 各２   

   会計学入門   会計制度論 各２   

   債権法総論   債権法各論 各２   

   商法総則・会社法総論   会社法各論 各２   

 近代商業史   現代商業史 各２   

   経営管理基礎理論   経営管理応用理論 各２   

   企業の財務活動   財務的意思決定 各２   

   労務管理   人事管理 各２   

   国際通貨   外国為替 各２   

   国際ビジネス環境論    ２   

   国際ビジネス戦略論（理論編）   国際ビジネス戦略論（実践編） 各２   

   国際マーケティングの基礎理論   国際マーケティング業務 各２   

   ビジネスコミュニケーション論   異文化間コミュニケーション論 各２   

   国際ビジネス実務   国際ビジネス実践 各２   

   中級簿記Ⅰ   中級簿記Ⅱ 各２ （注２）  

   上級簿記Ⅰ   上級簿記Ⅱ 各２ （注２）  

   原価計算論Ⅰ   原価計算論Ⅱ 各２   

   会計情報論   会計情報システム論 各２   

   手形・小切手法   金融商品取引法 各２   

    数理統計学 ２   

   財務諸表論   会計原則論 各２   

   財務諸表分析    企業評価論 各２   

   監査制度論   監査報告論 各２   

   管理会計総論   管理会計論 各２   

   法人税税務会計   所得税税務会計 各２   

   開発経済学   開発政策論 各２   

   国際経済学Ⅰ   国際経済学Ⅱ 各２   

    経営数学 ２   

    経営科学 ２   

 プログラミングⅠ（ビジネス処理系言

語） 

プログラミングⅡ（データ処理系言

語） 
各２ 

（注２）  

   マーケティングシステム論   マーケティング情報論 各２   

 近代中小企業論 現代中小企業論 各２   

 ｅ－コマース コンテンツ開発 各２   

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） 〇商業科教育法Ⅰ 〇商業科教育法Ⅱ 各２ 

  

大学が独自に設定する

科目 

〇介護等体験Ⅰ 〇介護等体験Ⅱ 各 1   

 地理学総合演習（人文）  地理学総合演習（自然） 各２   

 現代教育論  教育政策と教育法 各２   

 ボランティア実習Ⅰ  ボランティア実習Ⅱ 各２   

（注１）○印のある授業科目の単位は必ず修得すること。 
（注２）いずれか８単位選択必修。 
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（５）高等学校教諭一種免許状（情報） 

科目区分     科  目  名   （注１） 単位数 

 

*備考 

 

修 得 

ﾁｪｯｸ欄 

情報社会（職業に関する

内容を含む。）・情報倫理 ○情報社会と倫理 ２   

コンピュータ・情報処理 ○コンピュータコミュニケーション ２   

○コンピュータの構成 ２   

○ソフトウェア論 ２   

○統計学 ２   

○情報数学 ２   

 プログラミングⅠ（システム開発系言語） ２ （注２）  

 プログラミングⅡ（応用システム開発系言語） ２ （注２）  

 プログラミングⅠ（ソフトウェア開発系言語） ２ （注２）  

 プログラミングⅡ（応用ソフトウェア開発系言語） ２ （注２）  

 データサイエンス ２   

○情報科学概論 ２   

情報システム  データベース ２   

○Webデータベース ２   

○メディアデザイン ２   

○システム設計論 ２   

○アプリケーション論 ２   

情報通信ネットワーク 
○ネットワーク論 ２   

○情報環境論 ２   

マルチメディア表現・マル

チメディア技術 
○マルチメディア論 ２   

○シミュレーション ２   

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） ○情報科教育法Ⅰ ○情報科教育法Ⅱ 各 2   

大学が独自に設定する科

目 〇介護等体験Ⅰ 〇介護等体験Ⅱ 
各 1 

 
  

大学が独自に設定する科

目 
 地理学総合演習（人文）  地理学総合演習（自然） 各 2   

 現代教育論 教育政策と教育法 各 2   

 ボランティア実習Ⅰ  ボランティア実習Ⅱ 各 2   

     

（注１）○印のある授業科目の単位は必ず修得すること。 
（注２）プログラミングについてはⅠ・Ⅱをそろえて４単位必修。 
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（５）高等学校教諭一種免許状（情報） 

科目区分     科  目  名   （注１） 単位数 

 

*備考 

 

修 得 

ﾁｪｯｸ欄 

情報社会（職業に関する

内容を含む。）・情報倫理 ○情報社会と倫理 ２   

コンピュータ・情報処理 ○コンピュータコミュニケーション ２   

○コンピュータの構成 ２   

○ソフトウェア論 ２   

○統計学 ２   

○情報数学 ２   

 プログラミングⅠ（システム開発系言語） ２ （注２）  

 プログラミングⅡ（応用システム開発系言語） ２ （注２）  

 プログラミングⅠ（ソフトウェア開発系言語） ２ （注２）  

 プログラミングⅡ（応用ソフトウェア開発系言語） ２ （注２）  

 データサイエンス ２   

○情報科学概論 ２   

情報システム  データベース ２   

○Webデータベース ２   

○メディアデザイン ２   

○システム設計論 ２   

○アプリケーション論 ２   

情報通信ネットワーク 
○ネットワーク論 ２   

○情報環境論 ２   

マルチメディア表現・マル

チメディア技術 
○マルチメディア論 ２   

○シミュレーション ２   

各教科の指導法（情報通

信技術の活用を含む。） ○情報科教育法Ⅰ ○情報科教育法Ⅱ 各 2   

大学が独自に設定する科

目 〇介護等体験Ⅰ 〇介護等体験Ⅱ 
各 1 

 
  

大学が独自に設定する科

目 
 地理学総合演習（人文）  地理学総合演習（自然） 各 2   

 現代教育論 教育政策と教育法 各 2   

 ボランティア実習Ⅰ  ボランティア実習Ⅱ 各 2   

     

（注１）○印のある授業科目の単位は必ず修得すること。 
（注２）プログラミングについてはⅠ・Ⅱをそろえて４単位必修。 
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タ
ー

 
第

3
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

4
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

5
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

6
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

7
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

8
セ
メ
ス
タ
ー

 

教
育
の
基
礎

的
理
解
に
関
す

る
科
目
等
（
2
0

単
位
以
上

 

 

○
教
職
概
論
（2
） 

○
教
育
原
論
（2
） 

○
教
育
心
理
学
（2
） 

（第
３
～
第
６
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

○
教
育
制
度
論
（
2
） 

 
○
教
育
方
法
（
2
） 
〇
教
育
課
程
論
（2
） 
〇
特
別
支
援
教
育
（2
） 

○
情
報
通
信
技
術
活
用
論
（２
）
 

 

2
6
単
位

必
修

 

5
9
単
位

以
上
修

得
す
る
こ

と
 

 

（第
３
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

○
道
徳
教
育
（
2
） 

 
○
特
別
活
動
の
指
導
法
（
2
） 
〇
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
指
導
法
（
2
） 
○
生
徒
指
導
及
び
進
路
指
導
（
2
）
 

（第
５
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
○
生
徒
指
導
及
び
教
育
相
談
（
2
）
 

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

（７
単
位
以
上
）
 

教
育
実
習

 
 

○
教
育
実
習
Ⅰ
（1
） 

 

○
教
育
実
習
Ⅱ
（
2
） 

○
教
育
実
習
Ⅲ
（
2
） 

５
単
位

必
修

 

教
職
実
践
演
習

 
 

○
教
職
実
践
演
習
（
2
） 

２
単
位

必
修

 

教
科
及
び
教

科
の
指
導
法
に

関
す
る
科
目

 

（
2
8
単
位

 

以
上
） 

日
本
史
・外

国

史
 

（第
１
～
第
６
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

○
日
本
史
概
説
Ⅰ
（2
） 
○
日
本
史
概
説
Ⅱ
（2
） 
○
外
国
史
概
説
Ⅰ
（
2
） 
○
外
国
史
概
説
Ⅱ
（2
） 

  

8
単
位

必
修

 

地
理
学
（地

誌

を
含
む
） 

（第
１
～
第
６
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

○
人
文
地
理
学
概
論
（2
） 
○
自
然
地
理
学
概
論
Ⅰ
（2
） 
○
自
然
地
理
学
概
論
Ⅱ
（
2
） 
○
地
誌
学
概
説
（
2
） 

 
8
単
位

必
修

 

哲
学
、
倫
理

学
、
宗
教
学

 

（第
1
～
第
６
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
 

哲
学
概
論
Ⅰ
（2
） 
哲
学
概
論
Ⅱ
（
2
） 
倫
理
学
概
論
Ⅰ
（
2
）
 
倫
理
学
概
論
Ⅱ
（
2
） 

 
4
単
位

選
択
必

修
 

法
律
学
、
政
治

学
 

（第
１
～
第
６
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

○
政
治
学
概
論
Ⅰ
（2
） 
○
政
治
学
概
論
Ⅱ
（2
） 

 
4
単
位

必
修

 

（第
１
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

 
 
民
法
総
則
（2
）
 

 
物
権
法
（2
）
 

（第
３
～
第
６
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
 

経
済
法
Ⅰ
（2
）
 
経
済
法
Ⅱ
（
2
） 
労
働
法
の
基
礎
（
2
） 
労
働
法
の
応
用
（
2
） 

社
会
学
、
経
済

学
 

（第
１
～
第
６
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
 

 

 
○
社
会
学
概
論
Ⅰ
（2
） 
〇
社
会
学
概
論
Ⅱ
（2
） 

 
4
単
位

必
修

 

 
（第

３
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
 

マ
ク
ロ
経
済
学
Ⅰ
（
2
） 
マ
ク
ロ
経
済
学
Ⅱ
（
2
） 
地
域
経
済
学
Ⅰ
（2
） 
地
域
経
済
学
Ⅱ
（
2
） 
現
代
日
本
の
社
会
と
経
済
（
2
） 

 
現
代
ア
ジ
ア
の
社
会
と
経
済
（
2
） 

社
会
政
策
Ⅰ
（
2
） 
社
会
政
策
Ⅱ
（
2
） 
入
門
計
量
経
済
学
（
2
） 
応
用
計
量
経
済
学
（
2
） 
起
業
論
（2
）
 
事
業
創
造
論
（2
） 
経
済
史
Ⅰ
（
2
） 
経
済
史
Ⅱ
（2
）
 

ミ
ク
ロ
経
済
学
Ⅰ
（
2
） 
ミ
ク
ロ
経
済
学
Ⅱ
（
2
） 

 

マ
ル
ク
ス
経
済
学
Ⅰ
（
2
） 
マ
ル
ク
ス
経
済
学
Ⅱ
（
2
） 

 

 

消
費
経
済
学
（家

計
と
企
業
）（

2
） 

消
費
経
済
学
（家

計
と
政
府
）（

2
） 

（第
５
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
 

公
共
経
済
学
Ⅰ
（2
） 
公
共
経
済
学
Ⅱ
（
2
） 

労
働
経
済
学
Ⅰ
（2
） 

 

労
働
経
済
学
Ⅱ
（2
） 

経
済
政
策
Ⅰ
（
2
） 
経
済
政
策
Ⅱ
（2
） 

各
教
科
の
指
導

法
 

 
 

○
社
会
科
・地

理
歴
史
科
教
育
法
Ⅰ
（2
） 

○
社
会
科
・地

理
歴
史
科
教
育
法
Ⅱ
（2
） 

○
社
会
科
・公

民
科
教
育
法
Ⅰ
（2
） 

○
社
会
科
・公

民
科
教
育
法
Ⅱ
（2
） 

 

８
単
位

必
修

 

大
学
が
独
自
に

設
定
す
る

 

（
4
単
位

 

以
上
） 

 

 
○
介
護
等
体
験
Ⅰ
（
1
） 

○
介
護
等
体
験
Ⅱ
（1
） 

 
２
単
位

必
修

 

地
理
学
総
合
演
習
（自

然
）（

2
） 

 
地
理
学
総
合
演
習
（人

文
）（

2
） 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ⅰ
（
2
） 

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ⅱ
（
2
） 

現
代
教
育
論
（
2
）教

育
政
策
と
教
育
法
（
2
） 

 
 

教
員
免
許
状

取
得
に
必
要
な

そ
の
他
の
科
目

 

（
1
0
単
位

 

以
上
） 

日
本
国
憲
法

 
○
憲 憲
法
（2
） 

 
 

 

2
単
位

必
修

 

1
0
単
位

必
修

 

情
報
機
器
の
操

作
 

○
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
１
（2
）
 

○
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
２
（2
）
 

 
4
単
位

必
修

 

外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

 

○
英
語
ﾘｽ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ・
ｽ
ﾋ
ﾟｰ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞ１
（1
） 

○
英
語
ﾘｽ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ・
ｽ
ﾋ
ﾟｰ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞ２
（1
） 

 
2
単
位

必
修

 

体
育

 
○
健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ⅰ
（1
） 

○
健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ⅱ
（1
） 

 
2
単
位

必
修
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4
0 

  
 
 

 
 

 

  
教
職
課
程
履
修
科
目
お
よ
び
単
位
修
得
の
方
法
（高

等
学
校
地
理
歴
史
科
）

 
  

 
 

 
 

 ○
印
は
本
学
教
職
課
程
必
修
科
目

  
 
  

 

 
 
 
科
目
区
分

 
１
 
年

 
次

 
２

 
年

 
次

 
３
 
年

 
次

 
４
 
年

 
次

 
 
 
 
備
考

 
（本

学
に
お
け
る

 

必
修
単
位
数
等
） 

第
1
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

2
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

3
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

4
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

5
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

6
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

7
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

8
セ
メ
ス
タ
ー

 

教
育
の
基
礎

的
理
解
に
関
す

る
科
目
等
（
1
8

単
位
以
上
）
 

 

○
教
職
概
論
（2
） 

○
教
育
原
論
（2
） 

○
教
育
心
理
学
（2
） 

（第
３
～
第
６
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

○
教
育
制
度
綸
（
2
） 

 
○
教
育
方
法
（
2
）〇

教
育
課
程
論
（2
） 
〇
特
別
支
援
教
育
（
2
） 

〇
情
報
通
信
技
術
活
用
論
（２
）
 

 

2
4
単
位

必
修

 

5
9
単
位

以
上
修

得
す
る

こ
と

 

（第
３
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

 
○
特
別
活
動
の
指
導
法
（
2
） 
〇
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
指
導
法
（
2
） 
○
生
徒
指
導
及
び
進
路
指
導
（2
） 
道
徳
教
育
（
2
） 

 

（第
５
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
○
生
徒
指
導
及
び
教
育
相
談
（
2
）
 

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

 

（５
単
位
以
上
）
 

教
育
実
習

 
 

○
教
育
実
習
Ⅰ
（1
） 

教
育
実
習
Ⅱ
（
2
） 

○
教
育
実
習
Ⅲ
（
2
） 

3
単
位

必
修

 

教
職
実
践
演

習
 

 
○
教
職
実
践
演
習
（
2
） 

２
単
位

必
修

 

教
科
及
び
教

科
の
指
導
法
に

関
す
る
科
目

 

（
2
4
単
位

 

以
上
） 

日
本
史

 

（第
１
～
第
６
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

○
日
本
史
概
説
Ⅰ
（2
） 
○
日
本
史
概
説
Ⅱ
（2
） 
○
日
本
史
特
論
Ⅰ
（
2
） 
○
日
本
史
特
論
Ⅱ
（2
） 

 
8
単
位

 

必
修

 

（第
１
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

☆
印
は

法
学
部

開
設
科

目
 

日
本
文
化
史
Ⅰ
（2
） 
日
本
文
化
史
Ⅱ
（
2
） 

日
本
古
代
・中

世
経
済
史
（2
） 

 
日
本
近
世
・近

・現
代
経
済
史
（
2
） 

 

外
国
史

 

（第
１
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

4
単
位

 

必
修

 

☆
印
は

法
学
部

開
設
科

目
 

○
外
国
史
概
説
Ⅰ
（2
） 

○
外
国
史
概
説
Ⅱ
（2
） 

外
国
史
特
論
Ⅰ
（2
） 

外
国
史
特
論
Ⅱ
（2
） 

 

（第
３
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
 

外
国
文
化
史
Ⅰ
（
2
） 
外
国
文
化
史
Ⅱ
（
2
） 
経
済
史
Ⅰ
（
2
） 
経
済
史
Ⅱ
（2
）
 

☆
政
治
史
（外

国
政
治
史
）
1
（2
） 

☆
政
治
史
（外

国
政
治
史
）
２
（2
） 

 

☆
東
洋
法
制
史
１
（2
） 
☆
東
洋
法
制
史
２
（2
） 

☆
西
洋
法
制
史
１
（2
） 
☆
西
洋
法
制
史
２
（2
） 

 

人
文
地
理

学
・自

然
地

理
 

（第
１
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

自
然
地
理
学
特
論
Ⅰ
（2
）自

然
地
理
学
特
論
Ⅱ
（2
）人

文
地
理
学
特
論
Ⅰ
（
2
）人

文
地
理
学
特
論
Ⅱ
（2
） 

 

（第
１
～
第
６
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）○

人
文
地
理
学
概
論
（
2
） 
○
自
然
地
理
学
概
論
Ⅰ
（
2
） 
○
自
然
地
理
学
概
論
Ⅱ
（
2
） 

 
6
単
位

 

必
修

 

 
（第

３
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
地
域
経
済
学
Ⅰ
（2
） 
地
域
経
済
学
Ⅱ
（
2
） 

 
現
代
日
本
の
社
会
と
経
済
（
2
） 

 
現
代
ア
ジ
ア
の
社
会
と
経
済
（
2
） 

 
 

地
誌

 
（第

１
～
第
６
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

○
地
誌
学
概
説
（2
） 

 
2
単
位

 

必
修

 

各
教
科
の
指

導
法

 
 

○
社
会
科
・地

理
歴
史
科
教
育
法
Ⅰ
（2
） 

○
社
会
科
・地

理
歴
史
科
教
育
法
Ⅱ
（2
） 

 
４
単
位

必
修

 

大
学
が
独
自
に

設
定
す
る
科
目

（
1
2
単
位

 

以
上
） 

 

 
○
介
護
等
体
験
Ⅰ
（
1
） 

○
介
護
等
体
験
Ⅱ
（1
） 

 
２
単
位

必
修

 

 
地
理
学
総
合
演
習
（自

然
）（

2
） 

 
地
理
学
総
合
演
習
（人

文
）（

2
） 

 
 

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ⅰ
（
2
） 

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ⅱ
（
2
） 

現
代
教
育
論
（
2
） 

 
教
育
政
策
と
教
育
法
（
2
） 

 

教
育
免
許
状

取
得
に
必
要
な

そ
の
他
の
科
目

 

（
1
0
単
位

 

以
上
） 

日
本
国
憲
法

 
○
憲
法
（2
） 

 
2
単
位

 

必
修

 

1
0
単
位

必
修

 

情
報
機
器
の

操
作

 

○
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
１
（2
）
 

○
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
２
（2
）
 

 
4
単
位

 

必
修

 

外
国
語
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
 

○
英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
･ス
ピ
ー
キ
ン
グ
１
（1
） 

○
英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
･ス
ピ
ー
キ
ン
グ
２
（1
） 

 
2
単
位

 

必
修

 

体
育

 
○
健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ⅰ
（1
） 

○
健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ⅱ
（1
） 

 
2
単
位

 

必
修

 

  
 
 

 
 

 
 

40



4
1 

   教
職
課
程
履
修
科
目
お
よ
び
単
位
修
得
の
方
法
（高

等
学
校
公
民
科
）
 

 
 

 
 
 
○
印
は
本
学
教
職
課
程
必
修
科
目

  
 
  

 

 
 
 
科
目
区
分

 
１
 
年

 
次

 
２
 
年

 
次

 
３
 
年

 
次

 
４
 
年

 
次

 
 
 
 
備
考

 
（本

学
に
お
け
る

 

必
修
単
位
数
等
） 

第
1
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

2
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

3
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

4
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

5
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

6
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

7
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

8
セ
メ
ス
タ
ー

 

教
育
の
基
礎
的

理
解
に
関
す
る

科
目
等
（
1
8
単

位
以
上
）
 

 

○
教
職
概
論
（2
） 

○
教
育
原
論
（2
） 

○
教
育
心
理
学
（2
） 

（第
３
～
第
６
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

○
教
育
制
度
論
（
2
） 

 
○
教
育
方
法
（
2
） 
〇
教
育
課
程
論
（
2
） 
〇
特
別
支
援
教
育
（
2
） 

〇
情
報
通
信
技
術
活
用
論
（２
）
 

 

2
4
単
位

必
修

 

5
9
単
位

以
上
修

得
す
る
こ

と
 

（第
３
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

 
○
特
別
活
動
の
指
導
法
（
2
） 
〇
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
指
導
法
（
2
） 
○
生
徒
指
導
及
び
進
路
指
導
（2
） 
道
徳
教
育
（
2
） 

 

（第
５
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
○
生
徒
指
導
及
び
教
育
相
談
（
2
）
 

教
育
実
践
に
関

す
る
科
目

(５
単

位
以
上

) 

教
育
実
習

 
 

○
教
育
実
習

I（
1
） 

 

教
育
実
習
Ⅱ
（
2
） 

○
教
育
実
習
Ⅲ
（
2
） 

3
単
位

必
修

 

教
職
実
践

演
習

 
 

○
教
職
実
践
演
習
（
2
） 

２
単
位

必
修

 

教
科
及
び
教
科

の
指
導
法
に
関

す
る
科
目

 

（
2
4
単
位

 

以
上
） 

法
律
学

 

（国
際
法
を

含
む
）、

 

政
治
学

 

（国
際
政
治

を
含
む
） 

（第
１
～
第
６
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）○

政
治
学
概
論

I（
2
）○

政
治
学
概
論

II（
2
） 

 
4
単
位

必
修

 

（第
１
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

☆
印
は

法
学
部

設
置
科

目
 

民
法
総
則

 
（2
）
 

物
権
法

 
（2
）
 

（第
３
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
 

経
済
法

I（
2
） 
経
済
法

II（
2
） 
労
働
法
の
基
礎
（
2
） 
労
働
法
の
応
用
（
2
） 
税
法
Ⅰ
（2
） 
税
法
Ⅱ
（2
）
 

☆
国
際
法
１
（
2
） 
☆
国
際
法
２
（2
） 

 
☆
国
際
関
係
論
１
（4
） 
☆
国
際
関
係
論
２
（
2
） 

社
会
学
、
 

経
済
学

 

（国
際
経
済

を
含
む
） 

（第
１
～
第
６
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

○
社
会
学
概
論

I（
2
） 
○
社
会
学
概
論

II（
2
） 

 
4
単
位

必
修

 

 

（第
3
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
 

マ
ク
ロ
経
済
学
Ⅰ
（
2
） 
マ
ク
ロ
経
済
学
Ⅱ
（
2
） 

 
地
域
経
済
学
Ⅰ
（
2
） 
地
域
経
済
学
Ⅱ
（
2
） 

 
現
代
日
本
の
社
会
と
経
済
（
2
） 

 
現
代
ア
ジ
ア
の
社
会
と
経
済
（
2
） 

国
際
貿
易
理
論
（
2
） 

 
国
際
貿
易
政
策
（
2
） 
入
門
計
量
経
済
学
（
2
） 
応
用
計
量
経
済
学
（
2
） 

 

社
会
政
策

I 
（2
） 
社
会
政
策

II（
2
） 
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
論
（2
） 
多
国
籍
企
業
論
（2
）
 
起
業
論
（2
） 
事
業
創
造
論
（
2
） 

 

ミ
ク
ロ
経
済
学
Ⅰ
（
2
） 
ミ
ク
ロ
経
済
学
Ⅱ
（
2
） 
マ
ル
ク
ス
経
済
学

I（
2
） 
マ
ル
ク
ス
経
済
学

II（
2
） 

 

 
 

 

（第
５
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
 

公
共
経
済
学
Ⅰ
（2
） 
公
共
経
済
学
Ⅱ
（2
） 

労
働
経
済
学
Ⅰ
（2
） 

労
働
経
済
学
Ⅱ
（2
） 

経
済
政
策
Ⅰ
（
2
） 

経
済
政
策
Ⅱ
（2
） 

哲
学
、
倫
理

学
、
宗
教

学
、
心
理
学

 

（第
１
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

哲
学
概
論

I（
2
） 
哲
学
概
論

II（
2
） 
倫
理
学
概
論

I（
2
） 
倫
理
学
概
論

II（
2
） 
心
理
学
概
論

I（
2
） 
心
理
学
概
論

II（
2
） 

8
単
位

選
択
必

修
 

各
教
科
の

指
導
法

 
 

○
社
会
科
･公

民
科
教
育
法

I（
2
） 

○
社
会
科
･公

民
科
教
育
法

II（
2
） 

 
4
単
位

必
修

 

大
学
が
独
自
に

設
定
す
る
科
目

 

（
1
2
単
位

 

以
上
）
 

 
 

○
介
護
等
体
験
Ⅰ
（
1
） 

○
介
護
等
体
験
Ⅱ
（1
） 

 
2
単
位

必
修

 

地
理
学
総
合
演
習
（自

然
）（

2
） 

 
地
理
学
総
合
演
習
（人

文
）（

2
） 

 
 

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ⅰ
（
2
） 

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ⅱ
（
2
） 

現
代
教
育
論
（
2
） 

 
教
育
政
策
と
教
育
法
（
2
） 

 

 

教
育
免
許
状

 

取
得
に
必
要

 

な
そ
の
他
の

 

科
目

 

（
1
0
単
位

 

以
上
） 

日
本
国
憲

法
 

○
憲
法
（2
） 

 
2
単
位

必
修

 

1
0
単
位

必
修

 

情
報
機
器

の
操
作

 

○
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
１
（2
）
 

○
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
２
（2
）
 

 
4
単
位

必
修

 

外
国
語
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

 

○
英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
・ス
ピ
ー
キ
ン
グ
１
（1
） 

○
英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
・ス
ピ
ー
キ
ン
グ
２
（1
） 

 
2
単
位

必
修

 

体
育

 
○
健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
技

I（
1
） 

○
健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
技

II（
1
） 

 
2
単
位

必
修
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4
2 

  
 
 

 
 

 
 

 教
職
課
程
履
修
科
目
お
よ
び
単
位
修
得
の
方
法
（高

等
学
校
商
業
科
）

  
 
 
 

 
 

 ○
印
は
本
学
教
職
課
程
必
修
科
目

 
△
印
は
本
学
教
職
課
程
選
択
必
修
科
目

 

 
 
 
科
目
区
分

 
（ 
）内

は
法
令
上
必
要
と

 

さ
れ
る
単
位
数

 

１
 
年

 
次

 
２
 
年

 
次

 
３
 
年

 
次

 
４
 
年

 
次

 
備
考

 
（本

学
に
お
け
る

 

必
修
単
位
数
等
）  

第
1
セ
メ
ス
タ
ー
 

第
2
セ
メ
ス
タ
ー
 

第
3
セ
メ
ス
タ
ー
 

第
4
セ
メ
ス
タ
ー
 

第
5
セ
メ
ス
タ
ー
 

第
6
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

7
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

8
セ
メ
ス
タ
ー

 

教
育
の
基
礎
的

理
解
に
関
す
る

科
目
等

 

（1
8
単
位

 

以
上
） 

 

○
教
職
概
論
（2
）
 

○
教
育
原
論
（2
） 

○
教
育
心
理
学
（2
） 

 
（第

３
～
第
６
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
 

○
教
育
制
度
論
（2
） 
○
教
育
方
法
（
2
）〇

教
育
課
程
論
（2
） 
〇
特
別
支
援
教
育
（
2
） 

〇
情
報
通
信
技
術
活
用
論
（２
）
 

 
2
4
単

位
必
修

 

5
9
単
位

以
上
修

得
す
る

こ
と

 

（第
３
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
○
特
別
活
動
の
指
導
法
（
2
） 
〇
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
指
導
法
（
2
） 
○
生
徒
指
導
及
び
進
路
指
導
（
2
） 

 
道
徳
教
育
（2
） 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
（第

５
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
○
生
徒
指
導
及
び
教
育
相
談
（2
）
 

教
育
実
践
に
関

す
る
科
目
（５
単

位
以
上
） 

教
育
実
習

 
 

○
教
育
実
習
Ⅰ
（1
） 

 

教
育
実
習
Ⅱ
（2
） 

○
教
育
実
習
Ⅲ
（2
） 

3
単
位

必
修

 

教
職
実
践

演
習

 
 

○
教
職
実
践
演
習
（2
） 

２
単
位

必
修

 

教
科
及
び
教
科

の
指
導
法
に
関

す
る
科
目
（2

4

単
位

 以
上
） 

職
業
指
導

 
 

（第
3
～
第
６
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

○
職
業
指
導
Ⅰ
（2
） 
○
職
業
指
導
Ⅱ
（
2
） 

 
4
単
位

必
修

 

商
業
の

 

関
係
科
目

 

（第
１
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

○
商
学
総
論
（2
）○

流
通
シ
ス
テ
ム
論
（
2
） 

 
 

 

4
単
位

必
修

 

（第
１
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

△
印
か

ら
合
計

8
単
位

選
択
必

修
 

 

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
１
（2
）
 

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
２
（2
）
 

初
級
簿
記
Ⅰ
（2
） 

初
級
簿
記
Ⅱ
（2
） 

経
営
数
学
（2
）  

（第
３
～
第
４
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
 

 

近
代
商
業
史
（2
） 
現
代
商
業
史
（
2
） 

△
中
級
簿
記
Ⅰ
（2
） 
△
中
級
簿
記
Ⅱ
（
2
） 

 

△
上
級
簿
記
Ⅰ
（2
） 
△
上
級
簿
記
Ⅱ
（
2
） 

 

会
計
学
入
門
（2
） 
会
計
制
度
論
（
2
）  

（第
５
～
第
６
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

経
営
管
理
基
礎
理
論
（
2
） 

 

経
営
管
理
応
用
理
論
（
2
） 

 

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
論
（理

論
編
）（

2
） 

 

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
論
（実

践
編
）（

2
） 

 

国
際
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
理
論
（
2
） 

 

国
際
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務
（
2
） 

 

財
務
諸
表
論
（2
） 
会
計
原
則
論
（
2
） 

 

△
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅰ
（ビ
ジ
ネ
ス
処
理
系
言
語
）（

2
） 

△
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅱ
（デ

ー
タ
処
理
系
言
語
）（

2
）
 

企
業
の
財
務
活
動
（
2
） 
財
務
的
意
思
決
定
（2
） 

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
（
2
） 

異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
（
2
） 

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
（2
） 

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
（2
） 

管
理
会
計
総
論
（2
）管

理
会
計
論
（2
） 

国
際
経
済
学
Ⅰ
（2
） 

国
際
経
済
学
Ⅱ
（2
） 

法
人
税
税
務
会
計
（
2
）
 
所
得
税
税
務
会
計
（
2
）
e
-
コ

マ
ー
ス
（
2
） 
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
（
2
） 

経
営
科
学
（2
）
 

（第
３
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

広
告
論
（2
） 
広
告
政
策
論
（
2
）労

務
管
理
（2
） 
人
事
管
理
（
2
） 

 

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
論
（2
） 

 
数
理
統
計
学
（2
） 
国
際
通
貨
（
2
） 
外
国
為
替
（
2
） 

 

原
価
計
算
論
Ⅰ
（2
） 
原
価
計
算
論
Ⅱ
（
2
） 
監
査
制
度
論
（
2
） 
監
査
報
告
論
（
2
） 
商
法
総
則
・会

社
法
総
論
（
2
） 
会
社
法
各
論
（
2
） 

手
形
・小

切
手
法
（2
）
 
金
融
商
品
取
引
法
（
2
）
 
債
権
法
総
論
（
2
）
 
債
権
法
各
論
（
2
） 
会
計
情
報
論
（
2
） 
会
計
情
報
シ
ス
テ
ム
論
（
2
）株

式
会
社
と
証
券
市
場
（
2
） 
経

済
と
株
価
（
2
） 
財
務
諸
表
分
析
（2
） 
企
業
評
価
論
（
2
） 
近
代
中
小
企
業
論
（
2
） 
現
代
中
小
企
業
論
（2
）
 

近
代
金
融
論
（2
） 
現
代
金
融
論
（
2
） 
関
発
経
済
学
（
2
） 
開
発
政
策
論
（2
）
 
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
論
（
2
） 
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
論
（
2
） 

経
営
学
総
論
Ⅰ
（2
） 
経
営
学
総
論
Ⅱ
（
2
） 

各
教
科
の

教
育
法

 
 

○
商
業
科
教
育
法
Ⅰ
（
2
） 

○
商
業
科
教
育
法
Ⅱ
（
2
） 

 
４
単
位

必
修

 

大
学
が
独
自
に

設
定
す
る
（1

2

単
位
） 

 
 

○
介
護
等
体
験
Ⅰ
（1
） 

○
介
護
等
体
験
Ⅱ
（
1
） 

 
2
単
位

必
修

 

地
理
学
総
合
演
習
（自

然
）（

2
） 

 
地
理
学
総
合
演
習
（人

文
）（

2
） 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ⅰ
（
2
） 

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ⅱ
（
2
） 

現
代
教
育
論
（2
） 
教
育
政
策
と
教
育
法
（
2
） 

 

教
育
免
許
状

取
得
に
必
要
な

そ
の
他
の
科
目

 

（1
0
単
位

 

以
上
） 

日
本
国
憲

法
 

○
憲
法
（2
）
 

 
2
単
位

必
修

 

1
0
単
位

 

必
修

 

情
報
機
器

の
操
作

 

○
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
１
（2
）
 

○
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
２
（2
）
 

 
4
単
位

必
修

 

外
国
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

 

○
英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
・ス
ビ
ー
キ
ン
グ
１
（1
） 

○
英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
・ス
ビ
ー
キ
ン
グ
２
（1
） 

 
2
単
位

 

必
修

 

体
育

 
○
健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ⅰ
（1
） 

○
健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ⅱ
（1
） 

 
2
単
位

必
修

 

4
3 

   
 

 
 

 
教
職
課
程
履
修
科
目
お
よ
び
単
位
修
得
の
方
法
（
高
等
学
校
情
報
科
）

 
  

 
 

 
 

 ○
印
は
本
学
教
職
課
程
必
修
科
目

  
 
  

 

 
 
科
目
区
分

 
（ 
）内

は
法
令
上
必
要
と

 

さ
れ
る
単
位
数
 

１
 
年

 
次

 
２
 
年

 
次

 
３
 
年

 
次

 
４
 
年

 
次

 
 
 
備
考

 
（本

学
に
お
け
る

 

必
修
単
位
数
等
） 

第
1
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

2
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

3
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

4
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

5
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

6
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

7
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

8
セ
メ
ス
タ
ー

 

教
育
の
基
礎

的
理
解
に
関

す
る
科
目
等

 

（1
8
単
位

 

以
上
） 

 

○
教
職
概
論
（2
） 

○
教
育
原
論
（2
） 

○
教
育
心
理
学
（2
） 

（第
３
～
第
６
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
 

○
教
育
制
度
論
（2
） 

 
○
教
育
方
法
（
2
） 
〇
教
育
課
程
論
（
2
） 
〇
特
別
支
援
教
育
（
2
） 

〇
情
報
通
信
技
術
活
用
論
（２
） 

 
2
4
単

位
必
修

 

5
9
単
位

以
上
修

得
す
る
こ

と
 

（第
３
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
○
特
別
活
動
の
指
導
法
（
2
） 
〇
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
指
導
法
（
2
） 
○
生
徒
指
導
及
び
進
路
指
導
（
2
） 

 
道
徳
教
育
（2
） 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
（第

５
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
○
生
徒
指
導
及
び
教
育
相
談
（
2
）
 

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

（５
単
位
以
上
） 

教
育
実
習

 
 

○
教
育
実
習
Ⅰ
（
1
） 

 

教
育
実
習
Ⅱ
（2
） 

○
教
育
実
習
Ⅲ
（2
） 

3
単
位

必
修

 

教
職
実
践
演

習
 

 
○
教
職
実
践
演
習
（2
） 

２
単
位

必
修

 

教
科
及
び
教

科
の
指
導
法
に

関
す
る
科
目

（2
4
単
位

 

以
上
） 

情
報
社
会
・

（職
業
に
関

す
る
内
容
を

含
む
。
）・

 

情
報
倫
理

 

○
情
報
社
会
と
倫
理
（
2
） 

2
単
位

必
修

 

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・情

報
処

理
 

（第
１
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

1
6
単

位
必
修

※
同
一

言
語

Ⅰ
､Ⅱ

を

選
択
必

修
 

○
情
報
数
学

 
（2
） 

 

○
情
報
科
学
概
論

 
（2
）
 

（第
３
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
2
） 

○
ソ
フ
トウ
ェ
ア
論
（
2
）○

統
計
学
（
2
） 

※
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅰ
（シ
ス
テ
ム
開
発
系
言
語
）（

2
） 

※
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅱ
（応

用
シ
ス
テ
ム
開
発
系
言
語
）（

2
） 

※
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅰ
（ソ
フ
トウ
ェ
ア
開
発
系
言
語
）（

2
）
 

※
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅱ
（応

用
ソ
フ
トウ
ェ
ア
開
発
系
言
語
）
（
2
） 

 
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

 

○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
構
成
（
2
） 

情
報
シ
ス
テ

ム
 

 
○
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
（
2
） 

8
単
位

必
修

 
 

 
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
2
）○

W
e
b
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（2
）
 

○
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
（
2
） 

○
シ
ス
テ
ム
設
計
論
（
2
）
 

情
報
通
信
ﾈ

ｯ
ﾄﾜ
ｰｸ

 
 

○
ネ
ッ
トワ
ー
ク
論
（
2
） 

○
情
報
環
境
論
（
2
） 

4
単
位

必
修

 

ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞｨ
ｱ

表
現
・ﾏ
ﾙ
ﾁ

ﾒ
ﾃ
ﾞｨ
ｱ
技
術

 

○
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
論
（
2
） 

4
単
位

必
修

 
 

 
○
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
2
） 

各
教
科
の
指

導
法

 
 

 
〇
情
報
科
教
育
法
Ⅰ
（
2
） 

〇
情
報
科
教
育
法
Ⅱ
（
2
） 

 
4
単
位

必
修

 

大
学
が
独
自
に

設
定
す
る
（1

2

単
位
） 

 
 

○
介
護
等
体
験
Ⅰ
（1
） 

○
介
護
等
体
験
Ⅱ
（
1
） 

 
２
単
位

必
修

 

地
理
学
総
合
演
習
（自

然
）（

2
） 

 
地
理
学
総
合
演
習
（人

文
）（

2
） 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ⅰ
（
2
） 

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ⅱ
（
2
） 

現
代
教
育
論
（2
） 
教
育
政
策
と
教
育
法
（
2
） 

 

教
員
免
許
状

取
得
に
必
要
な

そ
の
他
の
科
目

 
 

（1
0
単
位

 

以
上
） 

日
本
国
憲
法

 
〇
憲
法
（2
） 

 
2
単
位

必
修

 

1
0
単
位

 

+
必
修

 

情
報
機
器
の

操
作

 

○
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
１
（2
）
 

○
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
２
（2
）
 

 
4
単
位

必
修

 

外
国
語
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
 

○
英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
・ス
ビ
ー
キ
ン
グ
１
（1
） 

○
英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
・ス
ビ
ー
キ
ン
グ
２
（1
） 

 
2
単
位

必
修

 

体
育

 
○
健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ⅰ
（1
） 

○
健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ⅱ
（1
） 

 
2
単
位

必
修
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4
3 

   
 

 
 

 
教
職
課
程
履
修
科
目
お
よ
び
単
位
修
得
の
方
法
（
高
等
学
校
情
報
科
）

 
  

 
 

 
 

 ○
印
は
本
学
教
職
課
程
必
修
科
目

  
 
  

 

 
 
科
目
区
分

 
（ 
）内

は
法
令
上
必
要
と

 

さ
れ
る
単
位
数
 

１
 
年

 
次

 
２
 
年

 
次

 
３
 
年

 
次

 
４
 
年

 
次

 
 
 
備
考

 
（本

学
に
お
け
る

 

必
修
単
位
数
等
） 

第
1
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

2
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

3
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

4
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

5
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

6
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

7
セ
メ
ス
タ
ー

 
第

8
セ
メ
ス
タ
ー

 

教
育
の
基
礎

的
理
解
に
関

す
る
科
目
等

 

（1
8
単
位

 

以
上
） 

 

○
教
職
概
論
（2
） 

○
教
育
原
論
（2
） 

○
教
育
心
理
学
（2
） 

（第
３
～
第
６
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
 

○
教
育
制
度
論
（2
） 

 
○
教
育
方
法
（
2
） 
〇
教
育
課
程
論
（
2
） 
〇
特
別
支
援
教
育
（
2
） 

〇
情
報
通
信
技
術
活
用
論
（２
） 

 
2
4
単

位
必
修

 

5
9
単
位

以
上
修

得
す
る
こ

と
 

（第
３
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
○
特
別
活
動
の
指
導
法
（
2
） 
〇
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
指
導
法
（
2
） 
○
生
徒
指
導
及
び
進
路
指
導
（
2
） 

 
道
徳
教
育
（2
） 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
（第

５
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 
○
生
徒
指
導
及
び
教
育
相
談
（2
）
 

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

（５
単
位
以
上
） 

教
育
実
習

 
 

○
教
育
実
習
Ⅰ
（
1
） 

 

教
育
実
習
Ⅱ
（2
） 

○
教
育
実
習
Ⅲ
（2
） 

3
単
位

必
修

 

教
職
実
践
演

習
 

 
○
教
職
実
践
演
習
（2
） 

２
単
位

必
修

 

教
科
及
び
教

科
の
指
導
法
に

関
す
る
科
目

（2
4
単
位

 

以
上
） 

情
報
社
会
・

（職
業
に
関

す
る
内
容
を

含
む
。
）・

 

情
報
倫
理

 

○
情
報
社
会
と
倫
理
（
2
） 

2
単
位

必
修

 

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・情

報
処

理
 

（第
１
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

1
6
単

位
必
修

※
同
一

言
語

Ⅰ
､Ⅱ

を

選
択
必

修
 

○
情
報
数
学

 
（2
） 

 

○
情
報
科
学
概
論

 
（2
）
 

（第
３
～
第
８
セ
メ
ス
タ
ー
履
修
可
能
科
目
）
 

○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
2
） 

○
ソ
フ
トウ
ェ
ア
論
（
2
）○

統
計
学
（
2
） 

※
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅰ
（シ
ス
テ
ム
開
発
系
言
語
）（

2
） 

※
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅱ
（応

用
シ
ス
テ
ム
開
発
系
言
語
）（

2
） 

※
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅰ
（ソ
フ
トウ
ェ
ア
開
発
系
言
語
）（

2
）
 

※
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅱ
（応

用
ソ
フ
トウ
ェ
ア
開
発
系
言
語
）
（
2
） 

 
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

 

○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
構
成
（
2
） 

情
報
シ
ス
テ

ム
 

 
○
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
（
2
） 

8
単
位

必
修

 
 

 
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
2
）○

W
e
b
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（2
）
 

○
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
（
2
） 

○
シ
ス
テ
ム
設
計
論
（
2
）
 

情
報
通
信
ﾈ

ｯ
ﾄﾜ
ｰｸ

 
 

○
ネ
ッ
トワ
ー
ク
論
（
2
） 

○
情
報
環
境
論
（
2
） 

4
単
位

必
修

 

ﾏ
ﾙ
ﾁ
ﾒ
ﾃ
ﾞｨ
ｱ

表
現
・ﾏ
ﾙ
ﾁ

ﾒ
ﾃ
ﾞｨ
ｱ
技
術

 

○
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
論
（
2
） 

4
単
位

必
修

 
 

 
○
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
2
） 

各
教
科
の
指

導
法

 
 

 
〇
情
報
科
教
育
法
Ⅰ
（
2
） 

〇
情
報
科
教
育
法
Ⅱ
（
2
） 

 
4
単
位

必
修

 

大
学
が
独
自
に

設
定
す
る
（1

2

単
位
） 

 
 

○
介
護
等
体
験
Ⅰ
（1
） 

○
介
護
等
体
験
Ⅱ
（
1
） 

 
２
単
位

必
修

 

地
理
学
総
合
演
習
（自

然
）（

2
） 

 
地
理
学
総
合
演
習
（人

文
）（

2
） 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ⅰ
（
2
） 

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
Ⅱ
（
2
） 

現
代
教
育
論
（2
） 
教
育
政
策
と
教
育
法
（
2
） 

 

教
員
免
許
状

取
得
に
必
要
な

そ
の
他
の
科
目

 
 

（1
0
単
位

 

以
上
） 

日
本
国
憲
法

 
〇
憲
法
（2
） 

 
2
単
位

必
修

 

1
0
単
位

 

+
必
修

 

情
報
機
器
の

操
作

 

○
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
１
（2
）
 

○
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
２
（2
）
 

 
4
単
位

必
修

 

外
国
語
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
 

○
英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
・ス
ビ
ー
キ
ン
グ
１
（1
） 

○
英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
・ス
ビ
ー
キ
ン
グ
２
（1
） 

 
2
単
位

必
修

 

体
育

 
○
健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ⅰ
（1
） 

○
健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ⅱ
（1
） 

 
2
単
位

必
修
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７７..商商学学部部ののカカリリキキュュララムムママッッププ  

 

本学では、建学の精神である「公正な社会観と倫理観の涵養」のもと、「少数教育を通じて公正な社会

観と倫理観を涵養し、人権感覚や共生意識を育むことにより、複雑化する現代社会を生き抜くための実

力と創造力を備え、社会に貢献できる有能な人材を育成する」という教育の理念を掲げています。本学は、

教育活動における三つの方針（「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」、「教育課程編成・実

施の方針（カリキュラム・ポリシー）」、「入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー）」）を設定し、「学

修者本位の教育」を実現できるように取り組んでいます。 

 

４年間の学びのなかで体系的な履修を行うことができるように、学修目標と各授業科目の対応関係を

示したものがカリキュラムマップです。本学では、ディプロマ・ポリシー（DP）の要素として、＜１．幅広い知識

と教養＞、＜２．専門的学識＞、＜３．問題発見力・解決力＞、＜４．多様性の理解とコミュニケーション

能力＞、＜５．汎用的な能力＞、＜６．地域連携・社会貢献＞を挙げています。このカリキュラムマップで

は、左側に授業科目、右側に６つの DP が記載され、どの科目を履修すればどのような能力や資質が身に

つくのかを「◎」、「〇」、「△」で示しています。 

 

◎・・・当該 DPの内容を最もよく身につけることができる（関連が特に強い科目） 

〇・・・当該 DPの内容をよく身につけることができる（関連が強い科目） 

△・・・当該 DPに関連した内容を身につけることができる（関連性のある科目） 

 

 商学部の履修に際しては、一に「◎」を参考にして、その科目がどのような能力の育成を主眼に置いてい

るのかを理解してください。＜１．幅広い知識と教養＞は「人文・自然系列科目」に、＜２．専門的学識＞

は「商学系列科目」に、＜３．問題発見力・解決力＞は演習科目等に、＜４．多様性の理解とコミュニケ

ーション能力＞は「外国語科目」等に、＜５．汎用的な能力＞は商学系列の情報系科目等に、＜６．地

域連携・社会貢献＞は「キャリアデザイン」等の科目に、「◎」がついています。 

 また、同じ系列に属する科目間の違いを知りたい場合は、「〇」や「△」も参考にしてください。 

 ただし、このカリキュラムマップは、各科目がカリキュラム全体の中でどのように位置づけられるものである

かを簡易的に示すものに過ぎません。実際に一つ一つの科目の履修を決めるときは、必ず、当該科目の

シラバスでより詳細な説明も読んでから判断するようにしましょう。 

 

  

幅
広

い
知

識
と

教
養

専
門

的
学

識
問

題
発

見
力

・
解

決
力

多
様

性
の

理
解

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

汎
用

的
な

能
力

地
域

連
携

・
社

会
貢

献
DP

1
DP

2
DP

3
DP

4
DP

5
DP

6
商

学
系

列
科

目
初

級
簿

記
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

商
学

系
列

科
目

初
級

簿
記

Ⅱ
1・

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
中

級
簿

記
Ⅰ

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商

学
系

列
科

目
中

級
簿

記
Ⅱ

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商

学
系

列
科

目
上

級
簿

記
Ⅰ

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商

学
系

列
科

目
上

級
簿

記
Ⅱ

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商

学
系

列
科

目
会

計
学

入
門

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
会

計
制

度
論

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
原

価
計

算
論

Ⅰ
2・

3・
4

2
◎

〇
△

商
学

系
列

科
目

原
価

計
算

論
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
会

計
情

報
論

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
会

計
情

報
シ

ス
テ

ム
論

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
財

務
諸

表
論

３
・

４
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
会

計
原

則
論

３
・

４
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
監

査
制

度
論

３
・

４
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
監

査
報

告
論

３
・

４
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
財

務
諸

表
分

析
３

・
４

2
◎

〇
△

商
学

系
列

科
目

企
業

評
価

論
３

・
４

2
◎

〇
△

商
学

系
列

科
目

管
理

会
計

総
論

４
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
管

理
会

計
論

４
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
所

得
税

税
務

会
計

４
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
法

人
税

税
務

会
計

４
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
演

習
Ⅰ

2
4

◎
◎

◎
〇

商
学

系
列

科
目

ビ
ジ

ネ
ス

実
践

講
座

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

・
ゲ

ー
ム

Ⅰ
2・

3・
4

2
◎

〇
商

学
系

列
科

目
ビ

ジ
ネ

ス
実

践
講

座
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・

ゲ
ー

ム
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
〇

商
学

系
列

科
目

演
習

Ⅱ
３

4
◎

◎
◎

〇
商

学
系

列
科

目
演

習
Ⅲ

４
4

◎
◎

◎
〇

商
学

系
列

科
目

資
格

取
得

講
座

（
日

商
簿

記
3級

）
1・

2・
3・

4
4

△
◎

〇
商

学
系

列
科

目
資

格
取

得
講

座
（

日
商

簿
記

2級
）

1・
2・

3・
4

4
△

◎
〇

商
学

系
列

科
目

資
格

取
得

講
座

（
ｶﾗ

ｰｺ
ｰﾃ

ﾞｨ
ﾈｰ

ﾀｰ
3級

）
1・

2・
3・

4
2

〇
◎

△
商

学
系

列
科

目
資

格
取

得
講

座
（

宅
地

建
物

取
引

士
）

1・
2・

3・
4

4
△

◎
〇

商
学

系
列

科
目

資
格

取
得

講
座

（
行

政
書

士
）

1・
2・

3・
4

4
△

◎
〇

商
学

系
列

科
目

資
格

取
得

講
座

（
Ｆ

Ｐ
３

級
）

1・
2・

3・
4

4
△

◎
〇

商
学

系
列

科
目

資
格

取
得

講
座

（
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
検

定
(Ⅲ

級
)）

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

商
学

系
列

科
目

資
格

取
得

講
座

（
秘

書
技

能
検

定
２

級
）

1・
2・

3・
4

2
〇

◎
△

商
学

系
列

科
目

資
格

取
得

講
座

（
M

OS
 W

or
d）

1・
2・

3・
4

2
△

◎
〇

商
学

系
列

科
目

資
格

取
得

講
座

（
M

OS
 E

xc
el

）
1・

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商

学
系

列
科

目
資

格
取

得
講

座
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
△

◎
〇

商
学

系
列

科
目

資
格

取
得

講
座

Ⅱ
1・

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商

学
系

列
科

目
経

営
学

総
論

Ⅰ
2・

3・
4

2
△

◎
〇

商
学

系
列

科
目

経
営

学
総

論
Ⅱ

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商

学
系

列
科

目
経

営
戦

略
論

Ⅰ
2・

3・
4

2
△

◎
〇

商
学

系
列

科
目

経
営

戦
略

論
Ⅱ

2・
3・

4
2

△
◎

〇

科
目

系
列

授
業

科
目

授
業

を
行

う
年

次
単

位
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー

44



幅
広

い
知

識
と

教
養

専
門

的
学

識
問

題
発

見
力

・
解

決
力

多
様

性
の

理
解

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

汎
用

的
な

能
力

地
域

連
携

・
社

会
貢

献
DP

1
DP

2
DP

3
DP

4
DP

5
DP

6
商

学
系

列
科

目
初

級
簿

記
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

商
学

系
列

科
目

初
級

簿
記

Ⅱ
1・

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
中

級
簿

記
Ⅰ

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商

学
系

列
科

目
中

級
簿

記
Ⅱ

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商

学
系

列
科

目
上

級
簿

記
Ⅰ

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商

学
系

列
科

目
上

級
簿

記
Ⅱ

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商

学
系

列
科

目
会

計
学

入
門

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
会

計
制

度
論

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
原

価
計

算
論

Ⅰ
2・

3・
4

2
◎

〇
△

商
学

系
列

科
目

原
価

計
算

論
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
会

計
情

報
論

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
会

計
情

報
シ

ス
テ

ム
論

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
財

務
諸

表
論

３
・

４
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
会

計
原

則
論

３
・

４
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
監

査
制

度
論

３
・

４
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
監

査
報

告
論

３
・

４
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
財

務
諸

表
分

析
３

・
４

2
◎

〇
△

商
学

系
列

科
目

企
業

評
価

論
３

・
４

2
◎

〇
△

商
学

系
列

科
目

管
理

会
計

総
論

４
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
管

理
会

計
論

４
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
所

得
税

税
務

会
計

４
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
法

人
税

税
務

会
計

４
2

◎
〇

△
商

学
系

列
科

目
演

習
Ⅰ

2
4

◎
◎

◎
〇

商
学

系
列

科
目

ビ
ジ

ネ
ス

実
践

講
座

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

・
ゲ

ー
ム

Ⅰ
2・

3・
4

2
◎

〇
商

学
系

列
科

目
ビ

ジ
ネ

ス
実

践
講

座
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・

ゲ
ー

ム
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
〇

商
学

系
列

科
目

演
習

Ⅱ
３

4
◎

◎
◎

〇
商

学
系

列
科

目
演

習
Ⅲ

４
4

◎
◎

◎
〇

商
学

系
列

科
目

資
格

取
得

講
座

（
日

商
簿

記
3級

）
1・

2・
3・

4
4

△
◎

〇
商

学
系

列
科

目
資

格
取

得
講

座
（

日
商

簿
記

2級
）

1・
2・

3・
4

4
△

◎
〇

商
学

系
列

科
目

資
格

取
得

講
座

（
ｶﾗ

ｰｺ
ｰﾃ

ﾞｨ
ﾈｰ

ﾀｰ
3級

）
1・

2・
3・

4
2

〇
◎

△
商

学
系

列
科

目
資

格
取

得
講

座
（

宅
地

建
物

取
引

士
）

1・
2・

3・
4

4
△

◎
〇

商
学

系
列

科
目

資
格

取
得

講
座

（
行

政
書

士
）

1・
2・

3・
4

4
△

◎
〇

商
学

系
列

科
目

資
格

取
得

講
座

（
Ｆ

Ｐ
３

級
）

1・
2・

3・
4

4
△

◎
〇

商
学

系
列

科
目

資
格

取
得

講
座

（
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
検

定
(Ⅲ

級
)）

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

商
学

系
列

科
目

資
格

取
得

講
座

（
秘

書
技

能
検

定
２

級
）

1・
2・

3・
4

2
〇

◎
△

商
学

系
列

科
目

資
格

取
得

講
座

（
M

OS
 W

or
d）

1・
2・

3・
4

2
△

◎
〇

商
学

系
列

科
目

資
格

取
得

講
座

（
M

OS
 E

xc
el

）
1・

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商

学
系

列
科

目
資

格
取

得
講

座
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
△

◎
〇

商
学

系
列

科
目

資
格

取
得

講
座

Ⅱ
1・

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商

学
系

列
科

目
経

営
学

総
論

Ⅰ
2・

3・
4

2
△

◎
〇

商
学

系
列

科
目

経
営

学
総

論
Ⅱ

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商

学
系

列
科

目
経

営
戦

略
論

Ⅰ
2・

3・
4

2
△

◎
〇

商
学

系
列

科
目

経
営

戦
略

論
Ⅱ

2・
3・

4
2

△
◎

〇

科
目

系
列

授
業

科
目

授
業

を
行

う
年

次
単

位
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー

45



幅
広
い
知
識
と
教
養

専
門
的
学
識

問
題
発
見
力
・
解
決
力

多
様
性
の
理
解
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

汎
用
的
な
能
力

地
域
連
携
・
社
会
貢
献

DP
1

DP
2

DP
3

DP
4

DP
5

DP
6

科
目
系
列

授
業
科
目

授
業
を
行
う

年
次

単
位

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

商
学
系
列
科
目

経
営
管
理
基
礎
理
論

３
・
４

2
△

◎
〇

商
学
系
列
科
目

経
営
管
理
応
用
理
論

３
・
４

2
△

◎
〇

商
学
系
列
科
目

経
営
組
織
論
Ⅰ

３
・
４

2
△

◎
〇

商
学
系
列
科
目

経
営
組
織
論
Ⅱ

３
・
４

2
△

◎
〇

商
学
系
列
科
目

労
務
管
理

３
・
４

2
△

◎
〇

商
学
系
列
科
目

人
事
管
理

３
・
４

2
△

◎
〇

商
学
系
列
科
目

企
業
の
財
務
活
動

４
2

△
◎

〇
商
学
系
列
科
目

財
務
的
意
志
決
定

４
2

△
◎

〇
商
学
系
列
科
目

日
本
古
代
・
中
世
経
済
史

1・
2・

3・
4

2
◎

商
学
系
列
科
目

日
本
近
世
・
近
・
現
代
経
済
史

1・
2・

3・
4

2
◎

商
学
系
列
科
目

近
代
商
業
史

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

現
代
商
業
史

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

ミ
ク
ロ
経
済
学
Ⅰ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

ミ
ク
ロ
経
済
学
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

マ
ク
ロ
経
済
学
Ⅰ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

マ
ク
ロ
経
済
学
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

経
済
史
Ⅰ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

経
済
史
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

社
会
政
策
Ⅰ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

社
会
政
策
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

地
域
経
済
学
Ⅰ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

地
域
経
済
学
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

消
費
経
済
学
（
家
計
と
企
業
）

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

消
費
経
済
学
（
家
計
と
政
府
）

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

マ
ル
ク
ス
経
済
学
Ⅰ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

マ
ル
ク
ス
経
済
学
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

入
門
計
量
経
済
学

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

応
用
計
量
経
済
学

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

近
代
金
融
論

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

現
代
金
融
論

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

株
式
会
社
と
証
券
市
場

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

経
済
と
株
価

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

近
代
日
本
経
済
論

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

現
代
日
本
経
済
論

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

開
発
経
済
学

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

開
発
政
策
論

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

環
境
経
済
学
Ⅰ

３
・
４

2
◎

商
学
系
列
科
目

環
境
経
済
学
Ⅱ

３
・
４

2
◎

商
学
系
列
科
目

公
共
経
済
学
Ⅰ

３
・
４

2
◎

商
学
系
列
科
目

公
共
経
済
学
Ⅱ

３
・
４

2
◎

商
学
系
列
科
目

国
際
経
済
学
Ⅰ

３
・
４

2
◎

商
学
系
列
科
目

国
際
経
済
学
Ⅱ

３
・
４

2
◎

商
学
系
列
科
目

国
際
通
貨

３
・
４

2
◎

幅
広
い
知
識
と
教
養

専
門
的
学
識

問
題
発
見
力
・
解
決
力

多
様
性
の
理
解
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

汎
用
的
な
能
力

地
域
連
携
・
社
会
貢
献

DP
1

DP
2

DP
3

DP
4

DP
5

DP
6

科
目
系
列

授
業
科
目

授
業
を
行
う

年
次

単
位

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

商
学
系
列
科
目

外
国
為
替

３
・
４

2
◎

商
学
系
列
科
目

近
代
中
小
企
業
論

３
・
４

2
◎

商
学
系
列
科
目

現
代
中
小
企
業
論

３
・
４

2
◎

商
学
系
列
科
目

労
働
経
済
学
Ⅰ

３
・
４

2
◎

商
学
系
列
科
目

労
働
経
済
学
Ⅱ

３
・
４

2
◎

商
学
系
列
科
目

経
済
政
策
Ⅰ

４
2

◎
商
学
系
列
科
目

経
済
政
策
Ⅱ

４
2

◎
商
学
系
列
科
目

外
国
書
講
読
１

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

外
国
書
講
読
２

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

外
国
書
講
読
３

４
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

外
国
書
講
読
４

４
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

国
際
貿
易
理
論

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商
学
系
列
科
目

国
際
貿
易
政
策

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商
学
系
列
科
目

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
論

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商
学
系
列
科
目

多
国
籍
企
業
論

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商
学
系
列
科
目

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
論

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
論
（
理
論
編
）

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
論
（
実
践
編
）

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

国
際
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
理
論

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

国
際
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

４
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

異
文
化
間
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

４
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
実
務

４
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
実
践

４
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

商
学
総
論

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
商
学
系
列
科
目

流
通
シ
ス
テ
ム
論

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
商
学
系
列
科
目

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

2・
3・

4
2

〇
◎

△
商
学
系
列
科
目

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
論

2・
3・

4
2

〇
◎

△
商
学
系
列
科
目

消
費
者
行
動
論
Ⅰ

2・
3・

4
2

◎
〇

△
〇

△
商
学
系
列
科
目

消
費
者
行
動
論
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
〇

△
〇

△
商
学
系
列
科
目

国
際
流
通
論

2・
3・

4
2

〇
◎

△
商
学
系
列
科
目

国
際
流
通
シ
ス
テ
ム
論

2・
3・

4
2

〇
◎

△
商
学
系
列
科
目

広
告
論

2・
3・

4
2

◎
△

〇
商
学
系
列
科
目

広
告
政
策
論

2・
3・

4
2

◎
△

〇
商
学
系
列
科
目

起
業
論

2・
3・

4
2

◎
〇

△
〇

△
商
学
系
列
科
目

事
業
創
造
論

2・
3・

4
2

◎
〇

△
〇

△
商
学
系
列
科
目

流
通
戦
略
論
Ⅰ

４
2

◎
△

〇
商
学
系
列
科
目

流
通
戦
略
論
Ⅱ

４
2

◎
△

〇
商
学
系
列
科
目

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
１

１
2

〇
◎

△
商
学
系
列
科
目

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
２

１
2

△
〇

◎
商
学
系
列
科
目

情
報
数
学

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

経
営
数
学

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

情
報
社
会
と
倫
理

1・
2・

3・
4

2
〇

◎
△

46



幅
広
い
知
識
と
教
養

専
門
的
学
識

問
題
発
見
力
・
解
決
力

多
様
性
の
理
解
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

汎
用
的
な
能
力

地
域
連
携
・
社
会
貢
献

DP
1

DP
2

DP
3

DP
4

DP
5

DP
6

科
目
系
列

授
業
科
目

授
業
を
行
う

年
次

単
位

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

商
学
系
列
科
目

経
営
管
理
基
礎
理
論

３
・
４

2
△

◎
〇

商
学
系
列
科
目

経
営
管
理
応
用
理
論

３
・
４

2
△

◎
〇

商
学
系
列
科
目

経
営
組
織
論
Ⅰ

３
・
４

2
△

◎
〇

商
学
系
列
科
目

経
営
組
織
論
Ⅱ

３
・
４

2
△

◎
〇

商
学
系
列
科
目

労
務
管
理

３
・
４

2
△

◎
〇

商
学
系
列
科
目

人
事
管
理

３
・
４

2
△

◎
〇

商
学
系
列
科
目

企
業
の
財
務
活
動

４
2

△
◎

〇
商
学
系
列
科
目

財
務
的
意
志
決
定

４
2

△
◎

〇
商
学
系
列
科
目

日
本
古
代
・
中
世
経
済
史

1・
2・

3・
4

2
◎

商
学
系
列
科
目

日
本
近
世
・
近
・
現
代
経
済
史

1・
2・

3・
4

2
◎

商
学
系
列
科
目

近
代
商
業
史

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

現
代
商
業
史

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

ミ
ク
ロ
経
済
学
Ⅰ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

ミ
ク
ロ
経
済
学
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

マ
ク
ロ
経
済
学
Ⅰ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

マ
ク
ロ
経
済
学
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

経
済
史
Ⅰ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

経
済
史
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

社
会
政
策
Ⅰ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

社
会
政
策
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

地
域
経
済
学
Ⅰ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

地
域
経
済
学
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

消
費
経
済
学
（
家
計
と
企
業
）

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

消
費
経
済
学
（
家
計
と
政
府
）

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

マ
ル
ク
ス
経
済
学
Ⅰ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

マ
ル
ク
ス
経
済
学
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

入
門
計
量
経
済
学

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

応
用
計
量
経
済
学

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

近
代
金
融
論

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

現
代
金
融
論

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

株
式
会
社
と
証
券
市
場

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

経
済
と
株
価

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

近
代
日
本
経
済
論

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

現
代
日
本
経
済
論

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

開
発
経
済
学

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

開
発
政
策
論

2・
3・

4
2

◎
商
学
系
列
科
目

環
境
経
済
学
Ⅰ

３
・
４

2
◎

商
学
系
列
科
目

環
境
経
済
学
Ⅱ

３
・
４

2
◎

商
学
系
列
科
目

公
共
経
済
学
Ⅰ

３
・
４

2
◎

商
学
系
列
科
目

公
共
経
済
学
Ⅱ

３
・
４

2
◎

商
学
系
列
科
目

国
際
経
済
学
Ⅰ

３
・
４

2
◎

商
学
系
列
科
目

国
際
経
済
学
Ⅱ

３
・
４

2
◎

商
学
系
列
科
目

国
際
通
貨

３
・
４

2
◎

幅
広
い
知
識
と
教
養

専
門
的
学
識

問
題
発
見
力
・
解
決
力

多
様
性
の
理
解
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

汎
用
的
な
能
力

地
域
連
携
・
社
会
貢
献

DP
1

DP
2

DP
3

DP
4

DP
5

DP
6

科
目
系
列

授
業
科
目

授
業
を
行
う

年
次

単
位

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

商
学
系
列
科
目

外
国
為
替

３
・
４

2
◎

商
学
系
列
科
目

近
代
中
小
企
業
論

３
・
４

2
◎

商
学
系
列
科
目

現
代
中
小
企
業
論

３
・
４

2
◎

商
学
系
列
科
目

労
働
経
済
学
Ⅰ

３
・
４

2
◎

商
学
系
列
科
目

労
働
経
済
学
Ⅱ

３
・
４

2
◎

商
学
系
列
科
目

経
済
政
策
Ⅰ

４
2

◎
商
学
系
列
科
目

経
済
政
策
Ⅱ

４
2

◎
商
学
系
列
科
目

外
国
書
講
読
１

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

外
国
書
講
読
２

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

外
国
書
講
読
３

４
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

外
国
書
講
読
４

４
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

国
際
貿
易
理
論

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商
学
系
列
科
目

国
際
貿
易
政
策

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商
学
系
列
科
目

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
論

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商
学
系
列
科
目

多
国
籍
企
業
論

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商
学
系
列
科
目

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
論

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
論
（
理
論
編
）

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
論
（
実
践
編
）

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

国
際
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
理
論

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

国
際
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

４
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

異
文
化
間
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

４
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
実
務

４
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
実
践

４
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

商
学
総
論

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
商
学
系
列
科
目

流
通
シ
ス
テ
ム
論

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
商
学
系
列
科
目

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

2・
3・

4
2

〇
◎

△
商
学
系
列
科
目

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
論

2・
3・

4
2

〇
◎

△
商
学
系
列
科
目

消
費
者
行
動
論
Ⅰ

2・
3・

4
2

◎
〇

△
〇

△
商
学
系
列
科
目

消
費
者
行
動
論
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
〇

△
〇

△
商
学
系
列
科
目

国
際
流
通
論

2・
3・

4
2

〇
◎

△
商
学
系
列
科
目

国
際
流
通
シ
ス
テ
ム
論

2・
3・

4
2

〇
◎

△
商
学
系
列
科
目

広
告
論

2・
3・

4
2

◎
△

〇
商
学
系
列
科
目

広
告
政
策
論

2・
3・

4
2

◎
△

〇
商
学
系
列
科
目

起
業
論

2・
3・

4
2

◎
〇

△
〇

△
商
学
系
列
科
目

事
業
創
造
論

2・
3・

4
2

◎
〇

△
〇

△
商
学
系
列
科
目

流
通
戦
略
論
Ⅰ

４
2

◎
△

〇
商
学
系
列
科
目

流
通
戦
略
論
Ⅱ

４
2

◎
△

〇
商
学
系
列
科
目

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
１

１
2

〇
◎

△
商
学
系
列
科
目

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
２

１
2

△
〇

◎
商
学
系
列
科
目

情
報
数
学

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

経
営
数
学

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

情
報
社
会
と
倫
理

1・
2・

3・
4

2
〇

◎
△

47



幅
広
い
知
識
と
教
養

専
門
的
学
識

問
題
発
見
力
・
解
決
力

多
様
性
の
理
解
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

汎
用
的
な
能
力

地
域
連
携
・
社
会
貢
献

DP
1

DP
2

DP
3

DP
4

DP
5

DP
6

科
目
系
列

授
業
科
目

授
業
を
行
う

年
次

単
位

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

商
学
系
列
科
目

情
報
科
学
概
論

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
論

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商
学
系
列
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅰ
（
ビ
ジ
ネ
ス
処
理
系
言
語
）

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅰ
（
シ
ス
テ
ム
開
発
系
言
語
）

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅰ
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
系
言
語
）

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅱ
（
デ
ー
タ
処
理
系
言
語
）

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅱ
（
応
用
シ
ス
テ
ム
開
発
系
言
語
）

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅱ
（
応
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
系
言
語
）

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
論

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
論

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

統
計
学

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

数
理
統
計
学

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
論

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
構
成

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

情
報
環
境
論

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

シ
ス
テ
ム
設
計
論

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

e－
コ
マ
ー
ス

４
2

△
◎

〇
商
学
系
列
科
目

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

４
2

△
◎

〇
商
学
系
列
科
目

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発

４
2

△
◎

〇
商
学
系
列
科
目

経
営
科
学

４
2

△
◎

〇
商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
論
Ⅰ

4
2

◎
〇

商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
論
Ⅱ

4
2

◎
〇

商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
論
Ⅰ

2・
3・

4
2

◎
〇

商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
論
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
〇

商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
リ
ア
実
践
講
座
Ⅰ

2・
3・

4
2

◎
〇

商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
リ
ア
実
践
講
座
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
〇

商
学
系
列
科
目

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
概
論
Ⅰ

2・
3・

4
2

◎
〇

商
学
系
列
科
目

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
概
論
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
〇

商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
リ
ア
実
践
講
座
Ⅲ

３
・
４

2
◎

〇
商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
リ
ア
実
践
講
座
Ⅳ

３
・
４

2
◎

〇
商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
経
営
論
Ⅰ

３
・
４

2
◎

〇
商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
経
営
論
Ⅱ

３
・
４

2
◎

〇
商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
Ⅰ

３
・
４

2
◎

〇
商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
Ⅱ

３
・
４

2
◎

〇
商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
広
報
論
Ⅰ

４
2

◎
〇

商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
広
報
論
Ⅱ

４
2

◎
〇

商
学
系
列
科
目

商
学
部
卒
業
講
座
Ⅰ

４
1

〇
◎

△

幅
広
い
知
識
と
教
養

専
門
的
学
識

問
題
発
見
力
・
解
決
力

多
様
性
の
理
解
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

汎
用
的
な
能
力

地
域
連
携
・
社
会
貢
献

DP
1

DP
2

DP
3

DP
4

DP
5

DP
6

科
目
系
列

授
業
科
目

授
業
を
行
う

年
次

単
位

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

商
学
系
列
科
目

商
学
部
卒
業
講
座
Ⅱ

４
1

〇
◎

△
商
学
系
列
科
目

商
学
部
入
門
講
座

1
1

〇
◎

商
学
系
列
科
目

民
法
総
則

1・
2・

3・
4

2
◯

◎
△

商
学
系
列
科
目

物
権
法

1・
2・

3・
4

2
◯

◎
△

商
学
系
列
科
目

税
法
Ⅰ

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

税
法
Ⅱ

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

商
法
総
則
・
会
社
法
総
論

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

会
社
法
各
論

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

手
形
・
小
切
手
法

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

金
融
商
品
取
引
法

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

債
権
法
総
論

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

債
権
法
各
論

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

労
働
法
の
基
礎

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

労
働
法
の
応
用

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

経
済
法
Ⅰ

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

経
済
法
Ⅱ

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

現
代
日
本
の
社
会
と
経
済

2・
3・

4
2

〇
◎

△
△

商
学
系
列
科
目

現
代
ア
ジ
ア
の
社
会
と
経
済

2・
3・

4
2

〇
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

日
本
語
表
現
Ⅰ

１
2

◎
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

日
本
語
表
現
Ⅱ

１
2

◎
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

プ
ロ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

１
2

△
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

日
本
語
読
解
１

1
1

◎
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

日
本
語
読
解
２

1
1

◎
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

日
本
語
作
文
１

1
1

◎
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

日
本
語
作
文
２

1
1

◎
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

哲
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

哲
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

倫
理
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

倫
理
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

心
理
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

◎
人
文
・
自
然
系
列
科
目

心
理
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

◎
人
文
・
自
然
系
列
科
目

歴
史
学
（
日
本
史
）
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

歴
史
学
（
日
本
史
）
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

歴
史
学
（
世
界
史
）
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

歴
史
学
(世

界
史
)Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

論
理
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

論
理
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

言
語
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

△
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

言
語
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

△
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

経
済
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

経
済
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

政
治
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

政
治
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇

48



幅
広
い
知
識
と
教
養

専
門
的
学
識

問
題
発
見
力
・
解
決
力

多
様
性
の
理
解
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

汎
用
的
な
能
力

地
域
連
携
・
社
会
貢
献

DP
1

DP
2

DP
3

DP
4

DP
5

DP
6

科
目
系
列

授
業
科
目

授
業
を
行
う

年
次

単
位

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

商
学
系
列
科
目

情
報
科
学
概
論

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
論

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

2・
3・

4
2

△
◎

〇
商
学
系
列
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅰ
（
ビ
ジ
ネ
ス
処
理
系
言
語
）

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅰ
（
シ
ス
テ
ム
開
発
系
言
語
）

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅰ
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
系
言
語
）

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅱ
（
デ
ー
タ
処
理
系
言
語
）

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅱ
（
応
用
シ
ス
テ
ム
開
発
系
言
語
）

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅱ
（
応
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
系
言
語
）

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
論

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
論

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

統
計
学

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

数
理
統
計
学

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
論

2・
3・

4
2

◎
〇

△
商
学
系
列
科
目

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
構
成

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

情
報
環
境
論

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

シ
ス
テ
ム
設
計
論

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン

３
・
４

2
◎

〇
△

商
学
系
列
科
目

e－
コ
マ
ー
ス

４
2

△
◎

〇
商
学
系
列
科
目

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

４
2

△
◎

〇
商
学
系
列
科
目

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発

４
2

△
◎

〇
商
学
系
列
科
目

経
営
科
学

４
2

△
◎

〇
商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
論
Ⅰ

4
2

◎
〇

商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
論
Ⅱ

4
2

◎
〇

商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
論
Ⅰ

2・
3・

4
2

◎
〇

商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
論
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
〇

商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
リ
ア
実
践
講
座
Ⅰ

2・
3・

4
2

◎
〇

商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
リ
ア
実
践
講
座
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
〇

商
学
系
列
科
目

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
概
論
Ⅰ

2・
3・

4
2

◎
〇

商
学
系
列
科
目

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
概
論
Ⅱ

2・
3・

4
2

◎
〇

商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
リ
ア
実
践
講
座
Ⅲ

３
・
４

2
◎

〇
商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
リ
ア
実
践
講
座
Ⅳ

３
・
４

2
◎

〇
商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
経
営
論
Ⅰ

３
・
４

2
◎

〇
商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
経
営
論
Ⅱ

３
・
４

2
◎

〇
商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
Ⅰ

３
・
４

2
◎

〇
商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
Ⅱ

３
・
４

2
◎

〇
商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
広
報
論
Ⅰ

４
2

◎
〇

商
学
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
広
報
論
Ⅱ

４
2

◎
〇

商
学
系
列
科
目

商
学
部
卒
業
講
座
Ⅰ

４
1

〇
◎

△

幅
広
い
知
識
と
教
養

専
門
的
学
識

問
題
発
見
力
・
解
決
力

多
様
性
の
理
解
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

汎
用
的
な
能
力

地
域
連
携
・
社
会
貢
献

DP
1

DP
2

DP
3

DP
4

DP
5

DP
6

科
目
系
列

授
業
科
目

授
業
を
行
う

年
次

単
位

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

商
学
系
列
科
目

商
学
部
卒
業
講
座
Ⅱ

４
1

〇
◎

△
商
学
系
列
科
目

商
学
部
入
門
講
座

1
1

〇
◎

商
学
系
列
科
目

民
法
総
則

1・
2・

3・
4

2
◯

◎
△

商
学
系
列
科
目

物
権
法

1・
2・

3・
4

2
◯

◎
△

商
学
系
列
科
目

税
法
Ⅰ

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

税
法
Ⅱ

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

商
法
総
則
・
会
社
法
総
論

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

会
社
法
各
論

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

手
形
・
小
切
手
法

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

金
融
商
品
取
引
法

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

債
権
法
総
論

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

債
権
法
各
論

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

労
働
法
の
基
礎

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

労
働
法
の
応
用

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

経
済
法
Ⅰ

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

経
済
法
Ⅱ

2・
3・

4
2

◯
◎

△
商
学
系
列
科
目

現
代
日
本
の
社
会
と
経
済

2・
3・

4
2

〇
◎

△
△

商
学
系
列
科
目

現
代
ア
ジ
ア
の
社
会
と
経
済

2・
3・

4
2

〇
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

日
本
語
表
現
Ⅰ

１
2

◎
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

日
本
語
表
現
Ⅱ

１
2

◎
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

プ
ロ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

１
2

△
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

日
本
語
読
解
１

1
1

◎
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

日
本
語
読
解
２

1
1

◎
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

日
本
語
作
文
１

1
1

◎
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

日
本
語
作
文
２

1
1

◎
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

哲
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

哲
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

倫
理
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

倫
理
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

心
理
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

◎
人
文
・
自
然
系
列
科
目

心
理
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

◎
人
文
・
自
然
系
列
科
目

歴
史
学
（
日
本
史
）
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

歴
史
学
（
日
本
史
）
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

歴
史
学
（
世
界
史
）
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

歴
史
学
(世

界
史
)Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

論
理
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

論
理
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

言
語
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

△
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

言
語
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

△
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

経
済
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

経
済
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

政
治
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

政
治
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
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幅
広
い
知
識
と
教
養

専
門
的
学
識

問
題
発
見
力
・
解
決
力

多
様
性
の
理
解
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

汎
用
的
な
能
力

地
域
連
携
・
社
会
貢
献

DP
1

DP
2

DP
3

DP
4

DP
5

DP
6

科
目
系
列

授
業
科
目

授
業
を
行
う

年
次

単
位

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

人
文
・
自
然
系
列
科
目

社
会
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

社
会
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

基
礎
法
学

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

応
用
法
学

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

数
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

数
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

地
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

地
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

自
然
科
学
概
論
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

自
然
科
学
概
論
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

地
球
環
境
論

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

自
然
環
境
論

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

物
理
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

物
理
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

人
文
地
理
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

人
文
地
理
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

自
然
地
理
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

自
然
地
理
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
概
論
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
概
論
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

憲
法

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

法
学

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

外
国
文
化
研
究
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

外
国
文
化
研
究
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

文
学
演
習
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

文
学
演
習
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

現
代
社
会
論
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

現
代
社
会
論
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

日
本
語
操
作
法
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

日
本
語
操
作
法
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

文
化
人
類
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

文
化
人
類
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

生
物
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

生
物
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

平
和
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

平
和
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

日
本
事
情
Ⅰ

2
2

◎
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

日
本
事
情
Ⅱ

2
2

◎
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
２

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ

2
2

〇
△

◎
人
文
・
自
然
系
列
科
目

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅱ

2
2

〇
△

◎
人
文
・
自
然
系
列
科
目

企
業
連
携
講
座
１

2
2

◎
△

○
○

△

幅
広
い
知
識
と
教
養

専
門
的
学
識

問
題
発
見
力
・
解
決
力

多
様
性
の
理
解
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

汎
用
的
な
能
力

地
域
連
携
・
社
会
貢
献

DP
1

DP
2

DP
3

DP
4

DP
5

DP
6

科
目
系
列

授
業
科
目

授
業
を
行
う

年
次

単
位

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

人
文
・
自
然
系
列
科
目

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

2・
3・

4
2

〇
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

2・
3・

4
2

〇
◎

△
〇

◎
人
文
・
自
然
系
列
科
目

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践

2・
3・

4
2

〇
◎

〇
〇

◎
人
文
・
自
然
系
列
科
目

企
業
連
携
講
座
２

3
2

○
◎

○
○

○
人
文
・
自
然
系
列
科
目

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅲ

3
2

〇
△

◎
外
国
語
系
列
科
目

英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
・
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
１

１
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
・
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
２

１
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
１

１
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
２

１
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

中
国
語
１

1・
2・

3
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

中
国
語
２

1・
2・

3
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

フ
ラ
ン
ス
語
１

1・
2・

3
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

フ
ラ
ン
ス
語
２

1・
2・

3
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

ド
イ
ツ
語
１

1・
2・

3
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

ド
イ
ツ
語
２

1・
2・

3
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

コ
リ
ア
語
１

1・
2・

3
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

コ
リ
ア
語
２

1・
2・

3
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

日
本
語
特
講
１

1・
2・

3・
4

1
〇

◎
外
国
語
系
列
科
目

日
本
語
特
講
２

1・
2・

3・
4

1
〇

◎
外
国
語
系
列
科
目

日
本
語
理
解
１

1・
2・

3・
4

1
〇

◎
外
国
語
系
列
科
目

日
本
語
理
解
２

1・
2・

3・
4

1
〇

◎
外
国
語
系
列
科
目

総
合
英
語
１

２
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

総
合
英
語
２

２
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

英
語
特
別
講
座
１

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

英
語
特
別
講
座
２

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

英
語
上
級
講
座
１

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

英
語
上
級
講
座
２

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

中
国
語
３

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

中
国
語
４

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

フ
ラ
ン
ス
語
３

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

フ
ラ
ン
ス
語
４

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

ド
イ
ツ
語
３

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

ド
イ
ツ
語
４

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

コ
リ
ア
語
３

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

コ
リ
ア
語
４

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

英
語
特
別
講
座
３

３
・
４

1
〇

◎
外
国
語
系
列
科
目

英
語
特
別
講
座
４

３
・
４

1
〇

◎
外
国
語
系
列
科
目

英
語
上
級
講
座
３

３
・
４

1
〇

◎
外
国
語
系
列
科
目

英
語
上
級
講
座
４

３
・
４

1
〇

◎
体
育
科
目

健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ⅰ

１
1

△
◎

〇
体
育
科
目

健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ⅱ

１
1

△
◎

〇
体
育
科
目

ス
ポ
ー
ツ
文
化
実
技
Ⅰ

2・
3・

4
1

△
◎

〇
体
育
科
目

ス
ポ
ー
ツ
文
化
実
技
Ⅱ

2・
3・

4
1

△
◎

〇
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幅
広
い
知
識
と
教
養

専
門
的
学
識

問
題
発
見
力
・
解
決
力

多
様
性
の
理
解
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

汎
用
的
な
能
力

地
域
連
携
・
社
会
貢
献

DP
1

DP
2

DP
3

DP
4

DP
5

DP
6

科
目
系
列

授
業
科
目

授
業
を
行
う

年
次

単
位

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

人
文
・
自
然
系
列
科
目

社
会
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

社
会
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

基
礎
法
学

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

応
用
法
学

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

数
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

数
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

地
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

地
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

自
然
科
学
概
論
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

自
然
科
学
概
論
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

地
球
環
境
論

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

自
然
環
境
論

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

物
理
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

物
理
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

人
文
地
理
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

人
文
地
理
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

自
然
地
理
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

自
然
地
理
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
概
論
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
概
論
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

憲
法

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

法
学

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
△

人
文
・
自
然
系
列
科
目

外
国
文
化
研
究
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

外
国
文
化
研
究
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

文
学
演
習
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

文
学
演
習
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

現
代
社
会
論
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

現
代
社
会
論
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

日
本
語
操
作
法
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

日
本
語
操
作
法
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

文
化
人
類
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

文
化
人
類
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

生
物
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

生
物
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

平
和
学
Ⅰ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

平
和
学
Ⅱ

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

日
本
事
情
Ⅰ

2
2

◎
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

日
本
事
情
Ⅱ

2
2

◎
〇

人
文
・
自
然
系
列
科
目

ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
２

1・
2・

3・
4

2
◎

〇
人
文
・
自
然
系
列
科
目

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ

2
2

〇
△

◎
人
文
・
自
然
系
列
科
目

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅱ

2
2

〇
△

◎
人
文
・
自
然
系
列
科
目

企
業
連
携
講
座
１

2
2

◎
△

○
○

△

幅
広
い
知
識
と
教
養

専
門
的
学
識

問
題
発
見
力
・
解
決
力

多
様
性
の
理
解
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

汎
用
的
な
能
力

地
域
連
携
・
社
会
貢
献

DP
1

DP
2

DP
3

DP
4

DP
5

DP
6

科
目
系
列

授
業
科
目

授
業
を
行
う

年
次

単
位

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

人
文
・
自
然
系
列
科
目

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

2・
3・

4
2

〇
◎

人
文
・
自
然
系
列
科
目

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

2・
3・

4
2

〇
◎

△
〇

◎
人
文
・
自
然
系
列
科
目

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践

2・
3・

4
2

〇
◎

〇
〇

◎
人
文
・
自
然
系
列
科
目

企
業
連
携
講
座
２

3
2

○
◎

○
○

○
人
文
・
自
然
系
列
科
目

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅲ

3
2

〇
△

◎
外
国
語
系
列
科
目

英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
・
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
１

１
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
・
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
２

１
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
１

１
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

英
語
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
２

１
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

中
国
語
１

1・
2・

3
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

中
国
語
２

1・
2・

3
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

フ
ラ
ン
ス
語
１

1・
2・

3
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

フ
ラ
ン
ス
語
２

1・
2・

3
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

ド
イ
ツ
語
１

1・
2・

3
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

ド
イ
ツ
語
２

1・
2・

3
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

コ
リ
ア
語
１

1・
2・

3
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

コ
リ
ア
語
２

1・
2・

3
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

日
本
語
特
講
１

1・
2・

3・
4

1
〇

◎
外
国
語
系
列
科
目

日
本
語
特
講
２

1・
2・

3・
4

1
〇

◎
外
国
語
系
列
科
目

日
本
語
理
解
１

1・
2・

3・
4

1
〇

◎
外
国
語
系
列
科
目

日
本
語
理
解
２

1・
2・

3・
4

1
〇

◎
外
国
語
系
列
科
目

総
合
英
語
１

２
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

総
合
英
語
２

２
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

英
語
特
別
講
座
１

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

英
語
特
別
講
座
２

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

英
語
上
級
講
座
１

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

英
語
上
級
講
座
２

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

中
国
語
３

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

中
国
語
４

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

フ
ラ
ン
ス
語
３

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

フ
ラ
ン
ス
語
４

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

ド
イ
ツ
語
３

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

ド
イ
ツ
語
４

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

コ
リ
ア
語
３

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

コ
リ
ア
語
４

2・
3・

4
1

〇
◎

外
国
語
系
列
科
目

英
語
特
別
講
座
３

３
・
４

1
〇

◎
外
国
語
系
列
科
目

英
語
特
別
講
座
４

３
・
４

1
〇

◎
外
国
語
系
列
科
目

英
語
上
級
講
座
３

３
・
４

1
〇

◎
外
国
語
系
列
科
目

英
語
上
級
講
座
４

３
・
４

1
〇

◎
体
育
科
目

健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ⅰ

１
1

△
◎

〇
体
育
科
目

健
康
ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ⅱ

１
1

△
◎

〇
体
育
科
目

ス
ポ
ー
ツ
文
化
実
技
Ⅰ

2・
3・

4
1

△
◎

〇
体
育
科
目

ス
ポ
ー
ツ
文
化
実
技
Ⅱ

2・
3・

4
1

△
◎

〇
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題
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力
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力

多
様
性
の
理
解
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

汎
用
的
な
能
力

地
域
連
携
・
社
会
貢
献

DP
1

DP
2

DP
3

DP
4

DP
5

DP
6

科
目
系
列

授
業
科
目

授
業
を
行
う

年
次

単
位

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

体
育
科
目

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ⅰ

2・
3・

4
1

△
◎

〇
体
育
科
目

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ⅱ

2・
3・

4
1

△
◎

〇
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中央学院大学　商学部　科目及び卒業所要単位数　商学総合コース（２０２６年度入学生用） 商学総合コース

第１セメスター 第２セメスター 第３セメスター 第４セメスター 第５セメスター 第６セメスター 第７セメスター 第８セメスター
情報リテラシー1（2） 情報リテラシー２（2） 4

*商学総論（2） *流通システム論（2） *経営学総論Ⅰ（2） *経営学総論Ⅱ（2） 流通戦略論Ⅰ（2） 流通戦略論Ⅱ（2）

*初級簿記Ⅰ（2） *初級簿記Ⅱ（2） 商学部卒業講座Ⅰ(学友会講座）(１)

*マーケティング論（2） *マーケティング戦略論（2） 商学部卒業講座Ⅱ（学友会講座）(１)

（第１～第８セメスター履修可能科目）

商学総論（2） 流通システム論（2） 民法総則（2） 物権法（2） 情報数学（2） 経営数学（2） 情報科学概論（2） マルチメディア論（2）

初級簿記Ⅰ（2） 初級簿記Ⅱ（2） 日本古代・中世経済史（2） 日本近世・近・現代経済史（2） 情報社会と倫理（2）

資格取得講座（日商簿記２級）（4） 資格取得講座（日商簿記３級）（4） 資格取得講座（カラーコーディネーター３級）（2） 資格取得講座（行政書士）（4） 資格取得講座（宅地建物取引士）（4） 資格取得講座（ＦＰ3級）（4）

資格取得講座（秘書技能検定２級）（2）資格取得講座（ＭＯＳ　Ｗｏｒｄ）（2） 資格取得講座（ＭＯＳ　Ｅｘｃｅｌ）（2） 資格取得講座Ⅰ（2） 資格取得講座Ⅱ（2）

（第３～第８セメスター履修可能科目）

消費者行動論Ⅰ（2） 消費者行動論Ⅱ（2） 経営戦略論Ⅰ（2） 経営戦略論Ⅱ（2） 社会政策Ⅰ（2） 社会政策Ⅱ（2）

起業論（2） 事業創造論（2） 広告論（2） 広告政策論（2） 税法Ⅰ（2） 税法Ⅱ（2）

地域経済学Ⅰ（2） 地域経済学Ⅱ（2） 原価計算論Ⅰ（2） 原価計算論Ⅱ（2） 会計情報論（2） 会計情報システム論（2）

入門計量経済学（2） 応用計量経済学（2） 消費経済学（家計と企業）（2） 消費経済学（家計と政府）（2） マクロ経済学Ⅰ（2） マクロ経済学Ⅱ（2）

ソフトウェア論（2） 近代金融論（2） 現代金融論（2） 株式会社と証券市場（2） 経済と株価（2）

商法総則・会社法総論（2） 会社法各論（2） マーケティングシステム論（2） マーケティング情報論（2） 統計学（2） 数理統計学（2）

労働法の基礎（2） 労働法の応用（2） 手形・小切手法（2） 金融商品取引法（2） 債権法総論（2） 債権法各論（2）

開発経済学（2） 開発政策論（2） 国際ビジネス環境論（2） 近代日本経済論（2） 現代日本経済論（2）

ビジネス実践講座「マネジメント･ゲームⅠ」（2） 経済法Ⅰ（2） 経済法Ⅱ（2） 国際流通論（2） 国際流通システム論（2）

ビジネス実践講座「マネジメント･ゲームⅡ」（2） 現代日本の社会と経済（2） 現代アジアの社会と経済（2）

（第５～第８セメスター履修可能科目）

労務管理（2） 人事管理（2） メディアデザイン（2）

監査制度論（2） 監査報告論（2） 中級簿記Ⅰ（2） 中級簿記Ⅱ（2）

近代中小企業論（2） 現代中小企業論（2） 上級簿記Ⅰ（2） 上級簿記Ⅱ（2）

近代商業史（2） 現代商業史（2） 会計学入門（2） 会計制度論（2）

国際貿易理論（2） 国際貿易政策（2） ミクロ経済学Ⅰ（2） ミクロ経済学Ⅱ（2）

国際ビジネス論（2） 多国籍企業論（2） マルクス経済学Ⅰ(2) マルクス経済学Ⅱ（2）

国際通貨（2） 外国為替（2）

コンピュータコミュニケーション（2） アプリケーション論（2）

財務諸表分析（2） 企業評価論（2）

労働経済学Ⅰ（2） 労働経済学Ⅱ（2）

環境経済学Ⅰ（2） 環境経済学Ⅱ（2）

経済史Ⅰ（2） 経済史Ⅱ（2）

（第７～第８セメスター履修可能科目）

経営管理基礎理論（2） 経営管理応用理論（2）

国際ビジネス戦略論（理論編）（2） 国際ビジネス戦略論(実践編）(2)

国際マーケティングの基礎理論(2) 国際マーケティング業務(2)

財務諸表論（2） 会計原則論（2）

公共経済学Ⅰ（2） 公共経済学Ⅱ（2）

コンピュータの構成（2） システム設計論（2）

シミュレーション（2） 経営科学（2）

企業の財務活動（2） 財務的意思決定（2）

ビジネスコミュニケーション論（2） 異文化間コミュニケーション論（2）

国際ビジネス実務（2） 国際ビジネス実践（2）

管理会計総論（2） 管理会計論（2）

法人税税務会計（2） 所得税税務会計（2）

経済政策Ⅰ（2） 経済政策Ⅱ（2）

国際経済学Ⅰ（2） 国際経済学Ⅱ（2）

情報環境論（2） ネットワーク論（2）

データベース（2） Ｗｅｂデータベース（2）

ｅ-コマース（2） コンテンツ開発（2）

経営組織論Ⅰ（2） 経営組織論Ⅱ（2）

演習Ⅰ（4）＜通年＞ 演習Ⅱ（4）＜通年＞ 演習Ⅲ（4）＜通年＞

外国書講読１（2） 外国書講読２（2） 外国書講読３（2） 外国書講読４（2）

プロゼミナール（2）＜通年＞

日本語表現Ⅰ（2） 日本語表現Ⅱ（2）

　日本語読解１（1） 　日本語読解２（1） 日本事情Ⅰ（2） 日本事情Ⅱ（2）

　日本語作文１（1） 　日本語作文２（1）

哲学Ⅰ（2） 哲学Ⅱ（2） 倫理学Ⅰ（2） 倫理学Ⅱ（2） 言語学Ⅰ（2） 言語学Ⅱ（2） 日本語操作法Ⅰ（2） 日本語操作法Ⅱ（2）

歴史学（世界史）Ⅰ（2） 歴史学（世界史）Ⅱ（2） 歴史学（日本史）Ⅰ（2） 歴史学（日本史）Ⅱ（2） 論理学Ⅰ（2） 論理学Ⅱ（2） 文学演習Ⅰ（2） 文学演習Ⅱ（2）

心理学Ⅰ（2） 心理学Ⅱ（2） 文化人類学Ⅰ（2） 文化人類学Ⅱ（2） 外国文化研究Ⅰ（2） 外国文化研究Ⅱ（2） 人文地理学Ⅰ（2） 人文地理学Ⅱ（2）

経済学Ⅰ（2） 経済学Ⅱ（2） 社会学Ⅰ（2） 社会学Ⅱ（2） 現代社会論Ⅰ（2） 現代社会論Ⅱ（2） 平和学Ⅰ（2） 平和学Ⅱ（2）

法学（2） 憲法（2） 基礎法学（2） 応用法学（2） 政治学Ⅰ（2） 政治学Ⅱ（2） 自然地理学Ⅰ（2） 自然地理学Ⅱ（2）

スポーツ健康科学概論Ⅰ（2） スポーツ健康科学概論Ⅱ（2） 地学Ⅰ（2） 地学Ⅱ（2） 生物学Ⅰ（2） 生物学Ⅱ（2） 物理学Ⅰ（2） 物理学Ⅱ（2）

数学Ⅰ（2） 数学Ⅱ（2） 地球環境論（2） 自然環境論（2） 自然科学概論Ⅰ（2） 自然科学概論Ⅱ（2）

ボランティア学（2）※２ 地域ボランティア実践（2）※２

＜キャリアデザイン科目＞

ライフキャリアデザイン１（2） ライフキャリアデザイン２（2）

キャリアデザインⅠ（2） キャリアデザインⅡ（2）

企業連携講座１（2） 企業連携講座２（2）

英語リスニング・スピーキング１（1） 英語リスニング・スピーキング２（1） 総合英語１（1） 総合英語２（1）

英語リーディング･ライティング１（1） 英語リーディング･ライティング２（1）

英語特別講座１（1） 英語特別講座２（1） 英語特別講座３（1） 英語特別講座４（1） （４）（商学系列振替可）

英語上級講座１（1） 英語上級講座２（1） 英語上級講座３（1） 英語上級講座４（1） （４）（商学系列振替可）

中国語１（1） 中国語２（1） 中国語３（1） 中国語４（1） （４）（商学系列振替可）

フランス語１（1） フランス語２（1） フランス語３（1） フランス語４（1） （４）（商学系列振替可）

ドイツ語１（1） ドイツ語２（1） ドイツ語３（1） ドイツ語４（1） （４）（商学系列振替可）

コリア語１（1） コリア語２（1） コリア語３（1） コリア語４（1） （４）（商学系列振替可）

日本語理解１（1） 日本語理解２（1） 日本語特講１（1） 日本語特講２（1） （商学系列振替可）

健康スポーツ実技Ⅰ（1） 健康スポーツ実技Ⅱ（1） 2

スポーツ文化実技Ⅰ（1） スポーツ文化実技Ⅱ（1）

生涯スポーツ実技Ⅰ（1） 生涯スポーツ実技Ⅱ（1）

※１　留学生は「日本語表現Ⅰ・Ⅱ」の代わりに「日本語読解１・２」と「日本語作文１・２」を履修します。2年次の「日本事情Ⅰ・Ⅱ」の単位は、人文・自然系列科目の選択科目に入ります。
※2  「ボランティア学」と「地域ボランティア実践」はセットで履修する科目です。詳細は、P7「➁選択科目」を参照してください。
※3  「日本語理解1・2」と「日本語特講1・2」は日本人学生は履修できません。留学生は日本語以外の選択科目を履修することができますが、母国語は履修することができません。

体育科目
必修科目

選択科目 （４）（商学系列振替可）

外国語
系列科目

必修科目 6

選択科目

留学生選択科目※4

人文・自然
系列科目

必修科目
6

留学生必修科目※1

選択科目 20

キャリアデザインⅢ（2）＜通年＞

商学系列
科目

共通必修科目

データサイエンス（2）

126

選択必修科目
16

*から合計12単位選択
第7・8セメから各2単位選択商学部入門講座（1）<通年>

共通選択
科目

１年次～

72

２年次～

３年次～
プログラミングⅠ（ビジネス処理系言
語）（2）

プログラミングⅡ（データ処理系言語）
（2）

プログラミングⅠ（システム開発系言
語）（2）

プログラミングⅡ（応用システム開発系
言語）（2）

プログラミングⅠ（ソフトウェア開発系言
語）（2）

プログラミングⅡ（応用ソフトウェア開発
系言語）（2）

４年次～

卒業所要単位数区　　　　分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次



中央学院大学　商学部　科目及び卒業所要単位数　経営コ―ス（２０２６年度入学生用）　 経営コース

第１セメスター 第２セメスター 第３セメスター 第４セメスター 第５セメスター 第６セメスター 第７セメスター 第８セメスター
情報リテラシー１（2） 情報リテラシー２（2） 4

経営学総論Ⅰ（2） 経営学総論Ⅱ（2） 経営管理基礎理論（2） 経営管理応用理論（2） 企業の財務活動（2） 財務的意思決定（2）

商学総論（2） 流通システム論（2) 経営組織論Ⅰ（2） 経営組織論Ⅱ（2）

近代商業史（2） 現代商業史（2） 商学部卒業講座Ⅰ(学友会講座）(１)

初級簿記Ⅰ（2） 初級簿記Ⅱ（2） 商学部卒業講座Ⅱ（学友会講座）(１)

（第１～第８セメスター履修可能科目）

商学総論（2） 流通システム論（2） 民法総則（2） 物権法（2） 情報数学（2） 経営数学（2） 情報科学概論（2） マルチメディア論（2）

初級簿記Ⅰ（2） 初級簿記Ⅱ（2） 日本古代・中世経済史（2） 日本近世・近・現代経済史（2） 情報社会と倫理（2）

資格取得講座（日商簿記２級）（4） 資格取得講座（日商簿記３級）（4） 資格取得講座（カラーコーディネーター３級）（2） 資格取得講座（行政書士）（4） 資格取得講座（宅地建物取引士）（4） 資格取得講座（ＦＰ3級）（4）

資格取得講座（秘書技能検定２級）（2）資格取得講座（ＭＯＳ　Ｗｏｒｄ）（2） 資格取得講座（ＭＯＳ　Ｅｘｃｅｌ）（2） 資格取得講座Ⅰ（2） 資格取得講座Ⅱ（2）

（第３～第８セメスター履修可能科目）

消費者行動論Ⅰ（2） 消費者行動論Ⅱ（2） 経営戦略論Ⅰ（2） 経営戦略論Ⅱ（2） 社会政策Ⅰ（2） 社会政策Ⅱ（2）

起業論（2） 事業創造論（2） 広告論（2） 広告政策論（2） 税法Ⅰ（2） 税法Ⅱ（2）

地域経済学Ⅰ（2） 地域経済学Ⅱ（2） 原価計算論Ⅰ（2） 原価計算論Ⅱ（2） 会計情報論（2） 会計情報システム論（2）

入門計量経済学（2） 応用計量経済学（2） 消費経済学（家計と企業）（2） 消費経済学（家計と政府）（2） マクロ経済学Ⅰ（2） マクロ経済学Ⅱ（2）

ソフトウェア論（2） 近代金融論（2） 現代金融論（2） 株式会社と証券市場（2） 経済と株価（2）

商法総則・会社法総論（2） 会社法各論（2） マーケティングシステム論（2） マーケティング情報論（2） 統計学（2） 数理統計学（2）

労働法の基礎（2） 労働法の応用（2） 手形・小切手法（2） 金融商品取引法（2） 債権法総論（2） 債権法各論（2）

開発経済学（2） 開発政策論（2） 国際ビジネス環境論（2） 近代日本経済論（2） 現代日本経済論（2）

ビジネス実践講座「マネジメント･ゲームⅠ」（2） マーケティング論（2） マーケティング戦略論（2） 経済法Ⅰ（2） 経済法Ⅱ（2）

ビジネス実践講座「マネジメント･ゲームⅡ」（2） 現代日本の社会と経済（2） 現代アジアの社会と経済（2） 国際流通論（2） 国際流通システム論（2）

（第５～第８セメスター履修可能科目）

労務管理（2） 人事管理（2） メディアデザイン（2）

監査制度論（2） 監査報告論（2） 中級簿記Ⅰ（2） 中級簿記Ⅱ（2）

近代中小企業論（2） 現代中小企業論（2） 上級簿記Ⅰ（2） 上級簿記Ⅱ（2）

国際貿易理論（2） 国際貿易政策（2） 会計学入門（2） 会計制度論（2）

国際ビジネス論（2） 多国籍企業論（2） ミクロ経済学Ⅰ（2） ミクロ経済学Ⅱ（2）

国際通貨（2） 外国為替（2） マルクス経済学Ⅰ(2) マルクス経済学Ⅱ（2）

コンピュータコミュニケーション（2） アプリケーション論（2）

財務諸表分析（2） 企業評価論（2）

労働経済学Ⅰ（2） 労働経済学Ⅱ（2）

環境経済学Ⅰ（2） 環境経済学Ⅱ（2）

経済史Ⅰ（2） 経済史Ⅱ（2）

（第７～第８セメスター履修可能科目）

国際ビジネス戦略論（理論編）（2） 国際ビジネス戦略論(実践編）(2)

国際マーケティングの基礎理論(2) 国際マーケティング業務(2)

財務諸表論（2） 会計原則論（2）

公共経済学Ⅰ（2） 公共経済学Ⅱ（2）

コンピュータの構成（2） システム設計論（2）

シミュレーション（2） 経営科学（2）

流通戦略論Ⅰ（2） 流通戦略論Ⅱ（2）

ビジネスコミュニケーション論（2） 異文化間コミュニケーション論（2）

国際ビジネス実務（2） 国際ビジネス実践（2）

管理会計総論（2） 管理会計論（2）

法人税税務会計（2） 所得税税務会計（2）

経済政策Ⅰ（2） 経済政策Ⅱ（2）

国際経済学Ⅰ（2） 国際経済学Ⅱ（2）

情報環境論（2） ネットワーク論（2）

データベース（2） Ｗｅｂデータベース（2）

ｅ-コマース（2） コンテンツ開発（2）

演習Ⅰ（4）＜通年＞ 演習Ⅱ（4）＜通年＞ 演習Ⅲ（4）＜通年＞

外国書講読１（2） 外国書講読２（2） 外国書講読３（2） 外国書講読４（2）

プロゼミナール（2）＜通年＞

日本語表現Ⅰ（2） 日本語表現Ⅱ（2）

　日本語読解１（1） 　日本語読解２（1） 日本事情Ⅰ（2） 日本事情Ⅱ（2）

　日本語作文１（1） 　日本語作文２（1）

哲学Ⅰ（2） 哲学Ⅱ（2） 倫理学Ⅰ（2） 倫理学Ⅱ（2） 言語学Ⅰ（2） 言語学Ⅱ（2） 日本語操作法Ⅰ（2） 日本語操作法Ⅱ（2）

歴史学（世界史）Ⅰ（2） 歴史学（世界史）Ⅱ（2） 歴史学（日本史）Ⅰ（2） 歴史学（日本史）Ⅱ（2） 論理学Ⅰ（2） 論理学Ⅱ（2） 文学演習Ⅰ（2） 文学演習Ⅱ（2）

心理学Ⅰ（2） 心理学Ⅱ（2） 文化人類学Ⅰ（2） 文化人類学Ⅱ（2） 外国文化研究Ⅰ（2） 外国文化研究Ⅱ（2） 人文地理学Ⅰ（2） 人文地理学Ⅱ（2）

経済学Ⅰ（2） 経済学Ⅱ（2） 社会学Ⅰ（2） 社会学Ⅱ（2） 現代社会論Ⅰ（2） 現代社会論Ⅱ（2） 平和学Ⅰ（2） 平和学Ⅱ（2）

法学（2） 憲法（2） 基礎法学（2） 応用法学（2） 政治学Ⅰ（2） 政治学Ⅱ（2） 自然地理学Ⅰ（2） 自然地理学Ⅱ（2）

スポーツ健康科学概論Ⅰ（2） スポーツ健康科学概論Ⅱ（2） 地学Ⅰ（2） 地学Ⅱ（2） 生物学Ⅰ（2） 生物学Ⅱ（2） 物理学Ⅰ（2） 物理学Ⅱ（2）

数学Ⅰ（2） 数学Ⅱ（2） 地球環境論（2） 自然環境論（2） 自然科学概論Ⅰ（2） 自然科学概論Ⅱ（2）

ボランティア学（2）※２ 地域ボランティア実践（2）※２

＜キャリアデザイン科目＞

ライフキャリアデザイン１（2） ライフキャリアデザイン２（2）

キャリアデザインⅠ（2） キャリアデザインⅡ（2）

企業連携講座１（2） 企業連携講座２（2）

英語リスニング・スピーキング１（1） 英語リスニング・スピーキング２（1） 総合英語１（1） 総合英語２（1）

英語リーディング･ライティング１（1） 英語リーディング･ライティング２（1）

英語特別講座１（1） 英語特別講座２（1） 英語特別講座３（1） 英語特別講座４（1） （４）（商学系列振替可）

英語上級講座１（1） 英語上級講座２（1） 英語上級講座３（1） 英語上級講座４（1） （４）（商学系列振替可）

中国語１（1） 中国語２（1） 中国語３（1） 中国語４（1） （４）（商学系列振替可）

フランス語１（1） フランス語２（1） フランス語３（1） フランス語４（1） （４）（商学系列振替可）

ドイツ語１（1） ドイツ語２（1） ドイツ語３（1） ドイツ語４（1） （４）（商学系列振替可）

コリア語１（1） コリア語２（1） コリア語３（1） コリア語４（1） （４）（商学系列振替可）

日本語理解１（1） 日本語理解２（1） 日本語特講１（1） 日本語特講２（1） （商学系列振替可）

健康スポーツ実技Ⅰ（1） 健康スポーツ実技Ⅱ（1） 2

スポーツ文化実技Ⅰ（1） スポーツ文化実技Ⅱ（1）

生涯スポーツ実技Ⅰ（1） 生涯スポーツ実技Ⅱ（1）

※１　留学生は「日本語表現Ⅰ・Ⅱ」の代わりに「日本語読解１・２」と「日本語作文１・２」を履修します。2年次の「日本事情Ⅰ・Ⅱ」の単位は、人文・自然系列科目の選択科目に入ります。
※2  「ボランティア学」と「地域ボランティア実践」はセットで履修する科目です。詳細は、P7「➁選択科目」を参照してください。
※3 「日本語理解1・2」と「日本語特講1・2」は日本人学生は履修できません。留学生は日本語以外の選択科目を履修することができますが、母国語は履修することができません。

データサイエンス（2）

キャリアデザインⅢ（2）＜通年＞

留学生選択科目※4

商学系列
科目

商学部入門講座（1）<通年>

共通必修科目

選択必修科目

２年次～

３年次～

プログラミングⅡ（応用ソフトウェア開発
系言語）（2）

人文・自然
系列科目

プログラミングⅠ（システム開発系言
語）（2）

プログラミングⅡ（応用システム開発系
言語）（2）

プログラミングⅠ（ソフトウェア開発系言
語）（2）

必修科目
体育科目

外国語
系列科目

必修科目

選択科目

卒業所要単位数区　　　　分
２年次 ３年次 ４年次１年次

16
第3・4セメから各4単位選択
第5～8セメから各2単位選択

１年次～

プログラミングⅠ（ビジネス処理系言
語）（2）

プログラミングⅡ（データ処理系言語）
（2）

126

必修科目
6

留学生必修科目※1

選択科目 20

選択科目 （４）（商学系列振替可）

72
共通選択

科目

４年次～

6



中央学院大学　商学部　科目及び卒業所要単位数　国際ビジネスコース（２０２６年度入学生用） 国際ビジネスコース

第１セメスター 第２セメスター 第３セメスター 第４セメスター 第５セメスター 第６セメスター 第７セメスター 第８セメスター
情報リテラシー１（2） 情報リテラシー２（2） 4

国際貿易理論（2） 国際貿易政策（2） 国際ビジネス戦略論（理論編）（2） 国際ビジネス戦略論（実践編）（2） ビジネスコミュニケーション論（2） 異文化間コミュニケーション論（2）

国際ビジネス論（2） 多国籍企業論（2） 国際マーケティングの基礎理論（2） 国際マーケティング業務（2） 国際ビジネス実務（2） 国際ビジネス実践（2）

商学部卒業講座Ⅰ(学友会講座）(１)

商学部卒業講座Ⅱ（学友会講座）(１)

（第１～第８セメスター履修可能科目）

商学総論（2） 流通システム論（2） 民法総則（2） 物権法（2） 情報数学（2） 経営数学（2） 情報科学概論（2） マルチメディア論（2）

初級簿記Ⅰ（2） 初級簿記Ⅱ（2） 日本古代・中世経済史（2） 日本近世・近・現代経済史（2） 情報社会と倫理（2）

資格取得講座（日商簿記２級）（4） 資格取得講座（日商簿記３級）（4） 資格取得講座（カラーコーディネーター３級）（2） 資格取得講座（行政書士）（4） 資格取得講座（宅地建物取引士）（4） 資格取得講座（ＦＰ3級）（4）

資格取得講座（秘書技能検定２級）（2）資格取得講座（ＭＯＳ　Ｗｏｒｄ）（2） 資格取得講座（ＭＯＳ　Ｅｘｃｅｌ）（2） 資格取得講座Ⅰ（2） 資格取得講座Ⅱ（2）

（第３～第８セメスター履修可能科目）

消費者行動論Ⅰ（2） 消費者行動論Ⅱ（2） 経営戦略論Ⅰ（2） 経営戦略論Ⅱ（2） 社会政策Ⅰ（2） 社会政策Ⅱ（2）

企業論（2） 事業創造論（2） 広告論（2） 広告政策論（2） 税法Ⅰ（2） 税法Ⅱ（2）

地域経済学Ⅰ（2） 地域経済学Ⅱ（2） 原価計算論Ⅰ（2） 原価計算論Ⅱ（2） 会計情報論（2） 会計情報システム論（2）

入門計量経済学（2） 応用計量経済学（2） 消費経済学（家計と企業）（2） 消費経済学（家計と政府）（2） マクロ経済学Ⅰ（2） マクロ経済学Ⅱ（2）

ソフトウェア論（2） 近代金融論（2） 現代金融論（2） 株式会社と証券市場（2） 経済と株価（2）

商法総則・会社法総論（2） 会社法各論（2） マーケティングシステム論（2） マーケティング情報論（2） 統計学（2） 数理統計学（2）

労働法の基礎（2） 労働法の応用（2） 手形・小切手法（2） 金融商品取引法（2） 債権法総論（2） 債権法各論（2）

開発経済学（2） 開発政策論（2） 国際ビジネス環境論（2） 近代日本経済論（2） 現代日本経済論（2）

ビジネス実践講座「マネジメント･ゲームⅠ」（2） マーケティング論（2） マーケティング戦略論（2） 経済法Ⅰ（2） 経済法Ⅱ（2）

ビジネス実践講座「マネジメント･ゲームⅡ」（2） 現代日本の社会と経済（2） 現代アジアの社会と経済（2） 国際流通論（2） 国際流通システム論（2）

（第５～第８セメスター履修可能科目）

労務管理（2） 人事管理（2） メディアデザイン（2）

監査制度論（2） 監査報告論（2） 中級簿記Ⅰ（2） 中級簿記Ⅱ（2）

近代中小企業論（2） 現代中小企業論（2） 上級簿記Ⅰ（2） 上級簿記Ⅱ（2）

近代商業史（2） 現代商業史（2） 会計学入門（2） 会計制度論（2）

ミクロ経済学Ⅰ（2） ミクロ経済学Ⅱ（2） 国際通貨（2） 外国為替（2）

マルクス経済学Ⅰ(2) マルクス経済学Ⅱ（2） コンピュータコミュニケーション（2） アプリケーション論（2）

経済史Ⅰ（2） 経済史Ⅱ（2） 財務諸表分析（2） 企業評価論（2）

環境経済学Ⅰ（2） 環境経済学Ⅱ（2） 労働経済学Ⅰ（2） 労働経済学Ⅱ（2）

（第７～第８セメスター履修可能科目）

経営学総論Ⅰ（2） 経営学総論Ⅱ（2）

経営管理基礎理論（2） 経営管理応用理論（2）

財務諸表論（2） 会計原則論（2）

公共経済学Ⅰ（2） 公共経済学Ⅱ（2）

コンピュータの構成（2） システム設計論（2）

シミュレーション（2） 経営科学（2）

流通戦略論Ⅰ（2） 流通戦略論Ⅱ（2）

企業の財務活動（2） 財務的意思決定（2）

管理会計総論（2） 管理会計論（2）

法人税税務会計（2） 所得税税務会計（2）

経済政策Ⅰ（2） 経済政策Ⅱ（2）

国際経済学Ⅰ（2） 国際経済学Ⅱ（2）

情報環境論（2） ネットワーク論（2）

データベース（2） Ｗｅｂデータベース（2）

ｅ-コマース（2） コンテンツ開発（2）

経営組織論Ⅰ（2） 経営組織論Ⅱ（2）

演習Ⅰ（4）＜通年＞ 演習Ⅱ（4）＜通年＞ 演習Ⅲ（4）＜通年＞

外国書講読１（2） 外国書講読２（2） 外国書講読３（2） 外国書講読４（2）

プロゼミナール（2）＜通年＞

日本語表現Ⅰ（2） 日本語表現Ⅱ（2）

　日本語読解１（1） 　日本語読解２（1） 日本事情Ⅰ（2） 日本事情Ⅱ（2）

　日本語作文１（1） 　日本語作文２（1）

哲学Ⅰ（2） 哲学Ⅱ（2） 倫理学Ⅰ（2） 倫理学Ⅱ（2） 言語学Ⅰ（2） 言語学Ⅱ（2） 日本語操作法Ⅰ（2） 日本語操作法Ⅱ（2）

歴史学（世界史）Ⅰ（2） 歴史学（世界史）Ⅱ（2） 歴史学（日本史）Ⅰ（2） 歴史学（日本史）Ⅱ（2） 論理学Ⅰ（2） 論理学Ⅱ（2） 文学演習Ⅰ（2） 文学演習Ⅱ（2）

心理学Ⅰ（2） 心理学Ⅱ（2） 文化人類学Ⅰ（2） 文化人類学Ⅱ（2） 外国文化研究Ⅰ（2） 外国文化研究Ⅱ（2） 人文地理学Ⅰ（2） 人文地理学Ⅱ（2）

経済学Ⅰ（2） 経済学Ⅱ（2） 社会学Ⅰ（2） 社会学Ⅱ（2） 現代社会論Ⅰ（2） 現代社会論Ⅱ（2） 平和学Ⅰ（2） 平和学Ⅱ（2）

法学（2） 憲法（2） 基礎法学（2） 応用法学（2） 政治学Ⅰ（2） 政治学Ⅱ（2） 自然地理学Ⅰ（2） 自然地理学Ⅱ（2）

スポーツ健康科学概論Ⅰ（2） スポーツ健康科学概論Ⅱ（2） 地学Ⅰ（2） 地学Ⅱ（2） 生物学Ⅰ（2） 生物学Ⅱ（2） 物理学Ⅰ（2） 物理学Ⅱ（2）

数学Ⅰ（2） 数学Ⅱ（2） 地球環境論（2） 自然環境論（2） 自然科学概論Ⅰ（2） 自然科学概論Ⅱ（2）

ボランティア学（2）※２ 地域ボランティア実践（2）※２

＜キャリアデザイン科目＞

ライフキャリアデザイン１（2） ライフキャリアデザイン２（2）

キャリアデザインⅠ（2） キャリアデザインⅡ（2）

企業連携講座１（2） 企業連携講座２（2）

英語リスニング・スピーキング１（1） 英語リスニング・スピーキング２（1） 総合英語１（1） 総合英語２（1）

英語リーディング･ライティング１（1） 英語リーディング･ライティング２（1）

英語特別講座１（1） 英語特別講座２（1） 英語特別講座３（1） 英語特別講座４（1） （４）（商学系列振替可）

英語上級講座１（1） 英語上級講座２（1） 英語上級講座３（1） 英語上級講座４（1） （４）（商学系列振替可）

中国語１（1） 中国語２（1） 中国語３（1） 中国語４（1） （４）（商学系列振替可）

フランス語１（1） フランス語２（1） フランス語３（1） フランス語４（1） （４）（商学系列振替可）

ドイツ語１（1） ドイツ語２（1） ドイツ語３（1） ドイツ語４（1） （４）（商学系列振替可）

コリア語１（1） コリア語２（1） コリア語３（1） コリア語４（1） （４）（商学系列振替可）

日本語理解１（1） 日本語理解２（1） 日本語特講１（1） 日本語特講２（1） （商学系列振替可）

健康スポーツ実技Ⅰ（1） 健康スポーツ実技Ⅱ（1） 2

スポーツ文化実技Ⅰ（1） スポーツ文化実技Ⅱ（1）

生涯スポーツ実技Ⅰ（1） 生涯スポーツ実技Ⅱ（1）

※１　留学生は「日本語表現Ⅰ・Ⅱ」の代わりに「日本語読解１・２」と「日本語作文１・２」を履修します。2年次の「日本事情Ⅰ・Ⅱ」の単位は、人文・自然系列科目の選択科目に入ります。
※2  「ボランティア学」と「地域ボランティア実践」はセットで履修する科目です。詳細は、P7「➁選択科目」を参照してください。
※3  「日本語理解1・2」と「日本語特講1・2」は日本人学生は履修できません。留学生は日本語以外の選択科目を履修することができますが、母国語は履修することができません。

卒業所要単位数

商学系列
科目

共通必修科目

選択必修科目

区　　　　分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

16
第3～8セメから各2単位選択

72

４年次～

共通選択
科目

商学部入門講座（1）<通年>

126

体育科目
必修科目

選択科目 （４）（商学系列振替可）

２年次～

6

20

6

留学生選択科目※4

キャリアデザインⅢ（2）＜通年＞

プログラミングⅡ（応用ソフトウェア開発
系言語）（2）

プログラミングⅠ（ビジネス処理系言
語）（2）

プログラミングⅡ（データ処理系言語）
（2）

プログラミングⅠ（システム開発系言
語）（2）

プログラミングⅡ（応用システム開発系
言語）（2）

１年次～

３年次～

人文・自然
系列科目

必修科目

留学生必修科目※1

選択科目

データサイエンス（2）

プログラミングⅠ（ソフトウェア開発系言
語）（2）

外国語
系列科目

必修科目

選択科目



中央学院大学　商学部　科目及び卒業所要単位数　会計コース（２０２６年度入学生用） 会計コース

第１セメスター 第２セメスター 第３セメスター 第４セメスター 第５セメスター 第６セメスター 第７セメスター 第８セメスター
情報リテラシー１（2） 情報リテラシー２（2） 4

*中級簿記Ⅰ（2） *中級簿記Ⅱ（2） #財務諸表論（2） #会計原則論（2） *管理会計総論（2） *管理会計論（2）

*上級簿記Ⅰ（2） *上級簿記Ⅱ（2） *法人税税務会計（2） *所得税税務会計（2）

#会計学入門（2） #会計制度論（2） 商学部卒業講座Ⅰ(学友会講座）(１)

商学部卒業講座Ⅱ（学友会講座）(１)

（第１～第８セメスター履修可能科目）

商学総論（2） 流通システム論（2） 民法総則（2） 物権法（2） 情報数学（2） 経営数学（2） 情報科学概論（2） マルチメディア論（2）

初級簿記Ⅰ（2） 初級簿記Ⅱ（2） 日本古代・中世経済史（2） 日本近世・近・現代経済史（2） 情報社会と倫理（2）

資格取得講座（日商簿記２級）（4） 資格取得講座（日商簿記３級）（4） 資格取得講座（カラーコーディネーター３級）（2） 資格取得講座（行政書士）（4） 資格取得講座（宅地建物取引士）（4） 資格取得講座（ＦＰ3級）（4）

資格取得講座（秘書技能検定２級）（2）資格取得講座（ＭＯＳ　Ｗｏｒｄ）（2） 資格取得講座（ＭＯＳ　Ｅｘｃｅｌ）（2） 資格取得講座Ⅰ（2） 資格取得講座Ⅱ（2）

（第３～第８セメスター履修可能科目）

消費者行動論Ⅰ（2） 消費者行動論Ⅱ（2） 経営戦略論Ⅰ（2） 経営戦略論Ⅱ（2） 社会政策Ⅰ（2） 社会政策Ⅱ（2）

起業論（2） 事業創造論（2） 広告論（2） 広告政策論（2） 税法Ⅰ（2） 税法Ⅱ（2）

地域経済学Ⅰ（2） 地域経済学Ⅱ（2） 原価計算論Ⅰ（2） 原価計算論Ⅱ（2） 会計情報論（2） 会計情報システム論（2）

入門計量経済学（2） 応用計量経済学（2） 消費経済学（家計と企業）（2） 消費経済学（家計と政府）（2） マクロ経済学Ⅰ（2） マクロ経済学Ⅱ（2）

ソフトウェア論（2） 近代金融論（2） 現代金融論（2） 株式会社と証券市場（2） 経済と株価（2）

商法総則・会社法総論（2） 会社法各論（2） マーケティングシステム論（2） マーケティング情報論（2） 統計学（2） 数理統計学（2）

労働法の基礎（2） 労働法の応用（2） 手形・小切手法（2） 金融商品取引法（2） 債権法総論（2） 債権法各論（2）

開発経済学（2） 開発政策論（2） 国際ビジネス環境論（2） 近代日本経済論（2） 現代日本経済論（2）

ビジネス実践講座「マネジメント･ゲームⅠ」（2） マーケティング論（2） マーケティング戦略論（2） 経済法Ⅰ（2） 経済法Ⅱ（2）

ビジネス実践講座「マネジメント･ゲームⅡ」（2） 現代日本の社会と経済（2） 現代アジアの社会と経済（2） 国際流通論（2） 国際流通システム論（2）

（第５～第８セメスター履修可能科目）

労務管理（2） 人事管理（2） 財務諸表分析（2） 企業評価論（2）

監査制度論（2） 監査報告論（2） 労働経済学Ⅰ（2） 労働経済学Ⅱ（2）

近代中小企業論（2） 現代中小企業論（2） メディアデザイン（2）

近代商業史（2） 現代商業史（2） ミクロ経済学Ⅰ（2） ミクロ経済学Ⅱ（2）

国際貿易理論（2） 国際貿易政策（2） マルクス経済学Ⅰ(2) マルクス経済学Ⅱ（2）

国際ビジネス論（2） 多国籍企業論（2）

国際通貨（2） 外国為替（2）

コンピュータコミュニケーション（2） アプリケーション論（2）

経済史Ⅰ（2） 経済史Ⅱ（2）

環境経済学Ⅰ（2） 環境経済学Ⅱ（2）

（第７～第８セメスター履修可能科目）

経営学総論Ⅰ（2） 経営学総論Ⅱ（2）

経営管理基礎理論（2） 経営管理応用理論（2）

国際ビジネス戦略論(理論編)(２) 国際ビジネス戦略論（実践編）（2）

国際マーケティングの基礎理論（2） 国際マーケティング業務（2）

公共経済学Ⅰ（2） 公共経済学Ⅱ（2）

コンピュータの構成（2） システム設計論（2）

シミュレーション（2） 経営科学（2）

流通戦略論Ⅰ（2） 流通戦略論Ⅱ（2）

企業の財務活動（2） 財務的意思決定（2）

ビジネスコミュニケーション論（2） 異文化間コミュニケーション論（2）

国際ビジネス実務（2） 国際ビジネス実践（2）

経済政策Ⅰ（2） 経済政策Ⅱ（2）

国際経済学Ⅰ（2） 国際経済学Ⅱ（2）

情報環境論（2） ネットワーク論（2）

データベース（2） Ｗｅｂデータベース（2）

ｅ-コマース（2） コンテンツ開発（2）

経営組織論Ⅰ（2） 経営組織論Ⅱ（2）

演習Ⅰ（4）＜通年＞ 演習Ⅱ（4）＜通年＞ 演習Ⅲ（4）＜通年＞

外国書講読１（2） 外国書講読２（2） 外国書講読３（2） 外国書講読４（2）

プロゼミナール（2）＜通年＞

日本語表現Ⅰ（2） 日本語表現Ⅱ（2）

　日本語読解１（1） 　日本語読解２（1） 日本事情Ⅰ（2） 日本事情Ⅱ（2）

　日本語作文１（1） 　日本語作文２（1）

哲学Ⅰ（2） 哲学Ⅱ（2） 倫理学Ⅰ（2） 倫理学Ⅱ（2） 言語学Ⅰ（2） 言語学Ⅱ（2） 日本語操作法Ⅰ（2） 日本語操作法Ⅱ（2）

歴史学（世界史）Ⅰ（2） 歴史学（世界史）Ⅱ（2） 歴史学（日本史）Ⅰ（2） 歴史学（日本史）Ⅱ（2） 論理学Ⅰ（2） 論理学Ⅱ（2） 文学演習Ⅰ（2） 文学演習Ⅱ（2）

心理学Ⅰ（2） 心理学Ⅱ（2） 文化人類学Ⅰ（2） 文化人類学Ⅱ（2） 外国文化研究Ⅰ（2） 外国文化研究Ⅱ（2） 人文地理学Ⅰ（2） 人文地理学Ⅱ（2）

経済学Ⅰ（2） 経済学Ⅱ（2） 社会学Ⅰ（2） 社会学Ⅱ（2） 現代社会論Ⅰ（2） 現代社会論Ⅱ（2） 平和学Ⅰ（2） 平和学Ⅱ（2）

法学（2） 憲法（2） 基礎法学（2） 応用法学（2） 政治学Ⅰ（2） 政治学Ⅱ（2） 自然地理学Ⅰ（2） 自然地理学Ⅱ（2）

スポーツ健康科学概論Ⅰ（2） スポーツ健康科学概論Ⅱ（2） 地学Ⅰ（2） 地学Ⅱ（2） 生物学Ⅰ（2） 生物学Ⅱ（2） 物理学Ⅰ（2） 物理学Ⅱ（2）

数学Ⅰ（2） 数学Ⅱ（2） 地球環境論（2） 自然環境論（2） 自然科学概論Ⅰ（2） 自然科学概論Ⅱ（2）

ボランティア学（2）※２ 地域ボランティア実践（2）※２

＜キャリアデザイン科目＞

ライフキャリアデザイン１（2） ライフキャリアデザイン２（2）

キャリアデザインⅠ（2） キャリアデザインⅡ（2）

企業連携講座１（2） 企業連携講座２（2）

英語リスニング・スピーキング１（1） 英語リスニング・スピーキング２（1） 総合英語１（1） 総合英語２（1）

英語リーディング･ライティング１（1） 英語リーディング･ライティング２（1）

英語特別講座１（1） 英語特別講座２（1） 英語特別講座３（1） 英語特別講座４（1） （４）（商学系列振替可）

英語上級講座１（1） 英語上級講座２（1） 英語上級講座３（1） 英語上級講座４（1） （４）（商学系列振替可）

中国語１（1） 中国語２（1） 中国語３（1） 中国語４（1） （４）（商学系列振替可）

フランス語１（1） フランス語２（1） フランス語３（1） フランス語４（1） （４）（商学系列振替可）

ドイツ語１（1） ドイツ語２（1） ドイツ語３（1） ドイツ語４（1） （４）（商学系列振替可）

コリア語１（1） コリア語２（1） コリア語３（1） コリア語４（1） （４）（商学系列振替可）

日本語理解１（1） 日本語理解２（1） 日本語特講１（1） 日本語特講２（1） （商学系列振替可）

健康スポーツ実技Ⅰ（1） 健康スポーツ実技Ⅱ（1） 2

スポーツ文化実技Ⅰ（1） スポーツ文化実技Ⅱ（1）

生涯スポーツ実技Ⅰ（1） 生涯スポーツ実技Ⅱ（1）

※１　留学生は「日本語表現Ⅰ・Ⅱ」の代わりに「日本語読解１・２」と「日本語作文１・２」を履修します。2年次の「日本事情Ⅰ・Ⅱ」の単位は、人文・自然系列科目の選択科目に入ります。
※2  「ボランティア学」と「地域ボランティア実践」はセットで履修する科目です。詳細は、P7「➁選択科目」を参照してください。
※3  「日本語理解1・2」と「日本語特講1・2」は日本人学生は履修できません。留学生は日本語以外の選択科目を履修することができますが、母国語は履修することができません。
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16
第3･4セメの*から各2単位選択

第7・8セメから各2単位選択
#印の科目は必須

プログラミングⅠ（ビジネス処理系言
語）（2）

プログラミングⅡ（データ処理系言語）
（2）

プログラミングⅠ（システム開発系言
語）（2）

プログラミングⅡ（応用システム開発系
言語）（2）

プログラミングⅠ（ソフトウェア開発系言
語）（2）

プログラミングⅡ（応用ソフトウェア開発
系言語）（2）

４年次
卒業所要単位数

１年次～

共通選択
科目

商学系列
科目

126

区　　　　分
１年次 ２年次 ３年次

商学部入門講座（1）<通年>

選択必修科目

共通必修科目

２年次～

３年次～

４年次～

人文・自然
系列科目

必修科目
6

留学生必修科目※1

選択科目 20

キャリアデザインⅢ（2）＜通年＞

データサイエンス（2）

体育科目
必修科目

選択科目 （４）（商学系列振替可）

外国語
系列科目

必修科目 6

選択科目

留学生選択科目※4



中央学院大学　商学部　科目及び卒業所要単位数　経済コース（２０２６年度入学生用） 経済コース

第１セメスター 第２セメスター 第３セメスター 第４セメスター 第５セメスター 第６セメスター 第７セメスター 第８セメスター
情報リテラシー１（2） 情報リテラシー２（2） 4

＃ミクロ経済学Ⅰ（2） ＃ミクロ経済学Ⅱ（2） 公共経済学Ⅰ（2） 公共経済学Ⅱ（2） 経済政策Ⅰ（2） 経済政策Ⅱ（2）

＃マクロ経済学Ⅰ（2） ＃マクロ経済学Ⅱ（2） 国際経済学Ⅰ（2） 国際経済学Ⅱ（2）

経済史Ⅰ（2） 経済史Ⅱ（2） 商学部卒業講座Ⅰ(学友会講座）(１)

商学部卒業講座Ⅱ（学友会講座）(１)

（第１～第８セメスター履修可能科目）

商学総論（2） 流通システム論（2） 民法総則（2） 物権法（2） 情報数学（2） 経営数学（2） 情報科学概論（2） マルチメディア論（2）

初級簿記Ⅰ（2） 初級簿記Ⅱ（2） 日本古代・中世経済史（2） 日本近世・近・現代経済史（2） 情報社会と倫理（2）

資格取得講座（日商簿記２級）（4） 資格取得講座（日商簿記３級）（4） 資格取得講座（カラーコーディネーター３級）（2） 資格取得講座（行政書士）（4） 資格取得講座（宅地建物取引士）（4） 資格取得講座（ＦＰ3級）（4）

資格取得講座（秘書技能検定２級）（2）資格取得講座（ＭＯＳ　Ｗｏｒｄ）（2） 資格取得講座（ＭＯＳ　Ｅｘｃｅｌ）（2） 資格取得講座Ⅰ（2） 資格取得講座Ⅱ（2）

（第３～第８セメスター履修可能科目）

消費者行動論Ⅰ（2） 消費者行動論Ⅱ（2） 経営戦略論Ⅰ（2） 経営戦略論Ⅱ（2） 社会政策Ⅰ（2） 社会政策Ⅱ（2）

起業論（2） 事業創造論（2） 広告論（2） 広告政策論（2） 税法Ⅰ（2） 税法Ⅱ（2）

地域経済学Ⅰ（2） 地域経済学Ⅱ（2） 原価計算論Ⅰ（2） 原価計算論Ⅱ（2） 会計情報論（2） 会計情報システム論（2）

入門計量経済学（2） 応用計量経済学（2） 消費経済学（家計と企業）（2） 消費経済学（家計と政府）（2） マルクス経済学Ⅰ（2） マルクス経済学Ⅱ（2）

ソフトウェア論（2） 近代金融論（2） 現代金融論（2） 株式会社と証券市場（2） 経済と株価（2）

商法総則・会社法総論（2） 会社法各論（2） マーケティングシステム論（2） マーケティング情報論（2） 統計学（2） 数理統計学（2）

労働法の基礎（2） 労働法の応用（2） 手形・小切手法（2） 金融商品取引法（2） 債権法総論（2） 債権法各論（2）

開発経済学（2） 開発政策論（2） 国際ビジネス環境論（2） 近代日本経済論（2） 現代日本経済論（2）

ビジネス実践講座「マネジメント･ゲームⅠ」（2） マーケティング論（2） マーケティング戦略論（2） 経済法Ⅰ（2） 経済法Ⅱ（2）

ビジネス実践講座「マネジメント･ゲームⅡ」（2） 現代日本の社会と経済（2） 現代アジアの社会と経済（2） 国際流通論（2） 国際流通システム論（2）

（第５～第８セメスター履修可能科目）

労務管理（2） 人事管理（2） 財務諸表分析（2） 企業評価論（2）

監査制度論（2） 監査報告論（2） 労働経済学Ⅰ（2） 労働経済学Ⅱ（2）

近代中小企業論（2） 現代中小企業論（2） 中級簿記Ⅰ（2） 中級簿記Ⅱ（2）

近代商業史（2） 現代商業史（2） 上級簿記Ⅰ(2) 上級簿記Ⅱ（2）

国際貿易理論（2） 国際貿易政策（2） 会計学入門（2） 会計制度論（2）

国際ビジネス論（2） 多国籍企業論（2）

国際通貨（2） 外国為替（2）

メディアデザイン（2）

コンピュータコミュニケーション（2） アプリケーション論（2）

環境経済学Ⅰ（2） 環境経済学Ⅱ（2）

（第７～第８セメスター履修可能科目）

経営学総論Ⅰ（2） 経営学総論Ⅱ（2）

経営管理基礎理論（2） 経営管理応用理論（2）

国際ビジネス戦略論(理論編)(２) 国際ビジネス戦略論（実践編）（2）

国際マーケティングの基礎理論（2） 国際マーケティング業務（2）

財務諸表論（2） 会計原則論（2）

コンピュータの構成（2） システム設計論（2）

シミュレーション（2） 経営科学（2）

流通戦略論Ⅰ（2） 流通戦略論Ⅱ（2）

企業の財務活動（2） 財務的意思決定（2）

ビジネスコミュニケーション論（2） 異文化間コミュニケーション論（2）

国際ビジネス実務（2） 国際ビジネス実践（2）

管理会計総論（2） 管理会計論（2）

法人税税務会計（2） 所得税税務会計（2）

情報環境論（2） ネットワーク論（2）

データベース（2） Ｗｅｂデータベース（2）

ｅ-コマース（2） コンテンツ開発（2）

経営組織論Ⅰ（2） 経営組織論Ⅱ（2）

演習Ⅰ（4）＜通年＞ 演習Ⅱ（4）＜通年＞ 演習Ⅲ（4）＜通年＞

外国書講読１（2） 外国書講読２（2） 外国書講読３（2） 外国書講読４（2）

プロゼミナール（2）＜通年＞

日本語表現Ⅰ（2） 日本語表現Ⅱ（2）

　日本語読解１（1） 　日本語読解２（1） 日本事情Ⅰ（2） 日本事情Ⅱ（2）

　日本語作文１（1） 　日本語作文２（1）

哲学Ⅰ（2） 哲学Ⅱ（2） 倫理学Ⅰ（2） 倫理学Ⅱ（2） 言語学Ⅰ（2） 言語学Ⅱ（2） 日本語操作法Ⅰ（2） 日本語操作法Ⅱ（2）

歴史学（世界史）Ⅰ（2） 歴史学（世界史）Ⅱ（2） 歴史学（日本史）Ⅰ（2） 歴史学（日本史）Ⅱ（2） 論理学Ⅰ（2） 論理学Ⅱ（2） 文学演習Ⅰ（2） 文学演習Ⅱ（2）

心理学Ⅰ（2） 心理学Ⅱ（2） 文化人類学Ⅰ（2） 文化人類学Ⅱ（2） 外国文化研究Ⅰ（2） 外国文化研究Ⅱ（2） 人文地理学Ⅰ（2） 人文地理学Ⅱ（2）

経済学Ⅰ（2） 経済学Ⅱ（2） 社会学Ⅰ（2） 社会学Ⅱ（2） 現代社会論Ⅰ（2） 現代社会論Ⅱ（2） 平和学Ⅰ（2） 平和学Ⅱ（2）

法学（2） 憲法（2） 基礎法学（2） 応用法学（2） 政治学Ⅰ（2） 政治学Ⅱ（2） 自然地理学Ⅰ（2） 自然地理学Ⅱ（2）

スポーツ健康科学概論Ⅰ（2） スポーツ健康科学概論Ⅱ（2） 地学Ⅰ（2） 地学Ⅱ（2） 生物学Ⅰ（2） 生物学Ⅱ（2） 物理学Ⅰ（2） 物理学Ⅱ（2）

数学Ⅰ（2） 数学Ⅱ（2） 地球環境論（2） 自然環境論（2） 自然科学概論Ⅰ（2） 自然科学概論Ⅱ（2）

ボランティア学（2）※２ 地域ボランティア実践（2）※２

＜キャリアデザイン科目＞

ライフキャリアデザイン１（2） ライフキャリアデザイン２（2）

キャリアデザインⅠ（2） キャリアデザインⅡ（2）

企業連携講座１（2） 企業連携講座２（2）

英語リスニング・スピーキング１（1） 英語リスニング・スピーキング２（1） 総合英語１（1） 総合英語２（1）

英語リーディング･ライティング１（1） 英語リーディング･ライティング２（1）

英語特別講座１（1） 英語特別講座２（1） 英語特別講座３（1） 英語特別講座４（1） （４）（商学系列振替可）

英語上級講座１（1） 英語上級講座２（1） 英語上級講座３（1） 英語上級講座４（1） （４）（商学系列振替可）

中国語１（1） 中国語２（1） 中国語３（1） 中国語４（1） （４）（商学系列振替可）

フランス語１（1） フランス語２（1） フランス語３（1） フランス語４（1） （４）（商学系列振替可）

ドイツ語１（1） ドイツ語２（1） ドイツ語３（1） ドイツ語４（1） （４）（商学系列振替可）

コリア語１（1） コリア語２（1） コリア語３（1） コリア語４（1） （４）（商学系列振替可）

日本語理解１（1） 日本語理解２（1） 日本語特講１（1） 日本語特講２（1） （商学系列振替可）

健康スポーツ実技Ⅰ（1） 健康スポーツ実技Ⅱ（1） 2

スポーツ文化実技Ⅰ（1） スポーツ文化実技Ⅱ（1）

生涯スポーツ実技Ⅰ（1） 生涯スポーツ実技Ⅱ（1）

※１　留学生は「日本語表現Ⅰ・Ⅱ」の代わりに「日本語読解１・２」と「日本語作文１・２」を履修します。2年次の「日本事情Ⅰ・Ⅱ」の単位は、人文・自然系列科目の選択科目に入ります。
※2  「ボランティア学」と「地域ボランティア実践」はセットで履修する科目です。詳細は、P7「➁選択科目」を参照してください。
※3  「日本語理解1・2」と「日本語特講1・2」は日本人学生は履修できません。留学生は日本語以外の選択科目を履修することができますが、母国語は履修することができません。
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体育科目
必修科目

選択科目 （４）（商学系列振替可）

商学系列
科目

共通必修科目

選択必修科目
16

5～8セメスターから各2単位選択
#印の科目は必須

商学部入門講座（1）<通年>

共通選択
科目

１年次～

２年次～

３年次～

４年次～

卒業所要単位数区　　　　分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

プログラミングⅡ（応用ソフトウェア開発
系言語）（2）

6

20

6

72

キャリアデザインⅢ（2）＜通年＞

プログラミングⅠ（ビジネス処理系言
語）（2）

プログラミングⅡ（データ処理系言語）
（2）

プログラミングⅠ（システム開発系言
語）（2）

プログラミングⅡ（応用システム開発系
言語）（2）

プログラミングⅠ（ソフトウェア開発系言
語）（2）

データサイエンス（2）

人文・自然
系列科目

外国語
系列科目

必修科目

選択科目

留学生選択科目※4

必修科目

留学生必修科目※1

選択科目



中央学院大学　商学部　科目及び卒業所要単位数　情報コース（２０２６年度入学生用） 情報コース

第１セメスター 第２セメスター 第３セメスター 第４セメスター 第５セメスター 第６セメスター 第７セメスター 第８セメスター
情報リテラシー１（2） 情報リテラシー２（2） 4

コンピュータコミュニケーション（2） アプリケーション論（2） コンピュータの構成（2） システム設計論（2） シミュレーション（2） 経営科学（2）

情報環境論（2） ネットワーク論（2） ｅ-コマース（2） コンテンツ開発（2）

データベース（2） Ｗｅｂデータベース（2）

第3・4セメから各4単位選択

第5～8セメから各2単位選択

商学部卒業講座Ⅰ(学友会講座）(１)

商学部卒業講座Ⅱ（学友会講座）(１)

（第１～第８セメスター履修可能科目）

商学総論（2） 流通システム論（2） 民法総則（2） 物権法（2） 情報数学（2） 経営数学（2） 情報科学概論（2） マルチメディア論（2）

初級簿記Ⅰ（2） 初級簿記Ⅱ（2） 日本古代・中世経済史（2） 日本近世・近・現代経済史（2） 情報社会と倫理（2）

資格取得講座（日商簿記２級）（4） 資格取得講座（日商簿記３級）（4） 資格取得講座（カラーコーディネーター３級）（2） 資格取得講座（行政書士）（4） 資格取得講座（宅地建物取引士）（4） 資格取得講座（ＦＰ3級）（4）

資格取得講座（秘書技能検定２級）（2） 資格取得講座（ＭＯＳ　Ｗｏｒｄ）（2） 資格取得講座（ＭＯＳ　Ｅｘｃｅｌ）（2） 資格取得講座Ⅰ（2） 資格取得講座Ⅱ（2）

（第３～第８セメスター履修可能科目）

消費者行動論Ⅰ（2） 消費者行動論Ⅱ（2） 経営戦略論Ⅰ（2） 経営戦略論Ⅱ（2） 社会政策Ⅰ（2） 社会政策Ⅱ（2）

起業論（2） 事業創造論（2） 広告論（2） 広告政策論（2） 税法Ⅰ（2） 税法Ⅱ（2）

地域経済学Ⅰ（2） 地域経済学Ⅱ（2） 原価計算論Ⅰ（2） 原価計算論Ⅱ（2） 会計情報論（2） 会計情報システム論（2）

入門計量経済学（2） 応用計量経済学（2） 消費経済学（家計と企業）（2） 消費経済学（家計と政府）（2） マクロ経済学Ⅰ（2） マクロ経済学Ⅱ（2）

ソフトウェア論（2） 近代金融論（2） 現代金融論（2） 株式会社と証券市場（2） 経済と株価（2）

商法総則・会社法総論（2） 会社法各論（2） マーケティングシステム論（2） マーケティング情報論（2） 統計学（2） 数理統計学（2）

労働法の基礎（2） 労働法の応用（2） 手形・小切手法（2） 金融商品取引法（2） 債権法総論（2） 債権法各論（2）

開発経済学（2） 開発政策論（2） 国際ビジネス環境論（2） 近代日本経済論（2） 現代日本経済論（2）

ビジネス実践講座「マネジメント･ゲームⅠ」（2） マーケティング論（2） マーケティング戦略論（2） 経済法Ⅰ（2） 経済法Ⅱ（2）

ビジネス実践講座「マネジメント･ゲームⅡ」（2） 現代日本の社会と経済（2） 現代アジアの社会と経済（2） 国際流通論（2） 国際流通システム論（2）

（第５～第８セメスター履修可能科目）

労務管理（2） 人事管理（2） 財務諸表分析（2） 企業評価論（2）

監査制度論（2） 監査報告論（2） 労働経済学Ⅰ（2） 労働経済学Ⅱ（2）

近代中小企業論（2） 現代中小企業論（2） 近代商業史（2）　 現代商業史（2）　

会計学入門（2） 会計制度論（2） 国際貿易理論（2） 国際貿易政策（2）

ミクロ経済学Ⅰ（2） ミクロ経済学Ⅱ（2） 国際ビジネス論（2） 多国籍企業論（2）

マルクス経済学Ⅰ(2) マルクス経済学Ⅱ（2） 国際通貨（2） 外国為替（2）

経済史Ⅰ（2） 経済史Ⅱ（2） 中級簿記Ⅰ（2） 中級簿記Ⅱ（2）

メディアデザイン（2） 上級簿記Ⅰ（2） 上級簿記Ⅱ（2）

環境経済学Ⅰ（2） 環境経済学Ⅱ（2）

（第７～第８セメスター履修可能科目）

経営学総論Ⅰ（2） 経営学総論Ⅱ（2）

経営管理基礎理論（2） 経営管理応用理論（2）

国際ビジネス戦略論（理論編）(２) 国際ビジネス戦略論（実践編）(2)

国際マーケティングの基礎理論（2） 国際マーケティング業務（2）

財務諸表論（2） 会計原則論（2）

公共経済学Ⅰ（2） 公共経済学Ⅱ（2）

流通戦略論Ⅰ（2） 流通戦略論Ⅱ（2）

企業の財務活動（2） 財務的意思決定（2）

ビジネスコミュニケーション論（2） 異文化間コミュニケーション論（2）

国際ビジネス実務（2） 国際ビジネス実践（2）

管理会計総論（2） 管理会計論（2）

法人税税務会計（2） 所得税税務会計（2）

経済政策Ⅰ（2） 経済政策Ⅱ（2）

国際経済学Ⅰ（2） 国際経済学Ⅱ（2）

経営組織論Ⅰ（2） 経営組織論Ⅱ（2）

演習Ⅰ（4）＜通年＞ 演習Ⅱ（4）＜通年＞ 演習Ⅲ（4）＜通年＞

外国書講読１（2） 外国書講読２（2） 外国書講読３（2） 外国書講読４（2）

プロゼミナール（2）＜通年＞

日本語表現Ⅰ（2） 日本語表現Ⅱ（2）

　日本語読解１（1） 　日本語読解２（1） 日本事情Ⅰ（2） 日本事情Ⅱ（2）

　日本語作文１（1） 　日本語作文２（1）

哲学Ⅰ（2） 哲学Ⅱ（2） 倫理学Ⅰ（2） 倫理学Ⅱ（2） 言語学Ⅰ（2） 言語学Ⅱ（2） 日本語操作法Ⅰ（2） 日本語操作法Ⅱ（2）

歴史学（世界史）Ⅰ（2） 歴史学（世界史）Ⅱ（2） 歴史学（日本史）Ⅰ（2） 歴史学（日本史）Ⅱ（2） 論理学Ⅰ（2） 論理学Ⅱ（2） 文学演習Ⅰ（2） 文学演習Ⅱ（2）

心理学Ⅰ（2） 心理学Ⅱ（2） 文化人類学Ⅰ（2） 文化人類学Ⅱ（2） 外国文化研究Ⅰ（2） 外国文化研究Ⅱ（2） 人文地理学Ⅰ（2） 人文地理学Ⅱ（2）

経済学Ⅰ（2） 経済学Ⅱ（2） 社会学Ⅰ（2） 社会学Ⅱ（2） 現代社会論Ⅰ（2） 現代社会論Ⅱ（2） 平和学Ⅰ（2） 平和学Ⅱ（2）

法学（2） 憲法（2） 基礎法学（2） 応用法学（2） 政治学Ⅰ（2） 政治学Ⅱ（2） 自然地理学Ⅰ（2） 自然地理学Ⅱ（2）

スポーツ健康科学概論Ⅰ（2） スポーツ健康科学概論Ⅱ（2） 地学Ⅰ（2） 地学Ⅱ（2） 生物学Ⅰ（2） 生物学Ⅱ（2） 物理学Ⅰ（2） 物理学Ⅱ（2）

数学Ⅰ（2） 数学Ⅱ（2） 地球環境論（2） 自然環境論（2） 自然科学概論Ⅰ（2） 自然科学概論Ⅱ（2）

ボランティア学（2）※２ 地域ボランティア実践（2）※２

＜キャリアデザイン科目＞

ライフキャリアデザイン１（2） ライフキャリアデザイン２（2）

キャリアデザインⅠ（2） キャリアデザインⅡ（2）

企業連携講座１（2） 企業連携講座２（2）

英語リスニング・スピーキング１（1） 英語リスニング・スピーキング２（1） 総合英語１（1） 総合英語２（1）

英語リーディング･ライティング１（1） 英語リーディング･ライティング２（1）

英語特別講座１（1） 英語特別講座２（1） 英語特別講座３（1） 英語特別講座４（1） （４）（商学系列振替可）

英語上級講座１（1） 英語上級講座２（1） 英語上級講座３（1） 英語上級講座４（1） （４）（商学系列振替可）

中国語１（1） 中国語２（1） 中国語３（1） 中国語４（1） （４）（商学系列振替可）

フランス語１（1） フランス語２（1） フランス語３（1） フランス語４（1） （４）（商学系列振替可）

ドイツ語１（1） ドイツ語２（1） ドイツ語３（1） ドイツ語４（1） （４）（商学系列振替可）

コリア語１（1） コリア語２（1） コリア語３（1） コリア語４（1） （４）（商学系列振替可）

日本語理解１（1） 日本語理解２（1） 日本語特講１（1） 日本語特講２（1） （商学系列振替可）

健康スポーツ実技Ⅰ（1） 健康スポーツ実技Ⅱ（1） 2

スポーツ文化実技Ⅰ（1） スポーツ文化実技Ⅱ（1）

生涯スポーツ実技Ⅰ（1） 生涯スポーツ実技Ⅱ（1）

※１　留学生は「日本語表現Ⅰ・Ⅱ」の代わりに「日本語読解１・２」と「日本語作文１・２」を履修します。2年次の「日本事情Ⅰ・Ⅱ」の単位は、人文・自然系列科目の選択科目に入ります。
※2  「ボランティア学」と「地域ボランティア実践」はセットで履修する科目です。詳細は、P7「➁選択科目」を参照してください。
※3  「日本語理解1・2」と「日本語特講1・2」は日本人学生は履修できません。留学生は日本語以外の選択科目を履修することができますが、母国語は履修することができません。

体育科目
必修科目

選択科目 （４）（商学系列振替可）

外国語
系列科目

6

選択科目

留学生選択科目※4

商学系列
科目

共通選択
科目

４年次～

人文・自然
系列科目

必修科目

留学生必修科目※1

選択科目

卒業所要単位数

共通必修科目

選択必修科目

72

区　 　分
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

商学部入門講座（1）<通年>

２年次～

１年次～

３年次～

16

126

必修科目

6

20

プログラミングⅠ（ビジネス処理系言
語）（2）

プログラミングⅡ（データ処理系言語）
（2）

プログラミングⅠ（システム開発系言
語）（2）

プログラミングⅡ（応用システム開発系
言語）（2）

プログラミングⅠ（ソフトウェア開発系言
語）（2）

プログラミングⅡ（応用ソフトウェア開発
系言語）（2）

キャリアデザインⅢ（2）＜通年＞

データサイエンス（2）



中央学院大学　商学部　科目及び卒業所要単位数　スポーツキャリアコース（２０２６年度入学生用） スポーツキャリアコース

第１セメスター 第２セメスター 第３セメスター 第４セメスター 第５セメスター 第６セメスター 第７セメスター 第８セメスター
情報リテラシー１（2） 情報リテラシー２（2） 4

*スポーツキャリア実践講座Ⅰ（2） *スポーツキャリア実践講座Ⅱ（2） *スポーツキャリア実践講座Ⅲ（2） *スポーツキャリア実践講座Ⅳ（2） スポーツ広報論Ⅰ（2） スポーツ広報論Ⅱ（2） 16

*フィットネス概論Ⅰ（2） *フィットネス概論Ⅱ（2) *スポーツ心理学Ⅰ（2） *スポーツ心理学Ⅱ（2） スポーツビジネス論Ⅰ（2） スポーツビジネス論Ⅱ（2） *から合計12単位選択

*スポーツコンディショニング論Ⅰ（2） *スポーツコンディショニング論Ⅱ（2） *スポーツ経営論Ⅰ（2） *スポーツ経営論Ⅱ（2） 商学部卒業講座Ⅰ(学友会講座）(１) 第7・8セメから各2単位選択

商学部卒業講座Ⅱ（学友会講座）(１)

（第１～第８セメスター履修可能科目）

商学総論（2） 流通システム論（2） 民法総則（2） 物権法（2） 情報数学（2） 経営数学（2） 情報科学概論（2） マルチメディア論（2）

初級簿記Ⅰ（2） 初級簿記Ⅱ（2） 日本古代・中世経済史（2） 日本近世・近・現代経済史（2） 情報社会と倫理（2）

資格取得講座（日商簿記２級）（4） 資格取得講座（日商簿記３級）（4） 資格取得講座（カラーコーディネーター３級）（2） 資格取得講座（行政書士）（4） 資格取得講座（宅地建物取引士）（4） 資格取得講座（ＦＰ3級）（4）

資格取得講座（秘書技能検定２級）（2） 資格取得講座（ＭＯＳ　Ｗｏｒｄ）（2） 資格取得講座（ＭＯＳ　Ｅｘｃｅｌ）（2） 資格取得講座Ⅰ（2） 資格取得講座Ⅱ（2）

（第３～第８セメスター履修可能科目）

消費者行動論Ⅰ（2） 消費者行動論Ⅱ（2） 経営戦略論Ⅰ（2） 経営戦略論Ⅱ（2） 社会政策Ⅰ（2） 社会政策Ⅱ（2）

起業論（2） 事業創造論（2） 広告論（2） 広告政策論（2） 税法Ⅰ（2） 税法Ⅱ（2）

地域経済学Ⅰ（2） 地域経済学Ⅱ（2） 原価計算論Ⅰ（2） 原価計算論Ⅱ（2） 会計情報論（2） 会計情報システム論（2）

入門計量経済学（2） 応用計量経済学（2） 消費経済学（家計と企業）（2） 消費経済学（家計と政府）（2） マクロ経済学Ⅰ（2） マクロ経済学Ⅱ（2）

ソフトウェア論（2） 近代金融論（2） 現代金融論（2） 株式会社と証券市場（2） 経済と株価（2）

商法総則・会社法総論（2） 会社法各論（2） マーケティングシステム論（2） マーケティング情報論（2） 統計学（2） 数理統計学（2）

労働法の基礎（2） 労働法の応用（2） 手形・小切手法（2） 金融商品取引法（2） 債権法総論（2） 債権法各論（2）

開発経済学（2） 開発政策論（2） 国際ビジネス環境論（2） 近代日本経済論（2） 現代日本経済論（2）

ビジネス実践講座「マネジメント･ゲームⅠ」（2） マーケティング論（2） マーケティング戦略論（2） 経済法Ⅰ（2） 経済法Ⅱ（2）

ビジネス実践講座「マネジメント･ゲームⅡ」（2） 現代日本の社会と経済（2） 現代アジアの社会と経済（2） 国際流通論（2） 国際流通システム論（2）

（第５～第８セメスター履修可能科目）

労務管理（2） 人事管理（2） メディアデザイン（2）

監査制度論（2） 監査報告論（2） 中級簿記Ⅰ（2） 中級簿記Ⅱ（2）

近代中小企業論（2） 現代中小企業論（2） 上級簿記Ⅰ（2） 上級簿記Ⅱ（2）

近代商業史（2） 現代商業史（2） 国際貿易理論（2） 国際貿易政策（2）

会計学入門（2） 会計制度論（2） 国際ビジネス論（2） 多国籍企業論（2）

ミクロ経済学Ⅰ（2） ミクロ経済学Ⅱ（2） 国際通貨（2） 外国為替（2）

マルクス経済学Ⅰ(2) マルクス経済学Ⅱ（2） コンピュータコミュニケーション（2） アプリケーション論（2）

経済史Ⅰ（2） 経済史Ⅱ（2） 財務諸表分析（2） 企業評価論（2）

環境経済学Ⅰ（2） 環境経済学Ⅱ（2）

労働経済学Ⅰ（2） 労働経済学Ⅱ（2）

（第７～第８セメスター履修可能科目）

経営学総論Ⅰ（2） 経営学総論Ⅱ（2）

経営管理基礎理論（2） 経営管理応用理論（2）

国際ビジネス戦略論(理論編)(２) 国際ビジネス戦略論（実践編）（2）

国際マーケティングの基礎理論（2） 国際マーケティング業務（2）

財務諸表論（2） 会計原則論（2）

公共経済学Ⅰ（2） 公共経済学Ⅱ（2）

コンピュータの構成（2） システム設計論（2）

企業の財務活動（2） 財務的意思決定（2）

シミュレーション（2） 経営科学（2）

流通戦略論Ⅰ（2） 流通戦略論Ⅱ（2）

ビジネスコミュニケーション論（2） 異文化間コミュニケーション論（2）

国際ビジネス実務（2） 国際ビジネス実践（2）

管理会計総論（2） 管理会計論（2）

法人税税務会計（2） 所得税税務会計（2）

経済政策Ⅰ（2） 経済政策Ⅱ（2）

国際経済学Ⅰ（2） 国際経済学Ⅱ（2）

情報環境論（2） ネットワーク論（2）

データベース（2） Ｗｅｂデータベース（2）

ｅ-コマース（2） コンテンツ開発（2）

経営組織論Ⅰ（2） 経営組織論Ⅱ（2）

演習Ⅰ（4）＜通年＞ 演習Ⅱ（4）＜通年＞ 演習Ⅲ（4）＜通年＞

外国書講読１（2） 外国書講読２（2） 外国書講読３（2） 外国書講読４（2）

プロゼミナール（2）＜通年＞

日本語表現Ⅰ（2） 日本語表現Ⅱ（2）

　日本語読解１（1） 　日本語読解２（1） 日本事情Ⅰ（2） 日本事情Ⅱ（2）

　日本語作文１（1） 　日本語作文２（1）

哲学Ⅰ（2） 哲学Ⅱ（2） 倫理学Ⅰ（2） 倫理学Ⅱ（2） 言語学Ⅰ（2） 言語学Ⅱ（2） 日本語操作法Ⅰ（2） 日本語操作法Ⅱ（2）

歴史学（世界史）Ⅰ（2） 歴史学（世界史）Ⅱ（2） 歴史学（日本史）Ⅰ（2） 歴史学（日本史）Ⅱ（2） 論理学Ⅰ（2） 論理学Ⅱ（2） 文学演習Ⅰ（2） 文学演習Ⅱ（2）

心理学Ⅰ（2） 心理学Ⅱ（2） 文化人類学Ⅰ（2） 文化人類学Ⅱ（2） 外国文化研究Ⅰ（2） 外国文化研究Ⅱ（2） 人文地理学Ⅰ（2） 人文地理学Ⅱ（2）

経済学Ⅰ（2） 経済学Ⅱ（2） 社会学Ⅰ（2） 社会学Ⅱ（2） 現代社会論Ⅰ（2） 現代社会論Ⅱ（2） 平和学Ⅰ（2） 平和学Ⅱ（2）

法学（2） 憲法（2） 基礎法学（2） 応用法学（2） 政治学Ⅰ（2） 政治学Ⅱ（2） 自然地理学Ⅰ（2） 自然地理学Ⅱ（2）

スポーツ健康科学概論Ⅰ（2） スポーツ健康科学概論Ⅱ（2） 地学Ⅰ（2） 地学Ⅱ（2） 生物学Ⅰ（2） 生物学Ⅱ（2） 物理学Ⅰ（2） 物理学Ⅱ（2）

数学Ⅰ（2） 数学Ⅱ（2） 地球環境論（2） 自然環境論（2） 自然科学概論Ⅰ（2） 自然科学概論Ⅱ（2）

ボランティア学（2）※２ 地域ボランティア実践（2）※２

＜キャリアデザイン科目＞

ライフキャリアデザイン１（2） ライフキャリアデザイン２（2）

キャリアデザインⅠ（2） キャリアデザインⅡ（2）

企業連携講座１（2） 企業連携講座２（2）

英語リスニング・スピーキング１（1） 英語リスニング・スピーキング２（1） 総合英語１（1） 総合英語２（1）

英語リーディング･ライティング１（1） 英語リーディング･ライティング２（1）

英語特別講座１（1） 英語特別講座２（1） 英語特別講座３（1） 英語特別講座４（1） （４）（商学系列振替可）

英語上級講座１（1） 英語上級講座２（1） 英語上級講座３（1） 英語上級講座４（1） （４）（商学系列振替可）

中国語１（1） 中国語２（1） 中国語３（1） 中国語４（1） （４）（商学系列振替可）

フランス語１（1） フランス語２（1） フランス語３（1） フランス語４（1） （４）（商学系列振替可）

ドイツ語１（1） ドイツ語２（1） ドイツ語３（1） ドイツ語４（1） （４）（商学系列振替可）

コリア語１（1） コリア語２（1） コリア語３（1） コリア語４（1） （４）（商学系列振替可）

日本語理解１（1） 日本語理解２（1） 日本語特講１（1） 日本語特講２（1） （商学系列振替可）

健康スポーツ実技Ⅰ（1） 健康スポーツ実技Ⅱ（1） 2

スポーツ文化実技Ⅰ（1） スポーツ文化実技Ⅱ（1）

生涯スポーツ実技Ⅰ（1） 生涯スポーツ実技Ⅱ（1）

※１　留学生は「日本語表現Ⅰ・Ⅱ」の代わりに「日本語読解１・２」と「日本語作文１・２」を履修します。2年次の「日本事情Ⅰ・Ⅱ」の単位は、人文・自然系列科目の選択科目に入ります。
※2  「ボランティア学」と「地域ボランティア実践」はセットで履修する科目です。詳細は、P7「➁選択科目」を参照してください。
※3  「日本語理解1・2」と「日本語特講1・2」は日本人学生は履修できません。留学生は日本語以外の選択科目を履修することができますが、母国語は履修することができません。

プログラミングⅡ（データ処理系言語）
（2）

プログラミングⅠ（ソフトウェア開発系言
語）（2）

プログラミングⅡ（応用ソフトウェア開発
系言語）（2）

キャリアデザインⅢ（2）＜通年＞

共通選択
科目

データサイエンス（2）

選択必修科目

区　 　分

共通必修科目

留学生選択科目※4

３年次～

２年次～

４年次～

１年次～

留学生必修科目※1

選択科目

商学系列
科目

人文・自然
系列科目

必修科目

（４）（商学系列振替可）

6

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
卒業所要単位数

72

商学部入門講座（1）<通年>

20

126

6

プログラミングⅠ（システム開発系言
語）（2）

プログラミングⅡ（応用システム開発系
言語）（2）

プログラミングⅠ（ビジネス処理系言
語）（2）

体育科目
必修科目

選択科目

外国語
系列科目

必修科目

選択科目



2026

2026

2 0 2 6
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